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「なぁ、魔王」

「なんだ余の勇者よ。新しい遊びでも思いついたか。許す。試してみよ」

「そうじゃなくて。ずっとずっと昔、まだ俺おれが小さかったころの話なんだが――俺、おまえと、この場所で会ったこと、ないか？」

「ない」

「いや、そんな断言しなくても。思い出にちょっとぐらい引っかかるとか、」

「というか勇者よ、余がこの世界に現界したのはごく最近のことであるぞ。余はそれまで扉ヽのヽ向ヽこヽうヽにおったし、その時にはこの世界のことはあまり知らなんだ」

「扉ヽのヽ向ヽこヽうヽ？」

「いわゆる『魔界』と呼ばれる場所であるな。余は王であるからな。乳母がおり、教育係がおり、侍女の数は百を超え、常に近衛兵団に守られ、城の中におった」

「……今よりかなりいい暮らしをしていたんだな」

「余は王であるからな。余の存在が魔を人の世に留とどめ、余の一言が人界、魔界の命運を左右し、余の生命こそが魔界全土の豊ほう穣じようであるゆえ。余は厳重に守られ、そして余も守られることで民を守っておった」

「……じゃあ、俺の記憶はなんなんだ……」

「ただ――余も気になっておる。どうにも不確かな話ではあるが、おまえと過去に一度、会ったような……いや、そこまではっきりした記憶もないのだが。おまえと話すたび、おまえと触れ合うたび、なにがしかの『懐かしさ』のようなものを感じる。……可能性の一つを話そう。仮に、もし仮に余とおまえが過去に会っていたとするならば、会っていた場所はこの城で間違いがなかろう」

「魔界にいたんじゃねぇのかよ」

「魔界にもこの城はあるのでな。……この城は扉ヽなのだ。人界と魔界を結ぶ……というか、人界と魔界唯一の共通点、というか。この城はこヽのヽ世ヽ界ヽでヽあヽりヽこヽのヽ世ヽ界ヽでヽなヽいヽ、非常にあいまいな場所でな」

「？」

「とにかく、魔界にいる余と人界にいる勇者が過去に会ったことがあるとすれば、場所はこの城以外にないということだ。それもなんらかの中継……人の世にいる魔か、魔の世にいる人がかかわっておった可能性が高い……いや、勇者には難しい話であったな」

「……つまり、この城なら、魔界と交信できるから、昔、この城で俺おれと魔王が会った可能性もある、ってことか？」

「そういう解釈でかまわん。いやしかし、ありえんな」

「なんでだよ」

「魔王に干渉できるとすれば、それは魔王に他ほかならんからだ」



    

  
    
      





    

  
    
      


一章　隠れたがり魔王と出たがり魔王



　　　　　　　○



「う、裏切ったな……！」

　それはとある寒い日の出来事だった。

　……とか言ってもまったくどんな日かわからないかもしれない。

　なにせ、これから数か月の間、アスツラピ王国はいつだって寒い。

　洗濯物が凍らないよう近場で火を焚たくようになり、洗濯をする前に用水路の表面に張った氷を剥はがす作業が入り、地面は霜でさくさくして作物を育てにくくなってくる。

　いっそ雪が降ってくれればもう少し家事周りも楽になるのだが、そうしたら今度は雪かきというめんどうごとをやらなければならない。寒いのは本当にいやだね。

　というわけで、とある寒い、まだ雪が降るほどではないが、体を動かす作業をしていても厚着をしていなければ死んでしまうような、中途半端な時期。

　さらに言えば、『古代兵器』に操られ、昔なじみのアスツラピ王国第三王女が俺おれを殺しに来た翌週。

　……もっと言えば、その第三王女が俺の上司になってしまい、俺が剣術の鍛錬をさぼっていないかどうかたびたび見に来るようになってしまったころの話。

　魔王が勇者に追い詰められていた。

　ちなみにここで言う『勇者』は俺のことで、新しい（そして肩書きにふさわしい）勇者が新たに現れたとかそういうことではなく、魔王も魔王で黒い髪に赤い瞳ひとみ、黒いドレスを常用しているアイアリス・エウブーレウス・タルタロスのことで、新しい、そして真に世界滅亡を願っている魔ヽ王ヽらヽしヽいヽ魔ヽ王ヽが出てきたとかそういう話はない。

　俺が、アイアリスを追い詰めている。

「信じていたのに……余は、世界を、人を、勇者を、眷けん属ぞくを、信じていたのに……！」

　ここはミナギの部屋だ。

　魔界にあるという和の国風の家具が多数置かれている。木製の引き出しが多くついた変わったクローゼット、木の台の上ではなく床に敷布を敷くベッド、カーテンは竹でできており、甘く香ばしい香りが部屋中にただよっている。

　アイアリスは、部屋の隅に、シーツ一枚だけを羽織った状態でへたりこんでいた。

　服はない。……なんでこうなったか詳しい経緯はわからないが、アイアリスが自室でもないのに服を脱いでいるという状況、そのうえここはミナギの部屋。

　ということで、犯人は一人しか思い浮かばなかった。

　俺おれは、俺の背後に控える二人のうち一人――アイアリスをここまで追い詰める功労者である緑の髪に青い瞳ひとみの竜人・ミナギを見た。

　和の国特有の袂たもとの広い衣装、着物を着たミナギは、口元を袖そでで隠して笑い、

「けれど、発端はすべて、陛下なのでございますよ」

「余が……？」

「左様でございます。陛下はミナギに罰をお与えになりました。陛下と――勇者様に、嘘うそをついてはならないと。常に誠実に接するべきだと。……ミナギは陛下の忠実なるしヽもヽべヽでございますれば、すべて陛下の御身を思ってのことでございます。けれど、その後、陛下が隠れられた場所を勇者様にたずねられ素直に答えてしまったのもまた、忠実なるしヽもヽべヽゆえ、陛下からの罰を無視できなかったのでございます。特に勇者様がミナギにご褒美を提供してくれたとかそんなことはないのでございましゅよ」

「嘘だ！　絶対、勇者からなにか言われたのであろう！」

「嘘でございます！　裏取引がございました！」

　すがすがしいまでに欲望に忠実だった。

　ミナギに口止めするというのは、土石流を紙の盾で防ごうという行為も同じらしい。

　……しかし俺は、昔じいちゃんと国々を巡った時の話をしてやると言っただけなんだが、ミナギの中でどのように改変されているのか。

　恐ろしいので気にしないことにしよう。



    

  
    
      



    

  
    
      

「というかアイアリスも大人げないよな……魔法で透明になりやがって」

　俺おれ一人じゃとても見つけられなかっただろう。

　と、アイアリスを発見した功労者――俺の背後に控えるもう一人の顔を見る。

　俺の視線を受けて、興味深そうに黄金の瞳ひとみでミナギの部屋を見回していたそいつは、頭の上にある銀色の体毛に包まれた耳をピン！　と立てて、

「はっ！　自分に偏光系の魔法は通じないのであります！」

　自分の務めを誠実に果たした軍人のように敬礼した。

　……今回レイラがその優れた鼻で挙げた成果は、微妙にアイアリスに対する裏切りで、軍人として主君を裏切るのはどうだろうという気もするが――

「ともあれ、しまいだよ、魔王。……俺はおまえを逃がさない」

「……そうか」

　ぎゅっと肩口でシーツを結び、アイアリスは立ち上がった。

　なんで服を脱いでいるのか。なんでシーツ一枚なのか。なんで部屋の隅なのか。そんなことはどうだっていい。

　呑のまれてはならない。

　立ち上がってこちらを見るアイアリスは、魔王の風格を持っている。

　ただのシーツ一枚という姿なのに、こちらに与える威圧感が半端ではない。

　巨大な山を幻視する。それも厳しい雪の山。

　今のアイアリスは難攻不落の巨きよ魁かいだ。うかつに踏み込めば負けるのはこちらだろう。

　隙すきをうかがい沈黙する。

　アイアリスは、そんな俺を見てさびしそうに笑った。

「うまくいくと思っていた。余の勇者は単純であるからな。……きっと、騙だましおおせるものと思っていたのだが……よもや眷けん属ぞくが裏切るとはな」

「裏切りではございません。陛下の意に背いてはいないと、ミナギは確信するのでございますよ」

「……で、あるか。レイラよ、おまえはどう思う？」

「自分に難しいことはよくわからないのであります。けれど……いつまでも見つからないのは、さびしいのでありますよ」

「……ふむ」

　そう言って、アイアリスは考え込むように顎あごに手を添えた。

　それから目を閉じるアイアリスには、確かに隙ができていた。

　けれど俺は、アイアリスを捕えることができず。

　アイアリスは、たっぷりと沈黙したあと、赤い瞳を開き、俺を見た。

「余が信じた余の勇者は、正しかったのだな」

　……なんだか話が大きくなっていっている気がする。

　よくわからない雰囲気に呑まれる前に、本格的に経緯を整理する必要性がありそうだ。

　さて――

　そもそも、なんでこんなことになっているのか。

　事の始まりは確か、ヴィヴィのもたらした俺おれとユーフェミアの思い出話だったっけ――



　　　　　　　○



「その時です。ユーフェミア様がわたくしに向かって『よろしくにゃん』とネコミミ姿でおっしゃいました」

「想像できん！」

　食堂で魔王様ご満悦。

　週に一度の伝令の日である。

　世間的には休日だが軍務に就いている人間には休みなどない。世間が戦争中なのだから軍隊に非番はあれど休息はないのである。

　そう。……冷静に考えたら今の俺は軍隊所属だった。

　今の今まですっかり失念していたが、俺、無職じゃなかった……。

　てっきり『勇者』という名前の家事手伝い（無給）をやっていたような気がしたが、そんなことはなかったぜ。

「……そういえばヴィヴィ」

　魔王の正面の席に腰かける蒼そう髪はつの後ろ姿へと呼びかける。

　するとそいつは、首をひねって蒼あおい瞳ひとみをこちらへと向けた。

「魔王様とのお話に割り込もうとはいい度胸ですね」

　とか言うものの、その口調にも表情にも、不機嫌そうな色も、実は魔王との話に疲れていたので助かった、みたいな色もなかった。

　風のない湖面のような、静かな無表情。

　俺の性悪上官ヴィヴィは、いつだって心の読めない顔をしている。

「ところで、どうされました？　魔王様とのお話をさえぎってまでする話が勇者様の口から聞けるなどと想像してもみませんでしたので、わたくしとしたことが、勇者様がしようとしているお話が想像つかないのです」

「おまえはなんでいちいち……いや、まあ、いいけどさ。そういえばここで働いて三か月目になるけど、俺の給料とかどうなってんのかな、と思ってさ」

「はあ、そのような話ですか」

　心の底から落胆したような声だった。

　ヴィヴィは表情を滅多に変えないというのに、珍しいことである。

　俺に嫌がらせをするためなら本当に労力を惜しまないやつだ。

「いや、仕事してるんだったら給料を気にするのは当然じゃないか？」

「その『当然』をずいぶん長らく放置してらしたようですが。……まあ、よろしいでしょう。あなた様にもきちんと給料は出ていますよ。もっとも、全体の八割をあなたのおうちへ持って行っておりますが」

「……そ、それはなにより……」

　返ってこないだろうなぁ、という気がした。

　まあ、今まで無償で世話してくれて、なんだかんだと優しかった母に渡るなら本望なのだが、それにしたって俺おれに一言ぐらいあってもよかったんじゃねぇかとは思う。

「……ん、八割？　残りの二割は？」

「積み立てておりますよ。あなた様の退役後に備えてね」

　年金の話である。

　てっきり適用されない制度かと思っていたが、どうやら勇者でも給料関係の扱いはほかの軍属と同じらしい。

　……このように兵士の給料の一部は国によって召し上げられ、退役後に年金として支給される制度がある。

　いわゆる年金制度であるが……戦争が起こり、当然戦死者が出る。退役前に亡くなった兵士に年金は支給されないわけだが――その戦死者の積み立てた給料は半分が遺族のもとへと返り、残る半分は国庫へ直行する。

　いくら帳簿上の数字でしかないとは言え、なかなかやるせない話もあったものだ。

「退役、ねぇ……ちなみに一般の兵士は五十歳で退役って言われてるし、士官は七十歳で退役だけど、俺は何歳で退役なんで？」

　とは言え。

　平均寿命六十歳と言われる今のアスツラピ王国では退役後の一般兵は十年ぐらいしか年金を受け取れない計算である。そして積立金の総額と一年間に支払われる年金とで計算をすると、あんまり喜ばしくない結果が出る。

　ようするに、給料とは八割が支給され、五分が年金になり、残りの一割五分は国庫に直行と思っていい。積み立てとは自分でやるものである。

　……とか考えているあいだにずっと沈黙していたヴィヴィは、小首をかしげ、

「たいえき？」

「あれ、言葉通じない？　おかしいな大陸共用語が通じないなんて」

「あ、いえ、言葉は通じておりますよ。けれどあなた様はご自分の職業をご存じで？」

「家事手伝いだろ？」

「勇者様です」

　軽口を向けたのだが、返ってきたのは、意外にもまじめな声音だった。

「『勇者』とは『魔王を倒す者』です。あなた様が望むと望まざるとね。つまり――魔王様を倒すまで、あなた様に退役はありえません。そしてあなた様は、魔王様を倒さないのでしょう？」

「うわぁお」

「……というか、勇者が城を出たら余は毎日なにを食べて暮らせばよいのだ」

　今まで黙ってことの成り行きを見守っていたアイアリスが、じっとりとした赤い瞳ひとみを俺おれに向ける。

　さすがにそろそろ料理ぐらい覚えてほしいのだが、アイアリスは『王が民の仕事をとってはならん』という理屈で基本的になにもしない子のままである。

「最近、勇者の作る食事もようやく色々な種類が増え始めたというのにいきなり退役の話をしだすとか、余は悲しいぞ。……ひょっとして余との暮らしが不満だと言うのか」

「……」

　不満とは言わないが、この世に完全な満足など存在しない。

「まあ、魔王様との暮らしが不満なので？　前線での特攻任務よりも？」

「大満足です上官殿！」

「よかったですね魔王様」

「……そんな無理やり言わせた感じの言葉に、余が満足すると思うてか」

「さて、ユーフェミア様のことはどこまで話しましたかね」

　ヴィヴィが話題を無理やり戻した。

　……そう、ことの発端はなんだったか。とにかく、伝令にやってきたヴィヴィが『たまには城内の様子も視察しませんとね』とかいういらない職業責任を発揮して、珍しく城内にまで踏み込んできたのだ。

　今、ミナギには掃除をさせているし、レイラにもミナギの手伝いをさせている。

　ということで、料理をしている俺と、退屈に殺されかけていたアイアリスがヴィヴィの相手をすることになったのだが――

　なぜか、ユーフェミアの話になっている。

　あの修道女……今は王女に戻ったか。王女は、どうやら一命を取り留めた、というか一ヽ命ヽをヽ取ヽりヽ戻ヽしヽたヽあとに、すっかりヴィヴィの走そう狗くとなっているらしい。第三とはいえ王女を走狗にするとかヴィヴィさんマジはんぱないです。

　しかもやってられないことに、あいつは俺が剣術の鍛錬をさぼってないか、たまに見に来るのだ。忙しそうで来てすぐ帰るの繰り返しなのだが、こちらとしては来る時期がはかれない分だけ安心して休むことができないので、来るなら来るで暇をもうちょいとってガッツリ来てほしいと思う限りである。

　……そう、そうだった。料理が一段落したので、ヴィヴィに『ユーフェミアがちょいちょい魔王城に来て困ってる……いや、困ってはいないけどどうにかして』と報告した。

　そうしたら、ユーフェミアは東国・キムンウエカルパに発たったリーを呼び戻すために単身で（王女なのに）東国へ向かったからしばらく来ない、ということが語られて……。

　そしてアイアリスが『勇者はなぜそこまでユーフェミアを恐れているのだ？』とヴィヴィに質問して……。

　ヴィヴィの口からユーフェミアが俺にしたあれこれがある程度語りつくされ、そして、宮中での俺おれとユーフェミアの話になり、今、ユーフェミアとヴィヴィの思い出話になっているのだ。

　……思い出話、というのは少々表現が綺き麗れいすぎた気がするので訂正しようか。

　ユーフェミア当人がいたら涙目で止めるであろう暴露話になっている。

「なあ、もうやめてやらないか？」

「なにをでしょう？」

　凪ないだ湖面のように静かな表情は、わかってて気付かないふりをしているのか、本当に悪意なく純粋に思い出話をしているつもりなのか判断しがたい。

　でも、ヴィヴィに悪意がないわけがない。

「とぼけんな。これ以上はユーフェミアが本気で泣くぞ」

「そのような弱い子に育てた覚えはありませんが……わたくしはユーフェミア様のかわいらしさを皆様に広めたかっただけなのですがね。先日の事件で、ずいぶんと粗暴な印象を抱かれているでしょうから……」

　確かに言うこともわからないではない。

　紆う余よ曲きよく折せつあって、ユーフェミアは古代兵器を用いて俺と決闘することになった。

　俺を殺さないと自分が装備した古代兵器に殺される――そんな状況で、あいつは葛かつ藤とうし、結論を出せず、ついには自分の生死を俺との勝負に委ゆだねようとした。

　まあ、『聖剣』のおかげでユーフェミアは命を古代兵器の魔の手から取り戻したので、今はかなり元気にやっているのだが。……こっちが困るぐらいに。

「では、なるべくユーフェミア様に泣かれない範囲で、かわいらしさを広めるとしましょうか」

「今までの話は『泣かれる範囲』だったって自覚はあるんだな……」

「何事も勇者様より勝っていたユーフェミア様でしたが、唯一、勇者様に敗北する遊びがございました」

　俺の言葉は綺麗に無視するヴィヴィである。

　……なんの話をしようとしているのか。

　食堂にある、料理受け渡しカウンター、その奥の厨ちゆう房ぼうを見る。

　鍋なべの様子は問題なさそうだ。……今日の夕食は久々の『ごった煮』である。一週間ほどヴィヴィから渡された料理の本をもとに色々な献立に挑戦していたら、アイアリスが『そろそろ許そう。今夜作れ』とごった煮を夕食にすることを許可してくれたのだ。

　……一時期は『次にごった煮が出たら世界を滅ぼす！』とまで言っていたのに、しばらく食べなかったらまた食べたくなったとみえる。恐るべしアスツラピ王国のおふくろの味代表。その中毒性は並みの薬物など比較にもならない。

　ともあれ、料理はまだしばらく放置しても問題なさそうだ。

　火の見張りはしなきゃいけないんだろうが、消えてもアイアリスに魔法で点つけてもらえばいい。

　というわけで、俺おれもアイアリスの隣の席に移動。

　座って、ヴィヴィが余計なことを話さないか監視をすることにした。

「『かくれんぼ』という遊びをご存じでしょうか」

「おいばかやめろ」

　それは禁断の遊びだ。

　けれどヴィヴィは俺をちらりと見ただけで、話を止める気はないらしく、

「当時のユーフェミア様はとにかく勇者様が困るのが好きで、勇者様を困らせるために普段から色々なことを考えておりました。今でもその悪巧みは『らくがき』という形でわたくしの手元に保管してございますが――」

　ろくでもねぇな第三王女。

　そして忘れたいであろう過去をご丁寧に保存しているヴィヴィはもっとろくでもない。

「――そこで、ユーフェミア様が考えられたのが、『宮中すべてを用いてのかくれんぼ』なのです」

「……かくれんぼ、とはなんだ？」

「やはりご存じないようですね。かくれんぼとは、通常、複数人で遊び、『どろぼう』と呼ばれる役割の複数人が決められた範囲で隠れ、隠れた『どろぼう』を『へいたいさん』と呼ばれる一人が探し回る、というものです。『どろぼう』がすべて発見されれば『へいたいさん』の勝ち、一定時間――厳密に決められてはいなかったようですが――が経たっても『どろぼう』が全員見つからなければ『どろぼう』の勝ち、となります。……もっとも、しまいにはユーフェミア様が勝つために『見つかっても逃げ切ってまた隠れたら、へいたいさんは見つけるところからやりなおし』とか、『あたしは王女だからへいたいさんに見つかっても怪しまれない』とか、かなり滅茶苦茶な決まりを足していたようですが」

「あいつの勝利に対する執念には辟へき易えきしたよ……」

　基本的に、足はユーフェミアのほうが速い。

　それでも追い詰め続ければだんだん隠れる場所を失うので、最後にはかなり嫌っていた王族の権力を悪用するようなマネまでし始めたのだが……そんなユーフェミアを見て思ったものだ。『そこまでして勝ってなにが楽しいのか』と。俺が物事の勝敗にまったくこだわらない原因は、間違いなくユーフェミアにあった。

「ともあれ、そこまで汚い……ではなく、戦略的な決まりを作ってなお、ユーフェミア様はついぞ勇者様に勝利することができなかったのです」

「ほう！」

　魔王様大興奮である。

　……早速始める気なのが目を見ればわかる。引き延ばせて一日だろう。

　最近、アイアリスの目の輝きから、その話題がどれだけ引き延ばせるかがわかってきてしまった。

　ああ、だから禁断の遊びだと言うんだ。アスツラピ王国の王宮ほどではないにせよ、魔王城は広大な敷地を持っている。その広大な敷地に隠れた、体の小さな三人の魔族を見つけ出す遊び（俺おれが『へいたいさん』をやらされるのは明らか）とか、めんどうじゃないわけがない。

　俺の視線に気付いたのか、アイアリスはごほんごほんとわざとらしく咳せき払ばらいをして、

「い、いや、別に余は面白そうだからやってみたい、と思ったわけではないぞ。余は王であるからな。そんな、自分の退屈を紛らわすためだけの短絡的思考で民を動かすことなどせんのだ」

　……なぜ今さら見み栄えを張るんだろう。

　ちょっと前までは『暇だ遊べ！』と素直だったアイアリスだが、最近、こうやってちょいちょい『暇だ遊べ！』から『暇ではないし遊んでほしいわけでもないが暇だ遊べ！』みたいに言い訳を挟んでくるようになった。

　子供が成長していく様を見ているようで、ほんの少しやるせない。

「ああ、そう、そういえば、まだ勝負がついておらなんだな」

「……勝負？」

「うむ。勇者が余の城に来た日……というか勇者が余の着替えをのぞいた時であるが」

　覚えてたのか。

　うやむやにできてたと思ったのに。

「そういえばあのころからか、勇者が余の下着になみなみならぬ関心を――」

「それは勘違いだって前に説明しただしょ!?」

　しただしょ、ってなんぞね。

　台詞せりふをかむことで自分の動揺が手に取るようにわかった。

「魔王様、年とし頃ごろの男子にいたずらに刺激をあたえては、性癖がねじ曲がるのも仕方ないことです。どうかお目こぼし願えませんでしょうか？　わたくしからお願い申し上げます。なにとぞ、勇者様の歪ゆがんだ性癖にお慈悲を」

「ヴィヴィは本当に、俺への嫌がらせは全力だよな！」

　部下である俺のために深々と頭を下げる上官が本当に性格悪くて困ってます。

　しかも情景だけ見るといい上官のようにしか見えないのがまた悔しい。

「ま、まあ、それはよかろう。慈悲か……余の下着好きの勇者に慈悲……うむ、あとでこっそりレイラに届けさせよう。魔王だものな、余は。眷けん属ぞくに被害が及ばんとも限らんし、余が犠牲になるのは必然と言えよう……うむ、うむ……」

「なにを届ける気だ!?　いや、なんでもいい！　いらないから！」

「それよりも、あの時の勝負の話だ」

　今の話題より重要なこともそうそうないのだが、アイアリスとヴィヴィの間では優先順位が低い話題だったらしい。すんなりと話は戻されてしまう。

「余は常々考えておった。あの時は、勇者の飛び降り自殺未遂で決着はうやむやとなったが、余と勇者のおいかけっこに決着をつけないとならん、と。……うむ、それっぽい」

「それっぽい？」

「な、なんでもない！　とにかくだな、決着、そう、何事も決着を放置していては民に示しがつかん。余は王であるからな。政治も、生活も、たとえ遊びであろうとも、なにかを引き延ばしにしてはならんのだ。というわけで勇者よ、あの時の決着を『かくれんぼ』でつけようではないか！　勇者よ、今一度余に挑むがよい！　フハハハハ！」

　なぜ高笑い。魔王っぽさの演出なのだろうか。

「フハハハ……ぐえ、ごほ！　げほ！」

　むせるし。

　無理すんな……。おまえに魔王の真ま似ね事ごとは無理だ……。

「かくれんぼをするぞ……」

　喉のどをおさえながらアイアリスは宣言した。

　ここは魔王城。

　魔王の権限は絶対であり、魔王の決定はすべての魔王城で暮らす者にとっての決定である。いち勇者でしかない俺おれができることなぞ、せいぜい引き延ばしぐらいのものだ。

　かくして。

「わかった、わかったよ……」

「わかればよい。早速今夜やる――げほっ、げほっ！」

「……水持ってくる」

　俺たちは、かくれんぼをする羽目になってしまったのだった。
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　――で。

　まず、どういう遊びなのか説明しても理解できなかったらしく、俺が十数え終わって他ほかの二人がとっくに隠れたのに、俺の目の前でぼんやりしていたレイラを最初に捕まえた。

　その時点でレイラの鼻を頼ることも考えたが、アイアリスは『決着をつける』と言っていたので、最初から他の者の手を借りては第二回かくれんぼ大会が開催される恐れがある。そうなってはめんどうくさいので、独力で残る二人を探索することに。

　まずは、二人の性格を考える。

　真っ先に思いついたのがミナギの行き先だったので、『これで見つけてしまったら色々まずいし、予想通りの行動をしていたら目を覆うしかないな』と思いながら、ミナギがいると思おぼしき場所まで、レイラを伴って向かった。

　アイアリスの部屋である。

　すると予想通りすぎて頭が痛いことに、ミナギはアイアリスの下着をアイアリスのベッドに敷いてその上に寝転んでいた。すごくいい表情だった。このまま死んでも一片の悔いもなかったんじゃなかろうか。

　というわけで見なかったことにしたかったのだがそうもいかない決まりだ。俺おれは発見したミナギを捕まえて、そのミナギも引き連れてアイアリスの居場所を考える。

　正解はミナギの部屋なのだが――実は、一番最初に行ったのが、ミナギの部屋だ。

　理由としては、ミナギがアイアリスの部屋でタチの悪いいたずらをしていたので、アイアリスはひょっとしてミナギに『安全な隠れ場所を提供するのでございます』とか騙だまされて、ミナギが適当に思いついたミナギの部屋にいるんじゃないかと思ったのだ。

　けれどアイアリスは見つからなかった。

　たかがかくれんぼで大げさなことに、魔法を使って透明になっていたのだ。

　……魔法とは、魔族がその血液を代償にして不可能を可能にする技法だ。

　今のアイアリスがどれほどの力を取り戻しているかは知らないが、かくれんぼごときに身を削る理由がまったくわからない。

　ともあれ、アイアリスを発見できなかった俺は、城中を探し回った。

　そして夜も更けて来たころ、さすがにそろそろ眠らないと明日に響くので、レイラとミナギに協力を依頼し、素すっ裸ぱだかの上にシーツだけをまとったアイアリスを発見した。

　そうして、今に至る。

「余が信じた余の勇者は、正しかったのだな」

　かくれんぼをしてると忘れそうになるぐらい、もったいつけた口ぶりだった。

　ひょっとしてかくれんぼをしていると思っていたのは俺だけで、みんなは勇者と魔王の最終決戦のつもりだったのかもしれない。やべぇ、剣を部屋に置いてきてるよ俺。

「余は嬉うれしいぞ勇者！」最終決戦じみた壮大な雰囲気で、アイアリスは言う。「人界を背負いし者よ、汝なんじの名は勇者なり。さりとてその重みは余の背負いしものに比類するかな？　余の背負いし――世界の命運の、重みに」

「え、待ってこれなんて最終決戦？」

　ひょっとしたら、これは本当に最終決戦なのかもしれない。少なくとも、アイアリスの雰囲気に違和感を覚えているのは、この場では俺だけのようだ。

「さあ、世界の命運を我らで弄もてあそぼうではないか」

　世界の命運は知らないが、俺は今確実にアイアリスの手で弄ばれている。

「というわけで勇者よ。――まずは余のもとまでたどり着いてみせるがいい！」

　と言ってアイアリスはゆったりと俺の目の前に立ち、

　そして、最初からそこにいなかったかのように、唐突に掻かき消えた。

　……。

「逃げられた!?」

「やられましたなぁ。転移魔法でございますよ。……服を着ていらっしゃらないのも、透明化魔法がご自身の体にしかかけられないからでございましょうな。そこから考えるに、今の陛下のお力では、転移魔法の使用も多く見積もってあと一度、短距離での使用が限度でございましょうなぁ」

「ミナギが脱がせたんじゃなかったのか……」

「どういう意味でございますかな？」

　しかし、威圧感と雰囲気だけで時間稼ぎをし、あまつさえあの絶望的状況から逃げ出すとはさすが魔王というところか。こんなところで魔王っぽさを発揮しなくてもいいのに。

「追うぞ！　ついてこい！」

「左様でございますか。……まだお楽しみは続きそうでございますなぁ」

　ミナギは楽しそうに笑い、

「見つかっても逃げればよかったのでありますか……」

　レイラは悔しそうに歯は噛がみした。

　いや、かくれんぼはそういう遊びじゃねぇから。

　……というわけで。

　立場を逆転していつぞやの追いかけっこを再び――という趣向でもなかったはずだが。

　かくれんぼ第二回戦の始まりである。
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　ユーフェミアとのかくれんぼでどんな不利な条件を突き付けられようとも勝利を収めてきた俺おれだが、別に特別なコツや特殊な能力を持っていたわけではなく、ユーフェミアの隠れる場所が全五カ所しかなかったという、まあ、言うなればそういうくだらない理由だ。

　何回繰り返そうとも五カ所を回れば必ずどこかにいるのだからボロい勝負だった。

　ようするに俺がかくれんぼで強かったのは、経験と考察、それから対戦相手の単純さが要因である。

　では――アイアリスの行動を考えてみようか。

　活動圏は城の中。それも、畑や果樹園、洗濯場や練兵場まで行かない、屋内。

　例外的に外に出ている可能性もあるだろうが……すでに夜だ。アスツラピ王国の夜は水も氷になるとびきりの寒さを誇る。シーツ一枚しか羽織っていないアイアリスが好んで屋外に出るとは考えにくい。

　……シーツ一枚。

　まず、服を着たがるだろう。

　というわけで――玉座の間。

　通称『教室』と呼ばれるものの、一回ぐらいしか教室として機能したことがない場所に、俺はミナギとレイラを引き連れて来ていた。

　このまま奥に進めばアイアリスの部屋にたどりつく。……ちなみにミナギを見つけたあと別にアイアリスの部屋を片付けたりはしていないので、ミナギがアイアリスの下着をベッドの上に広げてウフフアハハと夢の国へ行っていた跡が広がっているはずだ。

　さて、アイアリス捕獲作戦に話を戻そう。

　このまま堂々と部屋に踏み入ってもいいのだが、それだとあと一回使えるという瞬間移動でまた逃げられる恐れがある。

　魔族は血を代償に魔法を使う。……なので、あと一回瞬間移動をすればアイアリスは貧血になるらしい。

　遊びにそこまで本気になった自業自得とも言えるが、貧血にしてしまうのはかわいそうなのでなるべく抵抗の余地なく捕獲してあげねばなるまい。

　というわけで捕獲作戦は二段構えで行う。

　一、俺おれが突入。

　二、わざと部屋を抜けさせて、外に控えていたミナギとレイラにより捕獲。

　……ミナギとレイラが俺に協力してくれる理由がさっぱりわからないが、たぶんなんにも考えていないんだろう。強しいて言えば『協力するような流れに騙だまされている』とも言える。ちょうどいいのでかくれんぼが終わるまで騙されててもらおうと思っている。

　ということで魔王の寝室へ突入した。

　果たしてそこには。アイアリスが――二人、いた。

　片方のアイアリスは先ほどのまま、シーツを肩口で縛って服代わりにしている、黒髪に赤い瞳ひとみの、もう片方を見ておどろきに硬直しているアイアリス。

　もう一方のアイアリスは、赤い瞳は同じだが、着ているドレスが、そしてなにより髪の色が、光を閉じ込めたかのように真っ白だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　顔は同じ。

　背格好も同じ。

　ただ――シーツ姿のアイアリスはおどろいたり、悩んだり、一瞬一瞬表情をめまぐるしく変えているのに対して。

　白いドレスを着たアイアリスは、まったくの無表情で、立ち尽くしていた。

　けれど、

「あ、勇者」

　俺おれを発見すると、まるで前々から俺を知っていたかのように、親しげに――とは言え、表情はなく、声音も平へい坦たんなのだが――俺へと呼びかける。

　一瞬、どちらが俺の知っているアイアリスなのかわからなくなる。

　でも、間違えない。

　俺の知っているアイアリスは、シーツを肩口で縛った、黒髪の方だ。

「こっちに来い、アイアリス」

　呼びかけに黒髪のアイアリスは反応し、

　白髪のアイアリスは、反応しなかった。

「……おまえは何者だ？　アイアリスの眷けん属ぞくか？」

　走って俺の方に来るアイアリスの反応から、それはないと思いながらも一応たずねる。

　敵意は見えない。武器を持っている様子もない。

　だが、アイアリスの反応から、あの白アイアリスからアイアリスを守らねばならないのだということは、わかった。

　だって、普段ならばなにが来ようと恐れることなく堂々と棒立ちしているアイアリスが、怯おびえたように俺へ走り寄ってきて、恐れるように俺の後ろに隠れて、怖がるように俺の服をぎゅっと握っているのだから。

　ただものである道理がない。

　なのに、白アイアリスは無表情のまま首を傾かしげ、

「勇者、なんで我を警戒する？　かなしい。それはとても、かなしいこと。我は魔王、おまえの魔王なのに」

「……悪いが、うちの魔王様は俺の後ろにいらっしゃる一人だけでね」

「ＡアＩイ＝Ａｌｉｃｅアリスも、なぜ我を恐れる？　我はかなしい。とても、かなしい。思い出して、我の半身。我はおまえ。おまえは我。ＣシＩイ＝Ａｌｉｃｅアリスがわからない？」

「……なんのことだ。『シィアリス』というのが貴様の名か。余の城に、余の似姿でどんな用がある」

「かなしい……忘れられるのは、かなしい……」

　平坦な声で、無機質な顔のまま。

　白い魔王、シィアリスは、一滴の涙を流した。

　……胸が痛む。いつかの夕暮れ、魔王が流した涙が脳裏を過よぎった。

　世界が滅んだあとに流すという、一滴の涙が。

　シィアリスは自分が泣いたことにすら気付いていないような無表情で、

「かなしい世界は、滅ぶべき。世界の涙を、我は止めたい」

　そう言って、その場から唐突に掻かき消えた。

　……息をつく。知らない間に呼吸が止まっていた。

「な、なんだ今の……」

　妙な緊張が解けて、手のひらに汗がにじんでいるのに気付く。

　怖かったわけでもない。威圧感があったわけでもない。なのに――心拍数は跳ね上がり、疲れが体にのしかかっている。

　緊張していた、というのか。

　あんな無害そうな――平和主義の魔王様と同じ顔をした、女の子に。

「勇者よ！　ぼうっとしておる場合ではないぞ！」

　はっと気付いたようにアイアリスが叫ぶ。

　振り向けば、その顔には焦りと恐怖の色がにじんでいた。

「どういうことだ？」

「莫ば迦か者！　あやつは転移した！　詠唱している様子もなしにだ！　つまりあやつは、今の余よりも優れた魔力を持っていて――世ヽ界ヽをヽ滅ヽぼヽすヽと言ってどこかへ向かったのだぞ！　ということは！」

「っ、『地図』か！」

『地図』とは、魔王城軍議の間にある、広域殲せん滅めつ兵器だ。

　魔王の魔力で発動し、望んだ地点に望んだ量の甚大な破壊を振りまく。

　……魔王の似姿に、魔王を超える魔力。そして世界を滅ぼすという目的意識。

　そんなやつが、『地図』へとたどりついたら――

「世界が滅ぶ！」

「ミナギ！　レイラ！」

　アイアリスが叫ぶ。

　すると、部屋の外から足音が聞こえて、

「どうされたのでございましょうか？」

「参上したのであります！」

「『地図』が危ない！　今からおまえらを飛ばす！　なんとしても余の姿をした不ふ埒らち者を足留めせよ！」

　それだけで通じるはずもない。

　あきらかに説明が足りていないのだが――

「御ぎよ意いに」

「了解であります！」

　眷けん属ぞく二人は多くを聞くことなく返事をして。

　アイアリスの転移魔法により、その場から掻かき消えた。

「……俺おれは？」

「剣を持って来い莫ば迦か者！　それに――」

　と、叫んでいたアイアリスが急に倒れた。

「おいっ！」

　倒れてゆくアイアリスを慌てて抱き支える。

　アイアリスは血の気の引いた顔で俺を見て、

「いい、余はいい……やつを、止めよ……」

「でもっ」

「それに！　……『地図』が一番直接的に危険だが、世界を滅ぼす手段はなにもそれだけではない……。城から出て魔法と魔王の存在を明らかにするだけでも、世界を混乱させることは可能であるし……前線に出て軍隊をすっかり滅ぼしても、世界は慄おののくであろう……わからん、やつが、どのような手段で世界を滅ぼすのか、余には、わからんのだ……」

「だったら……」

「見つけ出せ。『地図』かもしれん。城の門かもしれん。あるいは潜ひそんでやり過ごしておるだけかもしれん。……やつを見つけ出せ。そして、止めよ。勇者よ、これは勅ちよく命めいであるぞ……思うようにやつを探せ。やつが余の半身を名乗るならば、余を見つけ出した勇者には、やつを見つけることもできるであろう……」

「……」

「世界を護まもれ……信じて、おるぞ」

　アイアリスは、そう言って目を閉じた。

　呼吸を確認する。……大丈夫、貧血で気を失っただけだ。

　とりあえずアイアリスをベッドに寝かせて、少しだけ後ろ髪をひかれながら、アイアリスの寝所をあとにした。

　目指す先は俺の部屋。

　剣をとり、それから……。

　魔王の勅命に従い、シィアリスを止めるために、走る。



　　　　　　　○



　考察。

　一分一秒が惜しまれる中、士官学校とユーフェミアの訓練によって鍛え上げられた俺の体は、なるべく速い速度をなるべく長く維持する走り方を選んでいた。

　全速力で駆けだしても続かないと、体が理解している。

　その速度で部屋に戻る道すがら、考察を開始する。

　世界を滅ぼすために、アイアリスがなにをするか。

　――ではなく。

　世界を滅ぼす前ヽに、アイアリスが、なにをするか。

　効率だけを考えてもわからない。手っ取り早いのは確かに『地図』だが、手っ取り早いだけに邪魔が入る可能性は高い。実際、アイアリスはすぐにミナギとレイラを『地図』に向かわせた。シィアリスが『地図』に向かったとすれば戦闘なりなんなりの音がすると思うのだが、そんな様子はない。

　効率と戦略の観点から考えると、この時点で手詰まりだ。

　なにせ、『地図』を乗っ取る、以上に効率的な世界滅亡の方法を俺おれは知らない。それ以外の選択肢はみな横一線で、どれを選ぶにも直感頼みになってしまう。

　だから俺は、アイアリスの期待を信じる。

　アイアリスの隠れている場所を見つけられた俺ならば、アイアリスの半身を名乗るシィアリスを見つけることができる、という期待を。

　だから、アイアリスの気持ちを考える。

　世界を滅ぼす前に、アイアリスはなにをするのか。



　人を殺す愚かしい人を殺し。

　世界を滅ぼす愚かしい社会を滅ぼし。

　すべての地平を焼き尽くし浄化して。

　すべての建物をなぎ倒し見通して。

　すべての人間をうち滅ぼし救う、魔王。



　……ああ、そうか。

　そのあとで確か、一滴の涙を流すんだ。

　ならば、魔王はなにを想おもって涙を流すのか。

　すべてが消えた世界に、なにを重ねて涙するのか。

　……考察は終了した。

　部屋に戻って剣を取り、そのまま速度を落とさず、あたりをつけた場所へ向かう。

　たぶん魔王は、高い場所から世界を見るのだろう。

　滅ぼしたあとでも目を閉じれば思い出すぐらいに、しっかりと焼き付けるのだろう。

　となると、この城で一番見晴らしがよく、街のある方向を向いた場所。

　そこは――



　　　　　　　○



　バルコニーにたどりついた。

　深夜もほど近い闇やみの中に、凍りつきそうな風の中に、真っ白い後ろ姿があった。

　……いつだったか、もうだいぶ前になってしまったけれど、俺おれが初めて魔王城に来た日、バルコニーでアイアリスに追い詰められた時のことを思い出す。

　もし、シィアリスを名乗る白い魔王が、本当にアイアリスの『半身』ならば、今この瞬間は、その当時の役割を逆にした再現なのかもしれない。

「あ、勇者」

　シィアリスはたやすく俺の気配に気付いて、なんでもなく――先ほど涙を流したことも、世界を滅ぼすという発言もなかったかのように、俺へと向かって歩いて来る。

　警戒しなければならないとは思うが、警戒する気になれない。

　見た目が平和主義の魔王様とあまりにも似ている、というのもあるが……。

　まるで幼い子供を見ているかのようだ。自分の力も、相手の力も、自分の発言も、相手の行動も、それぞれがどのぐらい強くて、それぞれにどんな目的があって、それぞれがなんのために行動しているのか、まったく理解していない様子なので、こっちの力が抜けてしまう。

「どうした勇者。我になにか用？」

　真実、平へい坦たんな声音だった。

　どこにも……声にも顔にも、感情らしきものが見られない。

　うちの上官殿が色々思いながら封じ込めている類たぐいの無表情なら、シィアリスの無表情は感情が発達していない、無む垢くゆえのものに見える。

「なにか用、って……あのな、俺は勇者で、世界を滅ぼさせないのがお仕事なんだよ」

「ＡアＩイの方はそれで無理をしていた。我は知っている」

「アイの方、って……アイアリスが、無理を？」

「……なぜか勇者は知らない。いつの世もそう。我は知っている。だから、今回の仕組みシステムは素晴らしいという計算が成り立つ。勇者は我らアリスと同じ苦しみを背負えるようになっているはず。今回に限っては……」

「……悪いなシィアリス。なにを言ってるのか、まったくわからない。ただ一つ俺の中で確かなことは、おまえがアイアリスの偽物にしか見えない、ってことだ」

「ＣシＩイが勇者にとって偽物ならば、アリスと呼ばれるのはアイの方のみであるべき。シィでいい。二人いては混乱する。だから我は――シィは実体化するはずではなかったのに」

　無表情。抑揚のない声。

　けれど、なぜかシィはさびしそうに見えた。

　……きっと錯覚だろう。シィ自身の感情を映さない瞳ひとみには、俺の姿しか映らない。

「なぜ、シィは生まれてしまったの？　シィは魔王。アイが止めるなら、シィが動かす。『魔王』はそういうもので、シィは計ヽ算ヽ知ヽ能ヽだから、感情はないはず――」

　赤い瞳が俺を見ている。

　まるで、なんらかの強制力でも働いているかのように。まるで、俺から視線を動かせないかのように、じっと、穴が開くほどに、俺だけを見ながら、シィは近付いてくる。

　そうしてシィは、手が届くぐらいの距離で立ち止まり、

「――でも、シィはかなしい。だから、このかなしさは、アイのものだと思う。……思う？　違う、シィは思わない。シィは分析する。分析して、アイが今、本当は世界を滅ぼしたいけど我慢してる、という結論にたどり着いている。シィは素ヽ直ヽにヽなヽっヽたヽアヽイヽだから、それで――」

「考えこんでるところ、申し訳ないんだが……」

　俺おれをじっと見ているが、シィは俺へ話しかけていない。

　放ほうっておけば、つらつらとまとまりきらないむき出しの情報を垂れ流すばかりだ。

　だから、ここらで止めておこう。

　それにだ。

　……シィが本人の言う通り素ヽ直ヽにヽなヽっヽたヽアヽイヽアヽリヽスヽならば、その言葉はきっと、アイアリスが秘めてきた感情と語るべきでないと判断した情報なのだろう。

　だったら俺は、聞いてはいけない。

　分不相応だと思うし、なにより、アイアリスの知らないところでアイアリスの秘密を暴くのは、今後の魔王城内人間関係に亀き裂れつを生みかねない。

　世界の居心地を悪くする種を、自分の手でまく気はないのだ。

「……とにかく、おまえが世界を滅ぼすなら、止める。世界を滅ぼすのはいけないって、教えてやるよ」

　完全に、シィは俺の剣の間合いに入っている。

　けれど抜く気はない。

　殴るとか、斬きるとか、戦うとか、嫌いだから。

　話してわかるなら、傷つけずに分かり合えるなら、俺は、話し合いを選びたい。

　シィはじっと、感情のない赤い瞳ひとみで俺を見る。

　値踏みしているようにも、俺の言葉を理解していないようにも、ただぼんやりしているようにも見える。

　シィの瞳は鏡のようだ。なんの感情も映さず、こちらの姿しかその瞳の中にはない。

　そしてシィはたっぷりたっぷり沈黙したあと、

「ぬ、ぐぐ」

　……無表情のまま、抑揚のない声でうめいた。

「どうしよう。シィは困っている。とても困っている……」

「どうした……」

「先代魔王への憧あこがれと勇者への好意による強制力を、シィの演算能力では突破できない」

「つまり？」

「勇者の命令に逆らえない」

　そう言って、シィは糸が切れた人形のように俺の方へと倒れこんで来た。

「……」

　状況の推移が早すぎてついていけない。

　ちょっと整理しようか。かくれんぼをしていたら魔王が二人に増えていて、白い方の魔王が世界を滅ぼすかと思いきや、俺おれの腕の中でぐったりしている。

　やべぇ、整理してもわからない。

「お、おい」

　とりあえず倒れないように肩を支えたまま、シィと顔の高さを合わせる。

　シィは体に力が入らないままのようだったが、意識はあるようだ。感情のまったくうかがえない赤い瞳ひとみが、しっかりと俺をとらえていた。

「困った……とても困った……シィは『世界を滅ぼす』という目的で行うすべての行動を封じられてしまった。世界を滅ぼす可能性が少しでもある限り、シィは歩くことすらままならない……これはとても困る……」

「……じゃあ、世界滅ぼすのやめたらいいじゃん」

「まだ処理がうまくいってない。今、シィはなにが世界の滅びにつながるか計算中。計算が落ち着けば普通の行動はできるはず。もちろん、勇者が命令を解除しない限り、シィは世界を滅ぼせない」

「ええと、ようするに、しばらく経たてば動けるし、俺が許可しない限り世界を滅ぼすことはできなくなる、ってことか？」

「現在の条件下では、そう」

　……どうやら突然始まった世界の危機は、突然去ったらしい。

　シィが俺を騙だましている可能性ももちろん考えなければならないような気もするが、騙すぐらいならさっさと瞬間移動した方が早い。

　それに、シィはアイアリスの『半身』で、アイアリスもシィを『半身』だとしたうえで、俺にシィ捜索を命じた。

　……なら、たった半分でもシィは、あの平和主義の魔王様なのだ。

　あの魔王様が俺に嘘うそをつけるほど器用だとは、どうしても思えなかった。

「……とりあえず、みんなのところに行くか」

　今も『地図』で警戒を続けているであろうミナギとレイラを安心させてやらなければならないだろうし、それにアイアリスにも、起きているかわからないが、終わったと報告しなければなるまい。

　なにより、シィにまつわる色々の『どういうことなの？』は、あとでヴィヴィも呼んだうえで、みんなで話し合った方がいいだろう。

「聞かせてくれるだろ、おまえのこととか……おまえが知っててアイアリスが知らないこととか……それに、アイアリスがなにに苦しんでる、とか。みんなの前で……アイアリスが聞かせたくないことは、アイアリスの手で止められる場所で、話してくれ」

「――処理が終了した」

　シィの重みが、腕から消えた。

　自分の力で立てるところまで復活したのだろう。肩を支えていた手を放せば、シィはこちらに倒れこむこともなく、しっかりと立ったまま、逆に、俺おれの両肩にそれぞれ手を乗せてきた。

　おかげで立てない。……シィの目線の高さまで腰を落とした状態のまま、停止を続けることを余儀なくされる。

「分析も完了した。シィは、シィの心にあるかなしさの理由がわかった」

「……それがアイアリスの感情なら、こっそり俺に聞かせるべきじゃない」

「違う。信じがたいことに、これはきっと、シィの感情」

　シィが一歩、距離を詰める。

　抵抗する暇もない。鼻先がつく距離に、シィの顔が迫る。

「なヽぜヽ、シヽィヽじヽゃヽなヽいヽ？」

　その発言の意味をつかむ前に、首の後ろをつかまれる。

　シィの動きをさえぎる前に、こちらの言葉がさえぎられる。

　唇で。

　ついばむような、シィから俺への、唇同士の接触で。

「きっと、前回からの怨おん念ねん。アイは情で人の世を維持する者。シィは計算で世界を護まもる者。勇者はみな情に訴える。だから、アイばかり、いつも、いつも、大切なものを手に入れてきた。……かなしい。とても、かなしい。報われなかった悲しみが、報われた愛かなしみが、きっと、シィを動かすのだと、思う。……思う？　そう、思う」

「……」

　言葉が出なかった。

　おどろき以上に、シィの目に縫い付けられているかのようだ。……これも魔法の一種なのだろうか。それとも、魔法じみた別ななにかだろうか。まったくわからない。

　けれど――

「シィも勇者に護られたい。アイじゃなくて、シィこそが護られたい。シィは嫌われてきた。みんなみんな、シィが魔王の中から出てこないように必死だった。千五百年前も、千年前も、五十年前も、ずっとずっと、シィばっかり悪者。……シィに感情はなかった。でも、シィはかなしみを知った。勇者の背にかばわれたアイを見て、シィを見る勇者を見た。シィがアイの『いち機能』以上のものになったのはきっと、その時だと――思う」

　たぶん、魔法じゃない。

　忘れられそうもない、唇に残った柔らかくて冷たい感触と、それから、感情のない赤い瞳ひとみにこもった熱量に俺は、抵抗できない。

「敵意を向けないで。シィは、勇者に敵意を向けられると、かなしい」

　顎あごにシィの手が添えられる。

　俺はまだ動けない。

「きっと、シィは勇者に愛されたいのだと思う」

　……それは、アイアリスの感情なのか、シィの感情なのか。

　あるいはただの思い違いなのか、わからないけれど。

　混乱で停止した体とは裏腹に、混乱で加速した頭が気付いた。

「シィは勇者が好き。今回、勇者と結ばれるのは、シィの方。だから勇者――」

　もたらされるものは波乱。ここで俺おれがシィにどう対応するかで、今後数か月の魔王城内の様子が変わる。

　だから俺は、平和主義平穏好きの勇者として、なるべく混乱を起こさない方向でシィになにかを言い含めなければならない。

　そうしなければ、いらない混乱が起こり、俺の平穏はあっけなく破壊されるだろう。

　けれど。

「――今度はシィが、勇者の子供を産む」

　……反論は封じられる。

　発言の威力と、『今度は』という言葉に対する疑問。

　それから。

　二度目の口づけによって――

　魔王城に波乱が巻き起こることが、決定してしまった。



    

  
    
      





    

  
    
      


二章　求める魔王と抑える魔王



　　　　　　　○



　魔王に殺される。

　最初の選択肢を完全に間違えた。まずい。まさか白いアイアリスことシィが世界に滅びをもたらさなくても俺おれに滅びをもたらす存在だなんて予想できていなかった。

　ガタガタ震えながら地ち下か牢ろうに隠れている。俺の部屋じゃない。本物の地下牢――通常、罪人や捕虜を入れておき、上士官であろう魔王やその眷けん属ぞくたちは近付くという発想すらないような場所だ。

　探す時は相手の思考の道程をたどる。

　隠れる時は相手の思考の裏側に隠れる。

　まさかユーフェミアとのかくれんぼで学んだ極意が、今、魔王の魔の手から逃れるために利用されようとは、十年前の俺では思いもすまい。

　……ああ、それにしても。

　どうしてこんなことになったんだろう。

　魔王一味は俺を探して城中を歩き回っている。

　俺は相変わらず城から出られない。

　逃げ場は城の中しかないのに、見つかればそれで終了。アイアリスたちの意気から考えて、やつらは魔法を使ってでも俺を捕らえ、その後、人にお見せできないような拷問を加えるに違いない。

　頼みの綱はシィのことについて話をするために伝令を遣わして呼んでいるヴィヴィぐらいなものだが、そのヴィヴィも到着はあと数時間後になるだろう。

　まだ一日と経たっていないのに。

　シィが魔王城に現れて、アイアリスたちに危険はないと報告して、伝令を呼んで――あとは寝よう、としていたはずなのに。

　どうして俺は、こんなにも追い詰められている。



「みぃつけた」



　――心臓と呼吸が止まる。

　この声はどヽっヽちヽだ。アイアリスか、シィか。

　アイアリスなら、人生終了のお知らせ。

　シィなら……少しだけの延命。

　ずずん、と城が揺れた。

　アイアリスの怒りの余波、別名『八つ当たり』によって、城のどこかに甚大なる被害がまた一つ刻まれてしまったのだろう。

　音は遠くからだった。ということは――

「シィか」

「…………そう。シィ。出てきて勇者。シィは勇者の顔が見えなくて、とても悲しい」

　地ち下か牢ろうなので、逃げる場所もない。

　ほんの少しの延命にしかならないが、シィと合流できたのは僥ぎよう倖こうだろう。説得にしろ、交渉にしろ、頭数がいないと話にならない。

　アイアリスの怒りをなだめるためにアイアリスの半身に力を借りるというのは情けないような気もするし、やり方によっては火に油を注いでしまうことにもなりかねないが……今はとにかく、精神の均衡を保つために仲間が欲しかった。

　ともあれ、入っていた牢から出て、地下牢入り口側に立つシィへと顔を見せる。

　……けれど。

　そこにいたのは、白い髪に白いドレスの少女ではなく――

　――黒い髪に黒いドレスの、魔王だった。

「見ーつーけーたーぞー」

　頭の左右で結わえた黒髪を逆立たせて、魔王が怒りの炎を燃やしている（比ひ喩ゆ）。

　地下牢の中では暴風が渦巻いて石壁を崩し、崩れた石壁がことごとく凍り、黒い雷が魔王からほとばしっている（現実）。

「あ、やべっ、死んだなこれ」

「ほう、ほほう……ずいぶんと冷静ではないか、余の勇者よ」

　冷静だったら口に出さねぇよ。

　アイアリスが風と冷気と雷を全身から吹き出しながらこちらに近付いてくる。

　剣はあるが抜くわけにもいかない。抜刀はそれこそ決定的な決裂だ。

　平和に事を収める目はある。

　……というか、発端が発端なのだから、平和に収まらないと困る。

「あ、アイアリス、その……誤解だ。色々、誤解なんだ」

「勇者よ、余はな、なにも怒っておらんぞ」

　いや、その状態を見て怒ってないって判断するやつはいねぇよ。

「怒っておらんぞ」怒り心頭という様子でアイアリスは繰り返す。「怒っておらんがな、余の眷けん属ぞくまで怒っておらんかと言えば、そうではないぞ。余は平等を重んずる。王としてな、独占はせんのだ。けれど貴様ら……勇者とシィは、我らの目の前で見せつけるように破廉恥な真ま似ねを……余は城の風紀と、勇者を夫とするミナギや、勇者を主人と仰ぐレイラのために、行動せねばならんのだ。うむ、完かん璧ぺきな理論武装であるな」

　途中まで完かん璧ぺきだった気がするが、最後の一言のせいで私し怨えんであることがわかった。

　俺おれは悪くない――と主張したいのだが。

　……警戒心のなさと、最初の一回に抵抗できなかった責任はあるので、自分の無実を声高に叫ぶことができない。

　どうしてこうなった。

　……アイアリスに追い詰められながら思い出す。

　それはやっぱり、つい数時間前の話。

　シィをどうにか魔王城に受け入れさせてから、ほんの少しして発覚したシィのろヽくヽでヽもヽなヽいヽ悪癖が原因だろう。
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　というわけで、時間を少しだけさかのぼって――

　シィを捕獲して、魔王たちを教室に集めた時のことである。

　本来ならばもう眠っている時間。

　けれどシィにまつわるごたごたがあり、魔王城の夜はまだ終わらない。

「というか、そやつは本当に信用できるのか？」

　教室では、俺とシィが教卓の後ろに立って、アイアリスたちからの質問を受けるかたちになっていた。

　何者なのかという問いに、シィは『アイと同じく、魔王』と答える。

　世界を滅ぼすのかという問いに、『勇者に逆らえない』と答える。

　強さはどのぐらいでありますかという問いに、『シィは抑えてないぶんアイより強い』と答える。

　嘘うそをついてないかどうか胸を触って確かめるのでございます、という問いに、『どうぞ』と言ったのをアイアリスが止めた。

　このように素直すぎるぐらい素直に質問に答え続けたシィは、どうにかアイアリスたちからとヽりヽあヽえヽずヽのヽ信用を得るに至った。

「そも、『余の半身』とはなんなのだ？」

「闇やみの力。機能としての意思。アイが無理して力や眷けん属ぞくの召喚を抑えるから、アイが壊れないように、シィが出てきた。……魔王の体を構築するほど闇の力をためこむのは、異常。アイの我慢強さはもっと勇者に評価されるべきとシィは計算する」

「……余は魔王ぞ。余は滅びを望まぬし、世界の命運は余の双肩にかかっている。余が耐えずして誰だれが耐える」

「耐えすぎは体に悪い。シィが出て来なければ、アイはきっと爆発してた。物理的に。内側からめりめりどかーんだった」

　淡々と語られるありえたかもしれない未来。

　……擬音がひどすぎる。そんな未来は想像したくもない。

「世界を滅ぼしたくないという意向は知っている。抑えるのがアイの役目。けれど、それでシィが独立稼働するほどためこんだら意味がない。力は、時に放出すべき」

「う、うむ……」

「力だけじゃない。感情も放出すべき。……すべき、だった。でも、大丈夫。これからは、シィがアイの代わりに、心も、力も、放出する。アイは今までどおり抑えて大丈夫。シィが適度に闇やみの力を発散する」

「うむ……なんだかわからんが、ようするに、おまえが力を発散すれば、世界は滅びから遠ざかるのだな」

「そう」

　無表情で、抑揚のない声で、シィは断言する。

　……アイアリスがすっかり押し切られている。

　というか、見た目が似ていて、なおかつシィの方が落ち着いているせいで、双子の姉妹、それもシィの方が姉みたくなっている。

　さて、アイアリス自身は割とこの状況を受け入れている様子だ。……半身を名乗るシィになにか感じるところがあるのかもしれない。

　ほかのやつらの様子も、と思い、同じ教室内にいるレイラとミナギの様子を見る。

　すると、ガン！　という大きな音。

　俺おれだけではない。全員が音の方に目を向ける。そこではなんと――レイラが寝ていた。

　……まあ、夜も遅いからね。

　現状を受け入れているかどうかはわからないが、寝てしまうということはそこまでシィに対して緊張はしていないと見ていいだろう。そういうことにしよう。

　次にミナギの様子を見る。

「まったくレイラは……それにしても、ああ、陛下が二人……しかも片方はより無む垢くな陛下……よだれ、よだれが……」

　ろくでもねぇ。

　ミナギにはより一層の警戒をしなければなるまい。

　という感じで、みなさんおおむねシィの登場は受け入れている。というか順応早すぎだろ魔族一味。さすが異世界育ちのお嬢様がたである。

　ともあれ――シィに敵意がなくて、世界が安寧で、魔王城の雰囲気が悪くないなら、俺としても懸念はなにもない。

　というわけで、これからの魔王城生活はシィも加えた五人でのんびりゆるゆる――

「勇者」

「ん？」

　隣のシィに呼びかけられ、そちらを見る。

　――完全に油断していた。

　シィは、なんの前触れもなく跳びあがり、俺おれの首に両腕をからめる。

　その重みで俺が前のめりになったところに、すかさず力を加え、俺の顔を自分の顔へと近付ける。

　それから。

　ためらいも前触れも、ここに至る流れもなかったのに。

　なぜか、俺に口付けをした。

「……」

「あらあらあらまあまあまあまあ！　あらあらまあまあ！」

　茫ぼう然ぜんとするアイアリス。大騒ぎするミナギ。そしてレイラの寝息。

　そんなものに見守られながら、

「勇者、好き」

　シィは、混乱して抵抗できない俺に、もう一度、口付けをした。

「ちょ、おま」

「勇者……」

　そのまま押し倒される。

「これは大興奮でございますな！　なにか、なにか、ええと……ミナギも交ざるのでございますよ！」

「待たんか戯たわけら！　ミナギ！　おまえもだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　どうやらアイアリスは立ち直ったらしい。良かった。ついでに俺おれも助けてくれるとありがたい。俺を押し倒すシィは意外なほど力が強くて、それから人体を組み敷く術すべを知っていて、ついでに俺を黙らせる方法も知っていて、まったく抵抗ができないんだ。

　降り注ぐ唇の雨。

　シィは何度も何度も、しつこくしつこく、まるで唇で触れていない個か所しよがあるのを嫌がるかのように口付けを繰り返す。

「おい余の半身！　いやもう貴様なんぞ半身ではない！　とにかく貴様だ貴様！　余の勇者から離れんか！」

「や」

「『や』ではないわ！　子供か！」

　アイアリスが地団駄を踏む気配。今にもとびかかってきそうな剣幕だが、とびかかってこない。シィに押し倒され、教卓にふさがれた視界の向こうでいったいアイアリスはなにをしているのだろうか。

「おいレイラ！　起きろ！　起きんか！　おまえもミナギを押さえつけるのを手伝え！」

　……ああなるほど。暴走しているミナギを押さえているのか。

「……ここはうるさい。勇者、行こ」

「行くって、どこへ……」

　やっと、ひと言だけしゃべることができた。

　シィはしばらく沈黙を守って、じっと俺を見ていたが――

「レイラ！　レイラ！」

「はっ、寝てないでありますよ！」

「起きていたならばなお悪いわ戯たわけ！　ミナギを早くどうにかせい！」

「じ、実は寝ていたのであります！」

「わかっておるわ！」

「ああ、ミナギも！　ミナギも交ざりたいのでございますよ！　そして陛下も！」

「黙らんかおまえは！」

　――視線を、騒ぐ魔王一味の方へと向けて。

「……静かなとこに、行く」

　それから景色が変わり――
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　――気付けばバルコニーにいて、なぜかシィと離ればなれで、アイアリスたちが俺をかなり不穏当な雰囲気で捜しているらしい声が聞こえて、慌てて地ち下か牢ろうに隠れたんだ。

　まったくろくでもない。

　シィには、人ヽにヽ口ヽ付ヽけヽすヽるヽという悪癖があったのだ。

「勇者よ、なにもな、余は怒っておらんのだ」

　絶対嘘うそだと自分でも思うのだろう、俺おれの目の前に立つ魔王――黒髪に赤い瞳ひとみ、黒いドレスの方の魔王、アイアリスは、必要以上に何度も何度も『怒っていない』と繰り返す。

　けれどその表情は確実に無理をした笑顔で、口の端やこめかみが定期的にひくひくしているし、意思に合わせて動くのであろう頭の左右で結わえた髪は、拳こぶしの形になって振り上げられている。

　魔王から漏れる稲妻や冷気が、地ち下か牢ろうの石壁を崩し、石の床に氷を張る。

　この状態を怒っていないというのなら、アイアリスが本当に怒ったらどうなるのか。

「ただ、余はな……」

　アイアリスはなにかを言いかけて、凍りついた床を見る。

　それから、考え込むように黙り、

「そうだ、余は、怒っているのだ」

　いや、知ってた。

「魔王城の風紀と、眷けん属ぞくへの義理立てだろ？　……わかってるし、すまないとも――」

「そうでなく。……実感したのだ。シィアリス……ＣＩ＝Ａｌｉｃｅか。なるほど、確かにあやつは、余の半身、余の抱えている闇やみ、余の白日の下もとに晒さらされぬ部分なのだろうと、実に今さら、理解したのだ」

　アイアリスが近付いて来る。

　俺は、一切の抵抗をやめて立ち尽くす。

　稲妻が収まり、暴風がやみ、冷気が余波を残して夜気に消える。

　アイアリスは――やけに冷静な顔をしていた。

「余はきっと、あヽあヽなヽりヽたヽいヽのだな」

「……」

「気分により世界を滅ぼしたい。――人の想おもいすべてを気にしないことにして」

　頬ほおに、アイアリスの冷たい手が触れる。

「好きなように勇者と触れ合いたい。――平等も公正も謳うたわず、思うがまま」

　アイアリスの顎あごが、上へと向けられる。

「すべてのしがらみを捨て去りたい。――そして、余は、余自身のために生きる」

　ぐっ、と顔が近くなる。アイアリスは、背伸びをしていた。

「きっと余は、勇者からもらいたいのだ。記憶になくとも引き継がれるものを。宿命に抗あらがう力を。余は、余のものではない魔王たちの記憶からだけではなく、直接……」

　近付くものは顔。それから、唇。

　ここ数時間ですっかり見慣れてしまった顔立ちと、ここ数か月間ですっかり見慣れてしまった黒髪と、それから、見たことのない感情を宿す赤い瞳。

　背伸びして近付くアイアリスの顔。けれど、身長差は大きくて、接近しない。

　だからアイアリスは、俺の首にもう片方の腕を回し――

　――弾はじかれるように、飛とび退のいた。

　一歩では届かない距離を一歩で離す。ならばアイアリスは魔法を使用したのだろう。

　平和主義の黒魔王アイアリスが魔法を使ってまで俺おれと距離を離した理由とは。



「アイ、それはシィの役目」



　俺をかばうように出現したのは、白い魔王の背中。

　転移魔法により突如出現したシィが、アイアリスと俺の間に立ち、宣言した。

「アイは抑える。シィが解放する。……解放するべきを解放せずにシィが出ヽてヽきヽてヽしヽまヽっヽたヽのを、アイはまだ理解してない？」

「……なんとなくは、理解しておる。本来ならば眷けん属ぞくは二人では利かず、魔王城の施設解放に伴い、余の魔力ももっと復活をしているべきだった。それを余は、抑えた。……シィアリスよ、おまえはその反動なのだろう？」

「『アリス』はいらない。観測者ゆうしやにとってアリスはアイ一人。ならばシィはアリスと呼ばれるべきではない。シィは、ただのシィ」

「……」

「シィはアイのために存在する。アイが『やれないこと』を、シィがやる。望ヽみヽえヽぬヽ望ヽみヽのヽ具ヽ現ヽがヽシヽィヽ。だからシィは、アイがやれない、やってはいけないことを、やる。すべてはアイの望ヽめヽなヽいヽまヽまヽにヽ」

「……余は、望んではならんのか。記憶になくとも引き継がれるものを」

「シィは知らない。望んではならないとアイが望んだから、シィは邪魔をする」

「望んでしまえばなにが起こる？」

「シィは知らない。なにも起こらないかもしれない。けれどシィは自分で考えない。最初に設定された目的を遂行するために計算を続ける。それだけの存在」

「ならば余は望もう。ゆえに余に還かえれ、我が半身よ」

「それはできない。シィの所有権はすでにシィのもの。芽生えた自我の消し方は思い出してる？　魔法は使える？」

「……なるほど、理解した」

　さっぱり理解できないやりとりは、一応の結着を見せたらしい。

　静かに見つめあう二人の魔王は、互いに静かな表情をしている。……こちらに背を向けているシィの顔は見えないが、シィが静かじゃない表情をしているとは考え難いので、アイアリスが静かな表情をしていればきっと、二人とも静かな表情をしているのだろう。

　そうして、しばらく静かな時間が流れ――

「余に還れ、余の望みシイアリス」

「断る」

　――地ち下か牢ろうに、爆音が轟とどろいた。

　一瞬遅れて巻き起こる、叩たたきつけるような強風。……さらにそれから一瞬遅れて、爆発の原因を理解する。アイアリスとシィが互いに魔法をぶつけ合ったのだ。

　突然始まった戦いに呆あつ気けにとられる。

　二度目の衝撃は、上からだった。

　アイアリスとシィの間に、上から水が降ってくる。

　その水量はまさしく瀑ばく布ふ。石でできた丈夫な天井を突き破り、アイアリスとシィの間をふさぐように石の床へと落下してくる。

　その水の壁の向こうから、

「とりあえず逃げるのでございますよー」

「殿しんがりは自分が！」

「おい待て、おまえたちには関係な……こらミナギ！　どこを触っておるか!?」

　という声が聞こえて……っていうかミナギ、状況……いやまあいいけどさ。

　水の壁が消えて、そこに残っていたのは。

「ここを通りたければ、自分を倒してから行くでありますよ」

　水の勢いに押しつぶされて床に落ちた、天井だったがれきの向こう。

　腰に差したサーベルを抜き放ち、仁王立ちするレイラだった。

「どうしてこうなった……」

「自分は陛下の御身を護まもるのが仕事でありますから」

　おまえの仕事は人間への切り込み隊長であって魔王の身辺警護じゃないだろ、というのは前にミナギにもつっこまれていたが……。

「来るであります白い陛下。我が陛下を害するのであれば、私し怨えんはなくとも道を阻ませてもらうのであります。どうぞ、おきゃくぎょを」

「……」

「……」

　噛かんだ。

　噛んだよこの子、この大事な局面で。

「……もう一回、いいでありますか」

「いや、それはともかく、俺おれの話を……」

「もう一回いいでありますか!?」

「は、はい、どうぞ」

「どうぞ、お覚悟を！」

　ついつい剣幕に気け圧おされてしまったが、レイラがご満悦っぽくて良かった。

「それで、お話よろしいでしょうか？」

「なんでありますか？」

　お覚悟を、とかわざわざ言い直した割に、そこまで交戦思考でもないらしい。

　とか安あん堵どしていたら、

「排除？」

　シィがこちらを振り返りレイラをまっすぐ指さして言うものだから、レイラの警戒度が跳ね上がる。

　戦いねぇ……戦いは嫌いなのでどうにかしたい。それに、このままだと魔王城の雰囲気が悪くて仕方がない。

　というわけで――

「すんな。いいからシィは黙っておけ。戦いはするな。むやみに相手を攻撃するな」

「理解した。シィは許可があるまで黙る。交戦もしない」

　シィも黙ったし。

　……どうにか、説得できるように、少しだけ、ほんの少しだけ、がんばろうか。

　ミナギとレイラの行動から見て、アイアリスをシィと戦わせないように説得したければ、まずは眷けん属ぞく二人を説き伏せる必要があるだろう。

　シィはどうやら俺おれの言うことは聞くみたいなので、『戦い、ダメ、絶対』と釘くぎを刺しておけばいい。

　というわけで、アイアリスも含めて都合三回、魔王一味を説き伏せなければならないようだ。

　果てしなくめんどうくさいが……。

　険悪な雰囲気が、戦いなくして消えるならば、多少の苦労ぐらいは覚悟しなくもない。

　というわけで――

　まずは、レイラを説得しようか。



　　　　　　　○



　瓦が礫れきを挟んで立ち話もなんなので、牢ろう屋やのベッドに横に並んで腰かけた。

　シィはなぜか牢屋の外に立っている。……まるで俺たちが脱獄しないように見張っているかのようだ。

「それで、自分になにを言う気でありますか。なにを言われても自分はここを通さないでありますよ」

「位置取りがすでに逃走用意万全！　という感じだし、そもそもシィには転移魔法があるんで物理的に道をふさいでもどうにもならないんだが、それは言った方がいい？」

「く、謀られたのでありますか……！」

「ひどいバカだ」

「なんでありますか。それで、勇者が自分に言いたいことというのは、自分の自尊心を傷つける言葉だけなのでありますか」

「いや、ごめん、そもそも自尊心を傷つける気はなかったんだが……まあいいや。聞きたいことがあるんだよ。……おまえは、シィをどう思ってる？」

「白いであります」

「見たらわかる感想をありがとう。そうじゃねぇよ。シィは魔王の『半身』なんだぞ。つまり、アイアリスも魔王だけど、シィも魔王なんだ。アイアリスも『余に還かえれ』とか言ってたぐらいだから、どういう仕組みかは知らねぇけど、間違いなくアイアリスの一部なんだろう。そのあたり、眷けん属ぞくとしてはどう思うんだ？」

「短くまとめてほしいであります」

「やべぇ、おまえかわいいな……」

「ほっ、褒めてもここは通さないのでありましゅよ！」

「噛かむな噛むな。ごめん。褒められてると思ったなら謝る。ええと、そうだな、レイラにわかるように言うと……アイアリスが二人いたら、おまえはどっちに従うんだ？　ということ」

「勇者は莫ば迦かでありますね。陛下はお一人しかいないでありますよ」

「強行突破したくなってきた」

「ここは通さないでありますよ！」

「いや待て落ち着こうかお互いに。……そうだな、まあ、いい。もっと直接的に聞こう。おまえはなんで、シィの邪魔をする？」

「陛下のお命を狙ねらっているからでありますよ！」

「シィはもう、アイアリスに攻撃しない。俺おれが保証する」

「だったら通ってもいいのでありますよ」

「まあ、そうなるよな。……ん？　あれ？　説得が一瞬で成功してしまった？　待て、なんでそんなに簡単に俺の言葉を信用する。実際にアイアリスとシィが魔法を撃ち合ってたのは知ってるんだろ？」

「音と気配から大体察しているのでありますよ。それに、白い陛下とは先ほど交戦もしたのであります。自分は、白い陛下をまったく信用していないのであります」

「だったら少しは疑えよ……」

「勇者を信じているのでありますよ」

「……」

「勇者は陛下を裏切らないのであります。勇者が陛下を裏切るようなことになったら、自分はきっと、どちらに味方しようか、考えて、考えて、わからなくて頭が爆発して死んでしまうのであります。だから自分は、指示をしてくれる勇者が好きなのであります。自分にとって居心地のいい場所は、なにも考えずに生きれる場所なのであります」

「……それはなんというか。気が合いそうだな」

「だから自分は『主あるじ』に逆らわないのであります。色々な難しいことが世界にはいっぱいあるのでありますが、それでも『主』が命じてくださるならば、自分はなにも考えずに従うのであります。自分は手足でありますから、たとえ戦いに明け暮れようとも、たとえ毎日が平穏でも、考えず、『主』のお役に立てている毎日ならば、幸せなのであります。だから……自分は、勇者の言うことなら、絶対に、なにがあろうとも、盲目的に信じるのであります。それが手足の役割で、自分の幸福でありますから」

「……なら、魔王城に平穏を取り戻すか」

　説得は完了した……らしい。

　前後の会話いらなかったような気はするが、まあ、レイラの幸福のためなら、もうちょっと、あと二人説得するぐらいはがんばってみようかという気にもなる。

「シィ、通っていいらしいぞ」

　外にいるシィに呼びかける。……まあ、呼びかけるというか、外に出るためにはどうせ牢ろう屋やからは出なければならないのだ。立ち上がって牢屋の外に出る。

　そして階段側を見て――おどろく。

　瓦が礫れきがすっかり片付けられていて、水流にぶち破られた天井が、綺き麗れいに直っていた。

「これ、シィがやったのか？」

「シィの城だから」

　短く答えるシィの顔には、どんな表情も浮かんでいない。

　けれど、どことなく自慢げな気がして、ねぎらう意味で頭を撫なでた。

　するとシィはこちらに一歩近付いて、腕をまっすぐ俺おれの首へと伸ばし――

「待て。禁止。口付け禁止」

「口付けじゃない。ちゅー」

「屁へ理り屈くつをこねるんじゃありません！　……ちょっとレイラ、レイラ」

「なんでありますか」

「シィが俺に近付きすぎないように見張っててくれないか？」

　接近してくるシィを押さえながら、立ち上がって後ろについてきていたレイラに助けを求める。

　――思い返せば、いつも、そうだった気がする。

　レイラの表情に変化はない。黄金の瞳ひとみは揺らがず、口は生き真面目まじめそうに引き結ばれ、銀色の髪すら動くこともない。

　けれど、尻尾しつぽだけを、左右にせわしなく振って、

「了解であります」

　と、平静な声音で、軍人のように義務的に言った。

　なるほど、これは、喜んでいるのか。

「ダメでありますよ白い陛下。ここから先は通行止めなのであります」

　シィを俺から引きはがし、レイラはがっちりシィと腕を組む。

「甘いと言わざるを得ない。こんな拘束、転移――」

「魔法禁止な」

「……勇者がシィに優しくない」

「自分がいる限り勇者には近付かせないでありますよ！」

　という風に……。

　無表情ながら悲しそうなシィと。

　無表情ながら、尻尾しつぽで雄弁に嬉うれしさを表現するレイラを引き連れて。

　アイアリスにどうにかシィとの戦いをやめさせるべく、俺おれたちは階段を上った。
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　階段を上り、俺の部屋の前にさしかかったところに、ミナギはいた。

「陛下は謁えつ見けんの間にいらっしゃるのでございますよ。魔王っぽく」

　ぽいもなにも魔王だったような気がする。

　それとも、眷けん属ぞくにまで『まおうという名前のゆるい生き物』という認識が広がっているのだろうか。アイアリスが不ふ憫びんになってきた。

　さて、ミナギの様子はと言えば、『力ずくでもここは通さない』という雰囲気には見えない。石の床の上、着物姿で姿勢よく立ち、おしとやかに俺たちを出迎えている。

　雰囲気としては、説得は簡単そうだが――どうなるだろうか。

「時に勇者様、ミナギは最近、不満があるのでございますよ」

「不満？」

　ついついレイラと顔を見合わせてしまう。

　あんなに欲望に忠実に、そして自由に生きていて、いったいどんな不満がたまるというのだろうか……。

「まるでミナギが変態のように扱われていることでございます」

「えっ」

「えっ」

「……？」

　シィの疑問符だけ、俺とレイラの反応に対するものだった。

　そうか、シィは普段のミナギを知らないからな……。

「そう、その反応でございます！」ミナギは息巻き、拳こぶしを握りしめる。「ミナギは愛を貫いているだけでございますのに！　ミナギはミナギに正直なだけでございますのに！　なぜこれを邪よこしまな気持ちと思われなければならないのか！　ミナギは大変、たいっへん、不満でございます！」

　緑の髪を振り乱し力説するミナギ。

　勢いに呑のまれてしまうが、主張がそれだけなら早々にアイアリスに会わせてはくれまいか。ミナギが変態という認識を改めるかどうかは……話し合える日が来るといいね。

　――とか思っていたら。

「そこで」

　すっと細められる青い瞳ひとみ。ミナギの雰囲気が一瞬で変化した。

　……覚えがある。

　俺おれが魔王城に来たばかりのころ、まだミナギに『魔王を騙だます不届き者』だと俺が思われていたころ、ミナギが俺に向けていた目だ。

「たまには真面目まじめなところも見せておかないといけないと思い、少し、勇者様とお話がしたいのでございますよ」

「……シィに関係することか」

「左様でございます。勇者様、ミナギはレイラほど甘い考えではないのでございます。確かにミナギは陛下と勇者様のしヽもヽべヽでございますが、それでも、仮に勇者様によって陛下のお命が危険にさらされるならば、勇者様を裏切って陛下にお味方するのでございますよ」

「……おまえは、シィをどう思ってるんだ？」

「陛下の一部なのでございましょう。……けれど、一ヽ部ヽでしかないのでございます。陛下の全ヽ部ヽにミナギは従うのでございます。ゆえに、ミナギの陛下はアイアリス様お一人であり、シィアリス様は陛下ではない、と考えてございます。そして」

　ミナギが歩き、それから、俺の部屋の扉を開ける。

「ミナギが人間界にいられるのは――勇者様と一緒にいられるのは、陛下がこの世界に顕現していればこそ、でございます。『魔王を倒されれば魔族は魔界へ強制送還』でございますからな。そしてミナギは少々歪ゆがんでいるのでございますから、もし陛下のお命が勇者様によって害されることがあれば、陛下と二人で勇者様を殺さず動けなくしたのち、人間支配に乗り出すのでございましょう。触ヽれヽ合ヽえヽぬヽよヽりヽつヽらヽいヽこヽとヽはヽなヽいヽというのがミナギの考えでございます」

「……」

「勇者様のお考えもあるのでございましょう。けれど、シィと名乗る『狼ろう藉ぜき者もの』が、我が陛下へ矛を向けたことは事実。そのシィの擁護をするのであれば、勇者様といえど陛下の、そしてミナギの敵でございます」

「……俺は、戦いを止めたいんだ。アイアリスとシィが争わなくてもいいように――」

「陛下は、シィの存在を許していないのでございます。自分に還かえれと――『自分を返せ』と、そのようにおっしゃっていたのでございますよ。……あらあら、困りましたなぁ。シィと陛下を和解させたい勇者様と、シィに自分の一部に戻ってほしい陛下。主張がぶつかっているのでございます。そしてミナギは陛下の味方……」

「た、戦うのでありますか……」

　レイラが怯おびえるような声を出す。

　けれどミナギは微笑を浮かべ、口元を袖そでで隠し、

「そこで、『話し合い』でございます」

　先ほど扉を開けた俺の部屋を、片手で示す。

「なんだかんだ言って、ミナギは勇者様といきなり武力勝負、ということはしたくないのでございますよ。それに、ミナギは参謀でございます。机の上、舌の上の勝負が向いているのでございます」

　ぺろり、と唇をなめるレイラ。その妖よう艶えんな表情に思わずどきりとする。

「ミナギを納得させてくださいまし。話し合いの余地がある、と。陛下の押し秘めた願いは、陛下の夢は、シィという自我を否定しなくとも陛下のもとに戻ると――勇者様が、戻すと。そう、ミナギを説き伏せてくださいまし」

　そう言って俺おれの部屋に入っていくミナギ。

　……なるほど、立ってするには長い話になるのだろう。

「悪いけど、少し待っててくれないか？」

「……勇者がミナギと話している間に、白い陛下だけ、陛下のところへ連れて行くことはできるでありますが」

「連れて行くだけじゃダメだ。最終的にアイアリスを説得しなきゃならない。そのためには、ミナギを納得させるのは不可欠だと思う」

　ミナギはおそらく、レイラよりも色々なことを知っている。

　シィという存在について。

　そして、アイアリスがなにを不満に思っていて、どうすればシィを認められるのか。

　……そもそも、おかしいんだ。

　アイアリスは殺しを嫌う、平和を望む魔王なのだ。それがいくら自分の似姿、自分の一部だったとしても、ためらいなく存在を消そうだなんて、よっぽどの理由があるに違いない。

　なにかヒントが欲しかった。

　だから、ミナギを説き伏せなければなるまい。

「わかったのであります」

　レイラは俺に逆らわず、

「……シィも行かない？」

「そうだな、ちょっと待っててくれ」

「わかった」

　シィもまた、俺に従った。

　……じゃあ、行くか。

　一回戦と二回戦で、難易度に開きがありすぎるような気もしたが……。

　魔王軍参謀、竜人のヤチホコ・ミナギの説得を開始しよう。
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　地ち下か牢ろうのベッドのがマシだったんじゃないかという疑惑がかかるベッドに、ミナギと二人、並んで腰かける。

　しかし、普通にテーブルを挟んで対面できる場所もあるのだが、俺の部屋に来たやつは本当にいつもベッドにしか腰かけない。今さらいいんだが。

「シィアリス様は、陛下が『やりたくてもできなかったこと』の具現なのでございます」

「……さっきは呼び捨てしてなかったか？」

「あの場では、ああいう呼び方がふさわしいと思ったのでございますよ。……呼称は所しよ詮せん、呼称でしかございませんからな。ミナギは勇者様を慕っておりますが、『勇者』という肩書きではなく、あなた様を慕っているのでございます」

「……」

「ミナギと二人きりになったのは油断でございましたな」

「えっ!?」

「黙りこくられると傷つくのでございますよ。ま、交渉事ならば、相手がなにも言えないというのは歓迎すべきなのでございますがな。ミナギは本気でシィアリス様を止める気でございます。けれど、それと同じぐらい本気で、勇者様に説き伏せられたいと思ってもいるのでございますよ」

「……ミナギ」

「そしてそれ以上に本気で、勇者様に組み伏せられたいと思っているのでございますよ」

「真面目まじめな話をしようか！」

「まさか怠け者の勇者様から、真面目などという言葉が飛び出すとは。ミナギは軽く感動しているのでございますよ」

「……それで、シィの話に戻ってもいいか？」

「そうでございますな。……そう、シィだろうが、シィアリスだろうが、アイだろうが、アイアリスだろうが、陛下は陛下なのでございます。呼称は問題ではございません。問題なのは、シィアリス様は陛下から重要な権利……『想おもい』を、奪っていった、ということでございます」

「その想いを取り戻せれば、シィを消そう、ってならないんだな」

「左様でございます。……陛下は、よく耐えられたのでございます。『地図』から見た戦争の状況と、今、陛下に戻っている闇やみの力が、あきらかにつり合いがとれていないのでございます」

「戦争を見たのか」

「ミナギだけで、でございますが。……見る機能だけならば、眷けん属ぞくの魔力でも余裕でございますからな。東部戦線は山岳からの奇襲を行うキムンウエカルパ酋しゆう長ちよう連合軍と、優れた練度と数、装備を誇るアスツラピ王国軍が均衡。南部は英雄リー・コールマンが押し上げた前線をじりじりとイラサリール王国軍に押し下げられている最中。……南東部、キムンウエカルパとイラサリールの戦線は山に阻まれ、キムンウエカルパの散発的な奇襲をイラサリールがその都度撃退。双方に被害と緊張感を生んでいるのでございます。――お手本のような膠こう着ちやく状態でございます。これでは戦争は長引き、大地が痩やせ人が嘆くのも、無理はないのでございますよ」

「……そうだ。人は争ってる。その先になにもないのに。……国境の村の様子を知ってるか？　戦争の前のだ。昔、勇者をやめたじいちゃんについて行ったそこには、戦争の火種なんてなかった。様々な人種が行き交い、言語が統一されているおかげで、誰だれとでも笑い話ができた。なぜ、壊そうと思う？　なんで、戦いの先に、『ちょっとした笑い話』よりも価値あるものがあるなんて夢を見る？　みんなで笑って、みんなで食べて、みんなで眠る。その穏やかな雰囲気に勝るものが、いったい、世界のどこにあるのか。――本当、戦いは嫌いだよ。勝利しても敗北しても、なにも残らない。そのことに、なんでみんな、気付かないんだ」

「闇やみは、深いのでございます。国境の村は焼き払われたのでございましょう、ミナギが見たのは焼け跡だけでございました。最前線では休めぬ昼夜に心を壊す兵士が、国内には重くなる税にあえぐ農民が。住すみ処かを焼かれ他国へと逃れた難民は、どの軍の兵士に見つかってもむごい最さい期ごを迎えるのでございます。それに――戦争の原因、大陸中央の遺跡でございますな。そこは……」

「……いい。辛つらいことをしゃべらせて悪かった。本題に戻ろう。アイアリスは、闇の力を抑え続けたんだな。それで、抑えて、抑えて、抑えきれなくて、シィが生まれた」

「陛下はそう思っているようでございますな。……が、ミナギの見解は少々違うのでございますよ」

「どう思うんだ？」

「思うに、陛下は名君に過ぎたのでございます。……公正を重んじ、欲望に振り回されない。世の滅びを嫌い、闇の力と独りで戦いを続ける。そして、過去の魔王たちの――少なくともミナギの知る範囲では、でございますが――誰よりも闇の力との戦いに勝利しているのでございます。そのすべては王たる自覚と才能、そして『欲望』に……『闇の力』に惑わされない強い心の為なせる業でございます」

「……人ヽがヽ死ヽぬヽぐヽらヽいヽなヽらヽそヽのヽ前ヽにヽ殺ヽすヽだったか。いつだったかアイアリスが言ってた矛盾した言葉だ。それを矛盾と思えなくなるらしいな、闇の力が強まると」

「ゆえに陛下は、すべてを不自然と思うことにしたのでございましょう」

「……すべてを、不自然と思う？」

「ご自分の行動を疑い、ご自分の考えを疑い、ご自分の心すら疑う。……ミナギが推察するに、おそらくシィアリス様は具現化した陛下の自制心。欲し続けていたであろう、外ヽ側ヽかヽらヽ自ヽ分ヽをヽ観ヽ察ヽすヽるヽ自ヽ分ヽなのではないかと」

「つまり、シィがアイアリスと相対するのは、アイアリスが『しちゃいけないんじゃないか』と自分の行動に対して思ってたから、か？」

「なヽにヽをヽしヽよヽうヽとヽなヽさヽっヽてヽいヽたヽのヽかヽはヽ存ヽじヽ上ヽげヽなヽいヽでヽごヽざヽいヽまヽすヽがヽ」

「……」

「おそらく、陛下は迷っているだけでございますよ。勇者様は陛下の迷いを断ち斬きれるでございますかな？」

「わからない。……なぁ、ミナギ。ミナギは、俺おれとアイアリスが昔会ったこと、あると思うか？」

「昔、でございますか。……人間界の時間で何年ほど前でございますか？」

「わからない。……記憶がないんだ。魔王城に来て少しずつ思い出してるような気はするんだが、それでも、昔、この城にばあちゃんと来て、それで……その時に俺おれは誰だれかに会ったはずなんだ。でも、記憶がない。その時の『想おもい』しか、覚えてない。たぶん会った相手はアイアリスのような気がするんだけど、アイアリスも記憶にないみたいだし」

「……ふむ。ご存じの通り、陛下の記憶は闇やみの力の増大とともに復活していくのでございます。つまり封印を受けているのでございますな。これが誰の意思によるものか、ミナギではわからないのでございますが……なんらかの理由で、勇者様も陛下も会った記憶を封じられているとすれば、会った可能性はあるのでございましょうな」

「……記憶の封印が前提だったら、可能性ぐらいはいくらでもあるだろ」

「城から出られないことと言い、勇者様はともすれば魔族なのかもしれませんな。……しかし、過去に陛下と勇者様が会っていたとしたら、それがなんなのでございますか？」

「俺だけが守れると思ったんだ。……世間一般に言われ続けて、俺がずっと期待を押し付けられていた『勇者』じゃなくて、俺が見つけた、俺だけの役割。それが、かつてこの城で会った女の子を護まもることだと思ったんだ」

「では、その女の子はミナギだったのでございますよ」

「……ふざけてるつもりはなかったんだが」

「けれど、そヽうヽいヽうヽこヽとヽでヽごヽざヽいヽまヽしヽょヽうヽ？　定かでない約束を理由に、陛下をどうするか決めるのであれば、その約束、想いの相手が他ほかの誰かであれば、勇者様は陛下ではない他の誰かを護ると、ミナギの耳にはそのように聞こえたのでございます」

「耳が痛いな。……確かに、そうだ。俺が言ってるのは、そういうことになる」

「勇者様が護りたいものは、なんなのでございますか？」

「……『ちょっとした笑い話』。文化とか、種族とか、そういう違いを気にしないでいい世界。俺は、雰囲気が悪くなるのが嫌いなんだよ。めんどくさいし、疲れるからさ」

「ならば絆きずなを結ぶのでございますよ」

「……絆を結ぶ？」

「ミナギの夫になったように。レイラの主人になったように。……リー様にとって友人であるように、ユーフェミア様にとって幼なじみであるように。『魔王と勇者』などと、所しよ詮せんは肩書きでございます。それだけでは関係性はわからないのでございますよ。『魔王』と『勇者』。その間にある絆が、憐れん憫びんなのか、友情なのか、誓いなのか、義務なのか。あるいは他のなにかなのか……ともあれ、陛下にわかるように、きちんと定義してさしあげることが肝要かと、ミナギは思うのでございます」

「……アイアリスがなにをしようとして、シィがなにを阻んだか、本当はわかってる。なにをしたらアイアリスがシィの存在を許すか、わかってる。……でも、不誠実じゃないかな、と思うんだ。アイアリスにも、シィにも、ミナギにも、レイラにも、失礼なんじゃないかな、と思うんだ……」

「不誠実も失礼も、今さらでございましょう」

「……ごもっとも」

「欲しいのは『言い訳』でございますかな？　『仕方ないんだ』と言えるだけの理由。あるいは『許し』でございますかな？　『大丈夫だ』という安心感」

「……『自信』と『熱意』かな。失敗しない確信と、確信から生まれる行動力」

「甘えないで欲しいのでございますよ。そのぐらい、一人でどうにか見繕うべきでございます」

「ですよねー」

「……と、言いたいところでございますが、ミナギは甘えるのも甘やかすのも大好きなのでございます。『自信』はミナギも持っていないので差し上げられないのでございますが、『熱意』ぐらいなら差し上げられるのでございます」

「どうやって？」

「陛下を無事説得できたあかつきには、ミナギの陛下より発達したおっぱいで勇者様をぱふぱふしてさしあげるのでございます」

「……他ほかのでお願いします」

「無欲でございますな……。まさか上に興味がなく下――」

「そういうことじゃねぇから！」

「ならば、いいことをお教えするのでございます」

「冗談はもういいからな？」

「ミナギの信頼度は今度体で挽ばん回かいするとして……」

「そういうところが信頼を落としているってなぜ気付かない……」

「『魔族は一夫多妻制でございます』」

「……」

「もちろん、『魔王』は別格でございますけれど、一人の男性が複数の女性を伴はん侶りよにするのは珍しくもないのでございますよ。常識、と言い換えてもいいかもしれないのでございます。ま、一部貞操観念のお堅い種族はございますが。竜人など」

「……俺おれの目の前にいるのも竜人のような気がするんだが」

「悪あしき因習に縛られるべきではないのでございますよ。出会って一週間で足の付け根を見られる竜人がいてもいい。時代の流れとはそういうものでございます」

「奔放だな……」

「風習には縛られないのでございますよ」

「……」

「負った役割も、周囲からの期待も、それから――過去にも。押し付けられたものをはねのけて、それでもなおやりたいことだけを選び取り、ミナギはこの場所にいるのでございます。……勇者様はどうでございましょうか？　役割から逃げ続け魔王城に来た、魔王を倒さない勇者様は。常識、倫理、期待、責務、そういったものに縛られ行動するのか、それともご自分の意思で行動するのか。どちらでございますかな？」

「……やれやれ、って感じだが……まあ、決心はついたよ」

「そうでございますか。それで、陛下の願いを叶かなえてくださいますかな？　陛下の迷いを断ち斬きれるのでございますかな？」

「ああ、やってやる。シィを生かす。アイアリスを解放する。……どうやら俺おれにしかできないことっぽいから、俺ががんばるしかないんだよな」

「そうでございます。勇者様が陛下を救おうとしてくださる限り、ミナギは三歩下がってあとをついていくのでございますよ」

「ちなみに、アイアリスと俺が敵対したらどうするんだっけ」

「勇者様を監禁して、地ち下か牢ろうで調教するのでございます」

「……アイアリスの迷いを断ち斬りに行ってくる」

「はい。……ま、ミナギも見届けについていくのでございますが」



　　　　　　　○



　魔王城の中を走って、謁えつ見けんの間の扉を勢いよく開いた。

　引き連れているのは竜人、人じん狼ろう。

　そして、もう一人の魔王。

　なんていういびつなパーティー。……まるで、本当に悪い魔王を倒しに行くみたいで、胸が痛い。だから、みんなを手で制して、俺だけ一歩、踏み込んだ。



「来たか、余の勇者」



　玉座――の、前にある教卓に腰かけて、アイアリスは俺たちを迎えた。

　先ほどはほとんどさらわれるように撤退したのだが、待っている間に色々と心境の変化があったのだろう。こちらを迎える表情には、余裕と不敵さが見えた。

「力ずくで突破はしなかったのだな」

　俺の後ろにいるレイラとミナギを見て、アイアリスは言う。

「俺が『力ずく』なんてやると思うか？」

「勇者がやらずとも、シィがやるかと思ったが。……ふむ。シィは勇者の意思には従うのだな。……あるいは、それもまた余の願望か。耐えず、抑えず、決めず、進まず、人に頼り生きる。人に従い生きる。そのようなものは王としての生き様ではないからこそ、余は知らずに望んでいるのかもしれんな……」

　腰かけていた教卓から下りて、アイアリスが一歩、こちらへ接近した。

　俺も一歩、接近しようとするが……。

「来るな。説き伏せるつもりならば、それ以上余に近寄るな。それ以上の接近は、交戦を望むものと判断するぞ。それで、勇者は、どのようにして余にシィの存在を認めさせる？」

　そうして、彼我に五歩の距離を残したまま。腰かけることもないまま。

　二人きりにすらならないまま――どうやら、アイアリスへの説得は開始したらしい。

「もとよりシィは余の一部。本体である余が『還かえれ』と望むのであれば、還るのが道理であろう」

「シィにはもう自我がある。アイアリスから分化したものだけじゃない、自分の意思が。自我があるなら一つの命だ。ないがしろにしちゃいけないと思う」

「違うのだ勇者よ。『一つの命だからないがしろにできない』などという問題ではない」

「どうしてだ。おまえは、命が失われることが嫌いじゃなかったのか」

「余はな、少し、考えたのだ。シィがいる意味を。そして、シィの存在を許容すればなにが起こるのかを」

「……なにが起こる？」

「世界が滅ぶ。……いや、違うな。きっと余が、世界を滅ぼす」

「どうしてだ」

「シィが存在する限り、余にとって世界が面白くないからだ。世界は面白くあらねばならん。余はつまらぬ世界に意義を感じない。余ヽがヽ笑ヽえヽぬヽ世ヽ界ヽにヽ、世ヽ界ヽがヽ流ヽしヽたヽ涙ヽにヽ報ヽいヽるヽ笑ヽ顔ヽなヽどヽなヽいヽと、余は考えるのだ」

「つまり、おまえがつまんないと思う世界は滅びて当然だって？」

「……そうだ。ゆえに余はシィを消す。これは余の決定だ。あるいは……勇者よ、シィと力を合わせ、聖剣を作り、余を消すがよい。さもなくば、この世界に飽きた余によって世界は滅ぼされようぞ」

「で、本音は？」

「本音だ。『つまらん、滅ぼす』……『魔王』というのは、そういうものであろうが」

「つまんねぇこと言うなよ。今まで散々人死にが嫌いだって言っておいて。争いが嫌いだって言っておいて。……世界が滅んだら泣くって言っておいて、今さらそんな言葉信じられるか。無理すんなアイアリス。おまえに『魔王』は無理だ」

「……余は、本当に」

「おまえが世ヽ界ヽをヽ滅ヽぼヽすヽっヽてヽ嘘ヽをヽつヽいヽてヽまヽでヽ自ヽ殺ヽしヽたヽいヽ理ヽ由ヽはヽなヽんヽだヽ？　……おまえが、シィの方を残そうって思うにあたって、いったいなにを考えたんだ？」

「そ、そんな、そんなことは、考えて、おらん」

「強情だよなアイアリスも……まあ、嘘うそをつくのも無理をするのも、やりたいなら止めねぇけどさ。これだけは覚えておけよ。なヽにヽをヽ言ヽわヽれヽよヽうヽがヽ、俺ヽはヽアヽイヽアヽリヽスヽをヽ殺ヽさヽなヽいヽ。ヴィヴィも言ってただろ？　俺おれの魔王城生活は、『魔王』を倒すまで続くんだよ。シィが残ってアイアリスが死んで、そのあとの雰囲気悪くなった魔王城でずっと過ごせって？　そんなのめんどくせぇだろうが」

「めめめめんどくさいなどと、そんな理由で世界の滅びを見過ごすのか!?　おまえは『勇者』であろうが！」

「人から言われた役割をこなすのは、嫌いなんでね」

「……そういえば、そうであったな」

「俺おれにとって『勇者』っていう言葉は、『魔王を生かす者』っていう意味だ。……だから俺はおまえを生かすために全力を尽くす」

「剣を抜いて余に立ち向かう方がいくらか簡単な道行きになるぞ。勇者よ、余は余を殺すおまえを責めぬ。おそらく世界も『魔王を倒す勇者』を望むであろう。……魔王城生活とてそうだ。ひとまず余を殺せば世界は滅びぬ。世界が滅びぬであれば勇者もいらぬ。そうすれば人知れず魔王を倒した勇者として、おまえは魔王城から解放され、世界中から栄誉と賞賛を手に入れることであろう」

「お断りだね。世界中あいつらがなにを知ってる？　英雄視されたじいちゃんがどんだけ悩んでたか。じいちゃんがなぜ王家からの誘いを断って一般市民であることを望んだのか。俺を連れてじいちゃんが世界を旅した話はしたよな。それは罪ヽ滅ヽぼヽしヽのヽ旅ヽだ。助かったやつらが世界を創つくる。助かったやつらは自分たちを助けた『勇者』を崇あがめる。でも、じいちゃんは同じぐらいの数、助けられなかった人たちがいるのを知ってる。時代を創れず、声を遺のこせず、忘れ去られていくだけの被害者を知ってるんだ。それをなんにも知らずに、世界は『勇者』をほめたたえた。……だから、世界中からの栄誉と賞賛なんて意味ねぇんだよ。俺は救われない者の味方でありたい。ののしられようが石を投げられようが集団でボコボコにされようが、俺は戦わない選択を続ける。世ヽ界ヽをヽ救ヽうヽのヽはヽ剣ヽじヽゃヽなヽいヽ。心ヽだヽ。じいちゃんは晩年、ずっと、ずっと、これだけを繰り返し言ってた。自分は剣でしか世界を救えなかった――救ったように見せかけることしかできなかった、って」

「無念を晴らすのか」

「晴らせるもんか。じいちゃんの無念は俺ごときが晴らせるもんじゃねぇよ。……俺は、じいちゃんを見て思っただけだ。世界を救って苦しむぐらいなら、自分だけが救える誰だれかを救って、世界から嫌われよう、ってな」

「……ゆえに、余を生かして世界を滅ぼすと言うのか。なるほど、余は説得のしかたを誤ったと見える」

「違う。おまえを生かす。世界も滅ぼさない。そこで質問だ。なんでおまえは、シヽィヽだヽけヽをヽ生ヽかヽせヽばヽ世ヽ界ヽがヽ滅ヽびヽなヽいヽと思う？　おまえが生きればなぜ世界は滅ぶ？　シィが残ればなぜ世界は滅びない？　どうしてそう結論した？」

「……こういう時ばかり、考えをめぐらすのだな、余の勇者は」

「絵に描かいたような平和主義魔王がいきなり『世界を滅ぼす』とか言い出したら、少しぐらい考えもするだろ」

「で、あるか。……しかしな勇者よ、余は正直に話したくない。余を殺せ」

「いいや、殺さない」

　一歩、アイアリスに接近する。

「止まれ」

「断る」

　もう一歩、接近する。

「止まれ！　交戦の意思ありとみなすぞ！」

「みなせばいい」

　さらに一歩接近して、

「俺おれはアイアリスを殺さない。つまり『交戦』っていうのは、『アイアリスが俺に一方的な攻撃を仕掛ける』ってことだ。できるならやれ。やりたくないなら口を割れ」

「…………わかった、止まれ」

　というわけで、二歩の距離を残して――対アイアリス説得の、二回戦が始まる。

「余はな、負けそうなのだ」

「……『闇やみ』にか」

「そうだ。いつ何時、余は人ヽがヽ死ヽぬヽぐヽらヽいヽなヽらヽそヽのヽ前ヽにヽ殺ヽすヽというのを実行してしまうかわからん。耐えて、耐え抜いているつもりではある。けれど眷けん属ぞくは召喚されるし、城の機能は解放されていくし、ＣＩ＝Ａｌｉｃｅという、余すらあずかり知らぬ謎なぞの存在すら顕現してしまった。……余は、余の意思で行動しておる。ゆえに今は世界を滅ぼさん。けれどいつしか世界を滅ぼしてしまうこともあろう。……その点、シィであれば安心だ。シィは勇者に逆らわん。自分の意思とは関係なく、逆らえんとでも言うべきか。勇者が強制力として働くならば、余よりもシィの方がよほど安全な魔王だと、余は考えた」

「世界を滅びから遠ざけるためにシィを選んだのか」

「そうだ。余はな、自分を信用しないことに決めておる。自身の考え一つ一つを論理的に判断しようと心掛けておる。けれど――その『論理的』すら、正しいのかわからん」

「おまえは正しい」

「そうだ、余は正しいつもりでいる。けれど、仮に正しくなくなっているとしても、余にはわからん」

「おまえが間違ってるなら、周りにいるみんなが止める」

「余は魔王ぞ。……余が仮に、力ヽずヽくヽでヽ余ヽのヽ正ヽしヽさヽをヽ押ヽしヽ通ヽそヽうヽとヽしヽたヽ時ヽ誰だれが余を止める？　転移し、『地図』を使用するとしたら？　門を叩たたき壊し、人間の街を襲うとしたら？　前線へと赴おもむき、争う軍隊すべてを『誅ちゆう戮りく』しようとしたならば？　誰が、どう止める。魔王に劣る眷属よ、そして――ただの人でしかない勇者よ。迷わず滅亡へと突き進む魔王を、誰が止められる？」

「……それでも、俺が止める」

「そうであろうな。……だが、その過程で余はきっと、勇者を殺してしまうであろう。前回の勇者がどのように魔王を退しりぞけたのかは知らんが、今回の勇者に余を退ける力があるとはどうにも思えん」

「……俺が弱いから、おまえは死ぬことを選ぶのか」

「本当に弱いのは、余の心だがな」

「ミナギから聞いた。おまえは、どの魔王よりも長く強く、『闇やみ』に耐え続けたらしいじゃないか。そのおまえが弱いのか？」

「なにも信じられんのだ。勇者も、眷けん属ぞくも、余自身すらも。なにを信じ、なにを目指せばいいか……だから余は『記憶になくとも引き継がれるもの』にすがってしまいそうになるのだ」

「……ユーフェミアが城で暮らしてた時に言ってたな」

「そうだ。先代の、その前の……連綿と続く『魔王と勇者』の歴史の中で引き継がれるもの。記憶に残らぬ想おもい――『温かさ』に。けれど、いいのか？　余は魔王ぞ。世界を滅ぼす咎とがを背負い、その咎に抗あらがう者ぞ。その余が人にすがるなど、あっていいのか？　……余ヽのヽ背ヽ負ヽうヽ世ヽ界ヽごヽとヽ寄ヽりヽ掛ヽかヽっヽてヽはヽ、寄ヽりヽ掛ヽかヽっヽたヽ相ヽ手ヽはヽつヽぶヽれヽてヽしヽまヽうヽのヽでヽはヽなヽいヽかヽと……余は、余の判断を信じられんのだ」

「なるほど。確かに世界は重いな。そんなものを背負うなんて、重くて、めんどくさくて、やってられない。俺おれなら投げ出して家で寝る」

「……で、あるか」

「でもさ、俺がどうにかするよ」

「なにをだ」

「知らねぇ。考えない。考えると、嫌なことばっかり思いつくから、考えない。……世界の重さとか、魔王の宿命とか、勇者の役割とか。戦争とか、焼き払われた村とか、あえぐ難民とか、渦巻く陰謀とか。俺はなにも知らねぇし、俺はなにも考えないよ。考えるのは疲れるからさ」

「しかし、考えぬわけにもいくまい。……世界の大事であるぞ」

「そうだな。いつかはちゃんと考えなきゃならない。……『いつか』と言わず、『今』考えなきゃならないことなのかもしれない。それでも俺は考えない」

「……それは、支えきれんからか」

「そうだ。考えれば考えるほど、色んな絶望が降りかかってくる。考えて楽しいことなんて、この世にはねぇよ。だから俺は考えない。色んな可能性を捨て置いて、色んな絶望を秘めたまま、目の前だけを見て生きて行こうと思ってる」

「つまり、どういうことだ」

「アイアリスを助けたいってことだよ」

「世界を背負わぬ者に、余を助けることは叶かなわん――」

「考えるな」

「……」

「自分が正しいかどうかを検討するな。自分が間違ってるかどうかを疑うな。魔王の咎も勇者の役割も、世界の命運も全部どっかに置いて、今、アイアリスはなにをしたいか、それだけを口に出してくれ」

「……『世界の滅亡』と言ったら？」

「つっこみが必要ならやってやるよ」

「『なにか楽しいことをしたい』と言ったら？」

「時間はあるんだ。一緒に考えてやるよ」

「では――『勇者を独占したい』と言ったら？」

「『記憶になくとも引き継がれるもの』を、くれてやる」

　アイアリスが黙った隙すきをついて、残りの距離を埋める。

　背後でシィが動く気配。

　……結局、シィの存在がなんなのかは、よくわからない。当人たちが言うように抑えきれなかった『闇やみ』が噴出してしまっただけかもしれない。あるいは、ミナギが言うように、アイアリスの外付け自制心なのかもしれない。

　でもまあ、今度は割り込めないだろう。

　だって、俺おれとアイアリスとの距離は、ゼロだから。

　割り込む隙間なんて、ありゃしない。

　ただ立っているだけで互いの体温を感じる距離で、説得の三回戦が始まる。

「アイアリス、この世界は好きか？」

　すぐ下にある赤い瞳ひとみをじっと見る。

　アイアリスの目は動揺に揺れていた。

「わからない。余は人死にが嫌いだ。けれど、この世界が好きかと言われれば、わからない。……余はこの世界を知らん。余の知るこの世界は、ふつふつと余の内に凝っていく、暗く重い力――『闇』だけだ」

「そうか。俺はな、アイアリス……この世界が嫌いだよ」

「……滅んでも構わんのか？」

「たまに『滅んじまえ』とは思うな。だってさ、嫌なことばっかりなんだぜ。ユーフェミアは脳筋だし、同級生に英雄がいるせいで比べられるし、じいちゃんなんて勇者だから割と狂信的なやつらが俺にも『勇者』を求めるし、母さんは働かない俺に優しくないし、街に出ると石投げられたりするし。どうして好きになれるんだよこの世界を」

「ならば滅ぼすか？」

「いいや、やめとこう。……確かにこの世界は辛つらいことばっかりだけどさ。でも、世界が滅んだらみんな死んじゃうだろ。俺は今の世界が嫌いだ。でも、この世界で生きてる人は大好きなんだよ。……世界の価値なんて、そんなもんだろ。……ああ、うん、だからさ、『この世界が好きか』っていう質問は、ちょっと言葉が足りなかったな」

「では、改めて質問することを許すぞ勇者」

「じゃあ、改めて質問するぞ、魔王。――この世界に、好きな人はいるか？」

「……」

「嫌なことがあって、世界よ滅んじまえって思っても、世ヽ界ヽのヽ滅ヽびヽごヽとヽきヽに巻き込まれて死んだら嫌な人は、いるか？」

「……いる。けれど、余は、余を信じられんのだ。そやつを好きという気持ちを信じていいかわからんし、そやつが余を好いてくれているか、自信がない。……自分の気持ちが、わからんのだ」

「なら、命令しろよアイアリス」

「なんと？」

「『教えろ』ってさ。そうしたらきっと応こたえるさ。竜人に、人じん狼ろうに、勇者……魔王様が自分の気持ちを知りたがるなら、きっと各々のやり方で応えるだろうさ。……おまえの配下は優秀だからな。……一部を除いて」

「……で、あるな。しかし勇者よ、困ったことに、『教えろ』という問いかけに応える資格を持つ者は、おまえの言うところの『一部』なのだが。――こやつはどのように、余の命に応えるだろうな？」

「命令すればわかるんじゃね？」

「それもそうであるな。では――勇者よ。考えることを厭いとい、行動することを厭い、剣を抜くことを厭う、無気力なる勇者よ。自信のない魔王に、自身の気持ちを知りたがる魔王に、おまえはどのように教育を施す？」

「このように」



    

  
    
      



    

  
    
      

「……」

「これで大丈夫かな。……『記憶になくとも引き継がれるもの』はちゃんと、アイアリスに伝わったかな？　求めてもいいんだって、自分を許せたかな。……世界を滅ぼすついでに亡くすには惜しい命になれたかな、俺おれは」

「……ふん。唇に残る『温かさ』程度にはな」

「そうか」

「しかし、余は考えると長いからな。……シィを消さずともぬくもりはここにある。余が消えずとも世界を滅ぼさぬ理由はここにある。――かヽもヽしヽれヽなヽいヽという感じだ。まだまだ、わからぬ。余は世界を知らぬ。世界が流した涙に報いる笑顔を知らぬ」

「……」

「だから、そばにいろ。……余が自分を見失った時、また、余を目覚めさせてくれ。これは……これは――これは、そう、勅ちよく命めいで、あるぞ……」

「仰せのままに、魔王様」



　　　　　　　○



「あなた様方はアホでいらっしゃいますか？」

　早馬を飛ばしてやってきたヴィヴィによって、食堂に集められてしまった。

　ちなみにヴィヴィには『かくれんぼ』関係のことはなにも言っていない。

　ただ、アイアリスが増えたから来てくれ、と伝令に伝えた情報しか、知らないはずだ。

　にもかかわらず、ヴィヴィはいきなり俺たちを食堂に集めて、俺たちを座らせた席の周囲をうろうろと歩いている。

　眠い。

　なにせ魔王城内は徹夜でかくれんぼ大会だったのである。しかも疲れる催しが目白押し。このままだと俺の寿命が疲労でヤバイ。

　けれど明け星が昇るころに訪れたヴィヴィは俺たちを寝かせてくれない。

「はあ、まったく……ともあれご無事で安心いたしました。言いたいことは山のようにありますがね。新魔王、よろしいでしょう。無力化されているようでなによりです。さすがは勇者様、といったところです。けれど――魔王様同士で戦うようなことは二度としないでいただきたい。わたくしの長すぎる寿命が縮みますので」

「……魔王同士で戦いかけたこと、言ったっけ」

　素朴な疑問を小さく挙手して投げかける。

　するとヴィヴィは涼しい顔をしたまま、

「わたくしに知らないことはありません」

　……そんな、不吉極まりないことを言った。

「さて、二人目の魔王様、シィアリス様に色々とお聞きしたいところですが……」

　ちらり、とヴィヴィはシィを見る。

　目を閉じ、こっくりこっくり、首を揺らすシィ。……寝てる。

「……本日は、まず眠っていただくのが先決のようですね」

「で、あるな。余も疲れたぞ」

　今まで黙って事の成り行きを見守っていた――というか疲れて沈黙していたらしいアイアリスが、ヴィヴィの意見に賛同を示す。

　ここは魔王城。魔王を崇あがめる魔王の城。

　そこで魔王が決定したのなら、今日はもう休むことになるのだろう。

「本日はわたくしもお世話になろうと思います。二人目の魔王、というのはわたくしの知る限りあり得なかった事例です。ともすれば『魔王と勇者』という仕組みシステムを解き明かす鍵かぎとなるやもしれません。あるいは滅びの先触れという可能性もありえないではありませんが……なににせよ、目は離さない方がいいでしょう」

「うむ……すまんが勇者、性悪人形とシィの寝床の準備は任せた。余はなんだか頭がぼんやりしてうまく動かん」

「了解しましたよ魔王様。……レイラはミナギに任せていいか？」

「で、ございますな。……」

　ミナギは、俺おれとアイアリスになにか言いたそうな目を向けたが、

「……レイラの面倒は、ミナギが見るのでございます」

　そう言って、寝ているレイラの脇わき腹ばらをつついて起こし、そのまま肩を支えて食堂から歩き去って行った。

　その背中をすっかり見送ったあと、

「では余も眠る。……フフフ……」

　アイアリスは不気味な笑いを残し、浮ついた足取りで食堂を出ていく。

「魔王様――との呼び方はもはや不適切ですか。アイアリス様が楽しそうでなによりですね、勇者様」

「……まあな」

　魔王の城で魔王が楽しそうにしているのはいいことだ。

　しかしヴィヴィは、話をそれだけで終わらせる気はないらしく、

「『魔王討伐』の報から……そうですね、たしか、五十年は経たっていたでしょうか。先代勇者様が、魔王様を封印なさったのは」

「……なんの話だ？」

　俺の問いかけにヴィヴィは微笑だけを返し、寝ているシィの背に視線を移動する。

　それから、シィを凪ないだ湖面のような静かな目で見て、

「思ヽいヽ出ヽしヽてヽくヽだヽさヽいヽ、勇ヽ者ヽ様ヽ。あなた様のおじい様が『世界を剣でしか救えなかった』と言い始めたのは、なにが起こってからなのか」

「……なにが起こってから、って……」

　亡くなる数年前の話だ。

　だから、じいちゃんは自分の『死』みたいなものを予感していて、言い残すべきことを言い残そうとしたんだろう、と思っていたのだが……。

「その口ぶりだと、原因があるのか？　……というかヴィヴィ、おまえは、なにを知ってるんだ？」

「わたくしはなんでも知っておりますよ。けれど、あなた様に情報のすべてを開示せず、こうしてにおわせる程度のことしかできないのは、時期を見ている、というのもありますが……先代魔王様との約束でもあります。可能な限り無知なまま、この世の真実も『闇やみ』の力も、あるいは勇者様自身のことすらも知らないまま、あなた様に生きて欲しい、と。そのように願われておりますので」

「……なんで先代魔王が次の勇者のことを気に掛けるんだよ」

「気にかけたのは『次の勇者』ではなく、あなた様のことですよ。……わたくしは情報の秘匿を先代魔王様に願われており、その願いを可能な限り遂行するつもりでおります。けれど、わたくし自身の考えは、情報があるならば早期に知り、受け止め、対策を練るべきだというものです。……なので、わたくしは情報の切れ端をばらまきます。どうぞ、考えてくださいまし。そして、正解にたどりついてくださいまし。世界の命運はともかくとして、あなた様は、孫として、血族として、知るべきなのです。様々なことを」

「勇者の孫として？」

「孫として――とだけ。それでは」

　そう言って、ヴィヴィはシィを肩に担いで去っていく。背中がむやみに男らしい。

　……しかし、あいつの言葉はいつもいつも、どうして考えることを強しいるのだろう。

　考えるのはめんどくさいのに。

　思いを馳はせても過去には戻れないのに。

　だいたい、じいちゃんが『世界を救うのは剣じゃない、心だ』って言い始めた時期になにがあったよ？

　旅――は、一段落してそのころはずっと家にいた。

　ユーフェミアと出会ったのがそのころだが、あんまり関係ないだろう。

　あとはなんだ。なにがあった？

　……ぼんやり考えこんでいる時だった。

　かすかに地面が揺れるのを感じる。

　……地震だ。アスツラピ王国では滅多に起こらない。となると、また闇の力が増幅して、魔王城の施設が解放されたのかもしれない。



　――そうして。

　ふと、突然、記憶の扉が開いた。



　ああ、そうだ。確かばあちゃんが亡くなったのがそのころで、じいちゃんは数年後、あとを追うように亡くなったんだ。

　……たったそれだけのことを思い出す。

　忘れていたことへの違和感はそれほどでもない。今まで考えることすらしなかったのだから、まあ、忘れることもあるだろう、ぐらいに思う。

　けれど。なぜ。

「……あれ？」

　堰せきを切ったように。

　閉じた扉が開いたかのように――

「なんで……」

　涙があふれて、止まらないのだろうか。



    

  
    
      





    

  
    
      


三章　旅する魔王と旅をしない魔王



　　　　　　　○



　色々あって、魔王城は難攻不落の城になりました。

　……いくらなんでもはしょりすぎているので、ちょっとだけ詳しく説明をしよう。

　まさに眠ろうとしているところに地震があった。

　地震――というのはなにも自然現象ではない。前にユーフェミアが初めて魔王城を訪れた時と同じく、魔王城の機能解放に伴う震動だ。

　もっとも、震動だけでどこが解放されたかまではわからない。

　なので、なんだか目が覚めてしまっていた俺おれは、どこの機能が解放されたのか見回ることにした。

　どこから調べようか迷っていた俺は、起きだしたヴィヴィに捕まり、魔王城の外へと。

　なにも説明されないままついて行けば……魔王城の城壁が、うすぼんやりとした光を放っていた。

　一色じゃない。赤、紫、蒼あお、緑、黄色、白――次々に色が移り変わっていく。

「……城壁の異界化ですね」

「いかいか？」

「簡単に言って、城壁が壊れなくなった、門以外からの侵入が不可能になった、ということですよ。とにかく、見ヽてヽわヽかヽるヽ異ヽ常ヽです。……アイアリス様が復活なさっていないと誤魔化せる時期も、終わりかけているのかもしれません」

　大変なことが起こっているようだ。

　そんな異常事態を前に、聖剣捜索部隊の長おさであるヴィヴィが下した決断とは！

「まあ、対策は明日考えたらよろしいでしょう。眠りますか」

「……そんなんでいいのかよ！」

　しかし俺の声など無視してさっさと城に戻り始めるヴィヴィ。おいおい冗談じゃねぇのかよ。放置でいいの？　いいなら俺も寝るよ？

「すでに覚悟はできていた、ということですよ」

　俺があんまりにも物言いたげな目をしたせいだろうか、ヴィヴィはややうんざりしたようなため息をついて言った。

「これから忙しくなります。シィアリス様が目覚め次第お話を聞き、その後、わたくしは準備していた『策』の効果を確かめにアスツラピ王城へと帰ります。……気休め程度になればいいのですがね」

　……本当にうんざりしていたのは俺おれの視線なのか、それとも状況に対してなのかはわからないが。

　ともあれヴィヴィがそう言うので、俺としてはそれ以上なにも言えない。

　だからまあ、眠るために戻ろうか。

　黎れい明めいの光に照らされる、紫色の魔王城へと。



　　　　　　　○



　そうして城壁の様子を気にしながらも睡魔には勝てず、自分の部屋に帰って『ここは本当に牢ろう獄ごくみたいだな』とうんざりしつつベッドに横になってしばらく眠り、ちょうど意識が覚かく醒せい方面に向き始めたあたり、だろうか。

「余の勇者！　朝であるぞ！」

　アイアリスの声で始まる一日。……まあ、寝たのも朝だし、シィとヴィヴィがなんか重要な話をしててくれれば俺は寝ててもいいかなぐらいに思っていたので、目覚まし役はまったくもって必要がないのだが。

　それでもアイアリスのキャンキャンと響く大きな声を「うるさい」と一いつ蹴しゆうする気持ちにもなれず、精一杯の抵抗として寝返りをうってみた。まだ眠いんです。

「勇者！　勇者よ起きろ！」

　アイアリスの布団ふとんをたたく攻撃。

　勇者は死んだように眠っている。

「起きないのか勇者よ……そうであるか。そちらが強硬に起きないと言うのであれば、余にも考えがあるぞ」

　果たしてどのような考えなのだろう、アイアリスの体重が俺のベッドの上に乗り、アイアリスの体温が俺へと向けて迫ってくる。

　そして今にも笑い出しそうだなこいつと明白なぐらいに楽しそうな気配が俺の上にまたがり、

「起きないと……ちゅーするぞ」

　消え入りそうな声で、そんなことを言った。

　……。

「よし、起きないな」

　やべぇ、呆あつ気けにとられているうちに起きにくい雰囲気にされた。

「ええと……」ガサゴソ、と紙の音がする。「これで起きない場合は次の段階に進んでいいのだったかな。起きない？　本当に起きない？　お、起きないなら……そうであるな、あ、頭を撫なでるぞ……う、うむ……勇者の髪の毛はぼさぼさしていて痛いな……」

「……」

「続いて、起きないと……服が脱げるぞ……ってなんだこれは。起きないとなぜ服が脱げる？　……まあ良い。脱げるぞ……？」

　雲行きが怪しい。

「えーでは、起きないと……子供ができるぞ」

「はい起きた。起きました」

　一瞬で脳が覚かく醒せいした。

　目を開けると同時にアイアリスが参照していたらしい紙を没収する。

　俺おれの知ってる文化圏の文字で書かれていなかったが、犯人は一人しか思い浮かばないので今度こそ本当に説教だミナギ。

　とりあえずその紙を破いてまるめてそのへんに捨てる。

　そうしていると、打ち明け話でもするような、照れと嬉うれしさのにじむ声と、

「おはよう」

　なにげないあいさつを口にしているだけとは思えない、蕾つぼみが開くような、甘やかなアイアリスの笑顔があった。

「……はい、おはよう」

　……大して寝てないはずなのに眠気がふっとんだのは、朝からとんでもない発言があったからだろうか。魔王城の平穏は刻一刻と一人の竜人によって乱されているようだ。そろそろ新しい罰則を設けようぜ魔王様。

「勇者よ、起こしたぞ！」

「はいはいおはようアイアリス。今朝はどうした？　なんかまた暇なのか？」

「違う！　これから毎日、余が勇者を起こす係なのだ！」

「えー……いや、いいです。どうせいつもは俺のが早いし……」

「余が起こしたい！」

「俺、朝早いぞ？　洗濯とか朝食とかやるし……早いと大変だろ？　寝とけよ」

「がんばるのだ！」

「……まあ、止めやしないけどさ」

　魔王様の心情をいち勇者でしかない俺がおもんぱかろうとするのも無茶な話である。

　やりたいと言うのだから、やりたいようにやらせてあげよう。

　本当に大変そうだったり、無理しそうだったりしたら、その時は止める。

「しかし勇者よ、思うのだが……」

　起こしに来たはずなのに、俺の胸に頭をつけて俺が起きれないようにしてから、アイアリスは言う。

「未来は意外と明るいやもしれんな」

「疲れてるのか？」

「なぜそうなる!?　なんだ、余が未来を明るいと言ってはならんのか！」

「いや、ごめん……あんまりにも脈絡がなくて」

「む……確かに、脈絡はなかったやもしれんな」

　アイアリスは俺おれの胸に顔をこすりつける。

　その動作はどことなく猫に似ていた。

「勇者が生きておる」

「……まあ、生きてるな」

「思うのだ。未来はどこにもない。ここにこそある、と。……悩みたどりつく結論でもなく、どこぞの見果てぬ土地でもなく、話したこともない民でもなく、今、ここに。勇者が生きている、余が生きている。そういうものが未来なのではないかと、余は思うのだ」

「……起き抜けにするには難しい話だな」

「なにも難しくはないぞ。……ま、理解できんならそれでも良いがな。どうせ大した意味はない」

　アイアリスはそう言って、今度は俺の服をかじる。意味のないあまがみ。強しいて言うならばよだれでもつけてるんだろうか。

　赤ん坊か。

「なんだなんだもう、今朝のアイアリスはどうした。猫か子供みたいだぞ」

「生きていれば、猫になりたい日もあろう」

　ああ、それはわかる。

　日向ひなたぼっこと昼寝だけして生きていたいという日は毎日のようにある。

　というか毎日だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

「しかし余は王であるからな、人前でみだりに猫化するわけにもいかん。というわけで、朝、勇者を起こしに来て、しばらくは猫になるのだ。にゃーんするのだ」

「にゃーんするのか……」

　意味はあんまり伝わってこないが、そうしてアイアリスが安らげるならいいだろう。俺おれでも爪つめとぎ用の木の代わりぐらいはできるかもしれない。

「さて勇者よ、朝食を作るか」

「……ああ、おなか減ったのか？」

「うむ？　うむ。それもないでもないが、今朝は余もやるぞ。だからミナギとレイラとシィを起こして、……ついでに性悪人形も起こして、魔王城の主あるじ自ら朝食を饗きようするのだ」

「……今まで手伝わなかったのに急にどうして？」

「いいのだ！　やるのだ！」

「止めないけどさ……ああ、火と刃物には注意しろよ？　それから、この時期、王国の水は冷たいから手が荒れないようにな。あと――」

「わかっておる！　わかっておる！　まったく余の勇者は心配性だな！　それほどまでに余が大事か！」

「まあな」

「……お、おう……そうか……」

　衝撃を受けたかのようにのけぞるアイアリス。

　今朝のアイアリスは本当にどうしてしまったのだろうか……。

「余はがんばるぞ、勇者よ」

　よじよじと、アイアリスは俺の上に乗ったまま移動して、真正面から、息がかかる距離から、真まっ直すぐに俺を見た。

「……世界は滅ぼさせぬ。この世界の尊さはわからんが、この世界に生きる命の尊さはわかる。……ユーフェミアに、ヴィヴィに、それから、おまえの友人に、おまえ自身。……それぞれの想おもいがある。それぞれの夢がある。世界の滅亡なんぞに巻き込まれて死んでしまうにはあまりにも惜しい――確かに、勇者の言うとおりだ」

「……まあ、無理はすんなよ。つらいこととか、不満とか、そういうのがあったら言ってくれ。俺じゃ受け止めきれないかもしれないけど、言わないでため込むよりはいいだろ」

「きっと余は、言わんと思う」

「……そうか」

「けれど、勘違いはせぬようにな。余は勇者が頼りないから……いや、頼りないことは頼りないのだが、頼りなさだけが原因で、勇者になにも打ち明けないというわけではない」

「頼りなくてごめん……」

「いいのだ頼りなくても！　勇者がなにもしなくとも、世界は余がどうにかする！　そもそも、『世界の相手』は魔王たる余の仕事であるからな！」

「……じゃあ、俺にできることは？」

「勇者の仕事は、『魔王の相手』であろう」

「……」

「だから余は、こうして勇者に寄り掛かりに来るのだ。……余は、勇者とともにある時だけは、なにも考えんぞ。なにも考えず、王としての矜きよう持じも、世界の危機も忘れる。そうしてにゃーんするのだ」

「にゃーんするのか」

「そうだ。にゃーんする。だから約束であるぞ。世界が終わるその時まで、余のそばにいろ。さすればきっと、世界はどのようになろうとも、最後には平和になるであろう。なにもしなくていい。余が救われれば世界もまた救われるであろう。これは勇者にしかできぬ仕事であるぞ」

「ああ、それは確かに、仕事してるっぽいな、俺おれ」

「で、あろう。……というわけで、今日の仕事をするぞ」

　アイアリスが俺の上からどく。

　重さと温度が消えて、自由と冷たさが俺の体にのしかかった。

　ベッドから起きるのはやっぱりだるい。一日中寝ていたい。

　まあでも、魔王様が目の前でなんだか知らないがやる気になっている以上、俺がさぼって寝ているわけにもいくまい。

　起き上がって伸びをする。

　バキバキと関節が鳴り響くのも、もはやおなじみ。硬いベッドで寝ている者の宿命なのであった。

「あーあ、今日も一日が始まるか……」

「うむ、今日も一日が始まるのであるな」

　俺がめんどうくさそうに言えば、

　アイアリスは、楽しそうに言った。

　というわけで魔王様と連れ立って部屋を出よう。

　なにせこれから、めんどうくさくて楽しい一日がまた始まろうとしているのだから。
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　朝ご飯の支度を始める。

「魔界宮廷料理をやろう」

「胃に重そうなのでまた今度な」

　という会話がありつつも、今朝は普通にパンを焼くことになった。

　焼いたパンに干し肉のスープと茹ゆでた野菜、食後には新鮮な果物である。

　魔界宮廷料理がなんぼのもんか知らないが、戦争というご時世の中で新鮮な果物とか、なににも勝る贅ぜい沢たくなんじゃなかろうかと思う。

　さて、調理場の中からカウンター越しに食堂に目を移せば、『料理の手伝い』という役目をとられて残念そうな顔をしているレイラと、俺おれとアイアリスを交互に見て気味の悪い笑みを浮かべているミナギと、無表情に見つめあうヴィヴィとシィが見えた。

　それぞれ思うところがありそうだが、あるいはがっつりと、あるいはチラチラと俺とアイアリスが料理している姿を見ているものだから、やりにくいことこのうえない。

　こちらとしては食堂に集まってるんなら、料理してるこっちのことなんか気にせずにご歓談くださいという感じなのだが。

　さて、調理場では、アイアリスの魔法によって点つけられた火で、スープ鍋なべとパン焼き用のフライパンがいい感じに温まっている。

　もう少しすれば別な鍋でお湯が沸くだろうから、それで野菜を茹ゆでるつもりだ。

　ちなみにお茶はレイラに用意を頼んだのだが、レイラの様子を見るに忘れているっぽいのであとで俺がやろう。

「さて、余はなにをすればいい？」

　仕事の工程を頭の中で整理しつつ、スープに味付けをしていた時だった。

　うずうずしながら炎を維持しているアイアリスが、満を持して俺に質問してくる。

　……なんか魔族の連中は料理苦手っぽい感じなので、あんまり難しいことをやらせたくはない。

　なので、一番楽な作業はなにかな、と考えて……。

「じゃあ、パンを焼いてくれ」

「地獄の業火でか！」

「朝食に炭を食いたいなら止めないが」

「勇者の作る料理ならなんでもおいしいぞ」

「そうか……俺なら誰だれが作ろうと炭は食いたくないな……」

「ではどのような火力がいいのだ！」

「なんでちょっと怒ってるのかまったくわからないが、まあ、そうだな……そこに弱火であっためてるフライパンがあるだろうから、その上に乗せて表面に少し焦げ目がつくぐらいに焼いてくれないか」

「原初の焔ほのおでか」

「それは世界を焼き払いそうだから、パンを焼くにはちょっと火力強いかな。俺の説明聞いてた？　弱火って言ったよね？」

「しかし、せっかく魔王たる余が料理をするのだから、魔王らしさをどこかに出したいではないか」

「火力に出さないでくれないかな……そうだな、アイアリスには盛り付けをお願いしよう。盛り付けに魔王らしさを出してくれ」

「原初の焔でか」

「皿の上に盛り付けられるもんならやってみろ」

「では、永遠の氷河で果物を冷やしながら盛り付けよう」

「それはすごくいいな」

　などとアイアリスを操縦しながら朝食を用意していく。

　途中で、

「しまったな……余の力がまだ弱いせいで、永遠に溶けぬ氷は無理だった」

「食事中に溶けなければ問題ないから」

　という会話もあったが、おおむね無事にできあがった。

　……レイラの機嫌を損ねないように、レイラがやりたがる『変わったこと』を御していた実績がここで生きてくる。

　魔王一味はどうしてこうもむやみに『らしさ』を出したがるのかまったくわからない。

　普通が一番だよ。

　かくして居心地の悪くなるような視線にさらされつつできあがった料理を、食堂のみんながいるテーブルに配はい膳ぜんしていく。

「勇者様は日に日に料理がお上手になっておりますね」

　俺おれが切った果物を見ながらヴィヴィが言う。

　ちなみに、本日は果物を花の形に飾り切りしてみた。

　……最初はむやみやたらと素材を斬ざん滅めつしたがるレイラに、刃物のふるいがいを求めるならこうしてくれ、と飾り切りを教えていただけだったんだが、こういう細かい作業は生来好きだったらしく、気付けばかなりがんばってしまっている。

　こんにちは、勇者です。得意技は果物などの飾り切り。

　平和すぎる。

　まあ、新しいことを覚えるのはめんどうくさいので、献立の開拓などは必要最低限にしかがんばっていないのだが。

　配膳を終えて席に着く。

　魔王様が一番偉そうな席で、俺はその隣だった。

　お客人になるほど席が下座というのが王城っぽい。

　そうやって各人が席に着いたころを見計らい、アイアリスから『いただきます』があり、ようやく食事の時間である。

　そして――

「では、シィアリス様に色々お聞きしましょうか」

　食事を開始して少し経たったところで、ヴィヴィからそんなふうに話題が切り出された。

　このぐらい経つともう食事をすっかり終えて人の分を狙ねらっているのがレイラ。

　アイアリスとミナギは優雅になんか難しい話をしながらパンを食べている。

　シィは料理を手にとっては許可を求めるような視線を俺に向けるので、その都度「食べていいよ」と言う。

　そんな都合上、俺の食事も遅く、まだ五分の一も食べれていない。

　ヴィヴィは相変わらず、一口も食事をとらずに、じっとながめているだけだった。

　今回の話題の切り出しも、目の前にある茹ゆで野菜を、凪ないだ湖面のような静かな表情でじっと見ながらである。

　その様子は物欲しげに見えた。そんなに物欲しげにするなら食べたらいいのに、なぜまったく手をつけないのだろうか。

「そもそも、シィアリス様は――」

「『アリス』はいらない。勇者にとってシィはアリスじゃない。シィはシィ」

「……シィ様は、ご自身のことをどのように認識しておいでなので？」

「ＣＩ＝Ａｌｉｃｅ。それ以上でもそれ以下でもない。魔王のもう一面。観測者によって変わる……たとえるならば、万華鏡に映る魔王の一つ。そして、分化でもあり進化でもあり追加でもある以上に、自我を持ってしまった壊れた外部回路」

「……なるほど」

　ヴィヴィは納得したような感じだが、俺おれが聞いててもなにを言ってるかわからない。

　大陸共用語で頼む。

「あなた様は滅びの先触れ……壊れ、『星の守護』という役目を果たしたがらない本機の役目を代わる子機という扱いではないのですね？」

「シィもまたアリス。どちらが本機でどちらが子機ということはない。星の意思までは接続不可能だから星の意図は不明。だけれど――過去、顕現しなかっただけで、魔王は常に二つの側面を持っていた。ＡＩが抑えるブレーキ、ＣＩが進めるアクセル。かつて『勇者』と呼ばれた人種は、ＡＩに接触アクセスして『世界滅亡』という咎シークエンスを停止させてきた。もっとも、『情に訴える』だけでは停止は不可能。滅亡の必要性がないという合理的な理由がない場合、ＡＩが嫌がろうともＣＩが推し進める。そういうのが、我ら魔王という仕組みシステム」

「……なあ、アイアリス、解説してくれないか？」

「…………余にもなにを言っているかわからん」

「つまり、顕現されたシィ様が動かない以上、勇者様の行動は曲がりなりにも世界滅亡を遠ざけているとのことで？」

　ヴィヴィ、今の話が理解できるのか……。

　ちょっと尊敬。

　さて、ヴィヴィの質問を受けてシィは、表情をまったく揺らさないまま、

「そこが難しい。シィが単純に機能としてだけあるならば、シィは世界滅亡を温情なく止める。たとえば、勇者を殺したり、人類を滅ぼしたりもする。けど、今のシィには自我がある。ＡＩからの要請によって、先代魔王の縁者と勇者には逆らえない。よって、勇者には絶対逆らえない。だからＣＩとして世界滅亡の必要性があると判断していても、勇者が世界滅亡を望まないかぎり、シィは動けない。……もっとも、ＡＩの中で条件が変われば勇者からの強制力も薄れるかもしれない」

「なるほど」

　ヴィヴィは理解したようだ。

　俺おれなんて『なるほどわからん』って感じなんだが。

「今のシィは間違える」

　不意に、シィは俺を見て。

　やっぱり、声にも表情にも、一切の感情的な揺らぎは見られないままだったが、

「だから、勇者が信じるようにやればいい。シィは勇者を肯定する。肯定しかできない」

　……それは、話についていけていない俺を気遣ってのことだったのだろうか。

　ふいっと視線をヴィヴィに戻してしまったので、真意を確かめる間はなかったが、シィの雰囲気から、なんとなくそう思った。

「話はおしまい？　シィは、シィの存在を定義できない。シィの存在を定義するのは観測者の役目」

「……お聞きしたいことはそれでだいたいすべてですよ。他ほかのことはほぼ存じ上げておりますので」

「あ、そうだ。俺から一つ」

　難しい話は終わったらしい。

　なので素朴な疑問を口にしても許されるだろう。

「シィが昨日、前までに勇者と魔王の間に子供ができた、みたいな話をしたじゃないか」

　今度はシィが勇者の子供を産む、だったか。

　……食事時に口にするには、いささか以上にためらわれる言い回しだ。

「あるのか？　そういう事例が。前までの勇者と魔王の間に」

「それは勇者様が陛下と真剣に子作りを検討しているというお話ぶほぁ！」

　話に割り込もうとしたミナギが鼻血を噴いて自滅した。

「……レイラ、介抱してやってくれ」

「了解であります。ほらミナギ、鼻血は首の後ろを手刀で叩たたき斬きると治るでありますよ。そこに首を差し出すであります。自分が介かい錯しやくするであります」

　レイラの殺意が天然だった。

　止めた方がいい気もしたが、魔族は丈夫みたいだしどうにかなるだろう。なるよな？　なってくれ。

　俺が祈っていると、シィが相変わらずの無機質な表情で、

「意味がわからない」

「この状況のか」

「違う。勇者の質問の意味を、シィでは理解しかねる。……合理的な理由を求めるならば、ひょっとして――類推するに、計算上ごく低い確率で、という意味――勇者は、記憶を封印されている？」

　記憶の封印。

　アイアリスが知識に不自由している主な原因だ。

　確かに、どうしても思い出せないことや、あやふやな過去はある。でも、アイアリスの記憶ならともかく……。

「……俺おれの記憶を？　誰だれが？　なんの目的と得があって？」

「わからない。だから、意味がわからない。勇者は世界の真実について、きっとなにも知らない。それに、知る必要がない。勇者が知るべきは『魔王』のことだけ。……苦しみを共有できてるという判断があった。今回の勇者は前回までと違って、刻一刻と強まる闇やみの力を魔王と同じぐらいに体感できてると思ってた。でも、それは違った？」

「待て、待て。話がさっぱりわからねぇぞ。残念ながら俺にはアイアリスやシィの苦しみはわからないし、闇の力についてもさっぱり実感なんてできない。当たり前だ。俺は魔王ならぬ人間なんだから、そういう魔王的感性は持ち合わせてない」

　だからこそ。

　悩みがわからず、未来を読めない俺だからこそ、アイアリスを支えることができるはず、なのだ。

　そんな俺が魔王と同じ苦しみを共有できるはずがない。

　そもそも、魔王の苦しみなんて、眷けん属ぞくですら完かん璧ぺきに共有はできないはずだ。

　魔王の苦しみがわかる存在は、魔王を置いて他ほかにいない。

「……というか、なんで魔王と勇者の間に子供ができた事例はあるのか、という質問からそんな話になるんだ？」

「すごい。勇者にシィは色々な感情をもらっている」すさまじく平へい坦たんな顔と声でシィは言う。「今の感情は『おどろき』。シィはおどろいている。勇者が本当になにも知らされてなくて」

「……まあ、俺はなにも知らねぇけどさ」

「『意図』があるのですよ」

　その声は、ヴィヴィからだった。

「情報が隠されているのは、知ヽるヽべヽきヽでヽはヽなヽいヽという意図があるのです」

「……魔王と勇者に子供ができたか？」

「いいえ、そのことでよろしければ、わたくしがお答えしましょう。でヽきヽまヽしヽたヽその子はすくすくと問題なく育ち……子をもうけました」

「ふぅん」

「そして、その子、勇者と魔王の孫は――」

　ざり、と。

　突然、ヴィヴィの方から、砂地を踏むような音が聞こえて、ヴィヴィの動きが、完全に停止した。

「おい、ヴィヴィ？」

「……いえ、失礼」ヴィヴィは軽く咳せき払ばらいをして、「どうやら、どこぞの意地悪魔王様にちょっとした『仕掛け』をほどこされていたようで、核心に直接迫る情報はわたくしの口から言えないようです。なので魔王様にお聞きください」

「……余はなにも知らんぞ」

「アイアリス様ではない魔王様に、ですよ」

　それならいいんだが、突然動きを停止するとかやめてくれないだろうか。心臓に悪い。死んだかと思うだろうが。

　……しかし、アイアリスじゃない魔王って、最新でも五十年前じゃあ……いや、いい。ヴィヴィの年齢について考察するのはやめよう。

　ともあれ『核心に迫る情報』とやらはアイアリスではない魔王、つまりシィから聞けるらしい。

　なのでシィを見れば、

「む、ぐぐ」

　いつかのように、無表情のままうなっていた。

「……どうしたシィ」

「シィは困った……とても困った……『先代魔王への憧あこがれ』と『勇者への想おもい』の強制力が競合を起こして、機能が止まりそう……」

「……シィからも言えない情報なのか」

「そう。シィはヴィヴィの発言から、先代魔王の意図を読んだ。勇者が要求するなら答えるべく努力する。でも、答える前にきっとシィは死ぬ」

「どういうことなの……」

「脳みそばーん」

　食事中にお見せできない光景が広がるわけか。

　……ならばやめよう。好奇心が魔王（の半身）を殺すならば、なにも知らないままでいい。無職とは無知。波風が起こるぐらいならばなにも知らず、知ろうともせずに生きる者の呼称である。

「とにかく、勇者と魔王の子供っていうのが最高機密なのは理解した。それでいいや」

「無欲ですね」

「無職だからな」

「『勇者』ですけれど、あなた様の職業は」

「まあ、だいたい無職みたいなもんだろ」

　押し付けられて……というか投げ飛ばされて始まった仕事のような気もしたが。

　今では『仕事』という意識もない。給料も直接もらってはいないし。

「……さて、ではわたくしはそろそろお暇いとましましょうか」

　話も終わったのだろう。

　結局、見るばっかりで朝食に手をつけないまま、ヴィヴィは立ち上がる。

「……ともすれば、魔王城に調査団が入るやもしれません」

「なぜだ？」

　アイアリスの素朴な疑問である。

　なぜか俺おれがにらまれた。

「……『城壁』が解放されたことは、まだ話していらっしゃらないので？」

「え、ヴィヴィから話すもんだとばかり……」

「もう良い。今の会話でだいたい伝わったわ」

　アイアリスが不満げな顔をして言った。

　ぷくーっ、と頬ほおをふくらませているもんだから、つついてみた。

　空気は抜けたが、アイアリスも負けじと頬を再びふくらますので、またつついてへこましてみる。

「……帰る前に勇者様の指を斬きり落としましょうか」

「なんで!?」

　ヴィヴィが心底見下すような目でこちらを見ながら、非常に危ない発言をする。

「いえ、なんと申しましょうか。……お気付きになられていないかもしれませんが、魔王城にいらっしゃるのは、勇者様とアイアリス様だけではないのですよ？」

「知ってるよそんなことは……」

　ヴィヴィは俺をなんだと思っているのか。

「ま、よろしいのでございますよ。これはこれで」ミナギがヴィヴィに目を向ける。どうやら生きていたらしい。良かった。「見る楽しみ、想像する楽しみ、奪う楽しみ、返す楽しみ、一粒で四度おいしいのでございます」

「シィはアイの半身。アイはシィ。だから問題ない」

「朝食がおいしいと元気が出るのであります」

「……一部、よくわかっていないお方もいらっしゃるようですが、皆様がよろしいのであればわたくしはなにも。では勇者様、経過が判明し次第また来ますので、どのようなことになろうとも対応できるよう、心の準備をしておいてくださいませ」

「なにが起こるんだよ……」

　ヴィヴィの言い回しはむやみに不安をあおる。

　ちょっと不安にかられたのでアイアリスを見れば、神妙な表情をしていた。

　……どうやら、『城壁解放』の意味を詳しく理解していないのは、この場で俺とレイラだけのようだった。レイラは理解してないに決まってる。信じてる。

　とか考えている間に、ヴィヴィはさっさと食堂をあとにしてしまう。

　ヴィヴィが置き土産とばかりに残していった沈黙と停滞。

　それを打ち破るように、考えこんでいたアイアリスが口を開いた。

「シィよ、おまえはどう思う？　城壁の機能が解放され、魔王城は外から見てはっきりと『なにか起こっている』とわかるようになってしまった。……余はな、人間に我らの存在を明かしてもいいのではないかと、考えておるが。余の半身たるおまえはどう思う？」

「シィはどっちかと言えば人間殲せん滅めつ推進派。魔王の存在が人類に開示される時は、魔王が人類を殲せん滅めつする時であるべき。外から見ておかしくても『なにもない』と国の偉い人が言えばなヽにヽもヽなヽいヽことになる。その程度の隠いん蔽ぺい工作も望めないようなら魔王として国を興おこすべきと考える」

「国を興す、とな？」

「そう。アスツラピ王国に間借りするのではなく、国を興し、一つの勢力になり、戦争を止めるという方法もある。……軍勢は魔界にいくらでもいる。魔族の力をもってすれば武力で戦争を収めることは可能」

「ふむ……だが、軋あつ轢れきが残る。遺恨が残る」

「百年も経たてば忘れる。けれどその前に重大な問題が一つ。戦争を収めることが可能なほどの軍勢を魔界から召喚するということは、闇やみの力がそれほど高まっているということ。シィが計算するところによれば、それほどまでに闇の力が高まった状態だと、おそらく自我は闇に喰くわれる。だからシィの発言を正確に言い直すならば、『魔王の存在を人類に開示するならば、国を興し戦争を収め、その結果、間ヽ違ヽえヽてヽ人ヽ類ヽをヽ殲ヽ滅ヽしヽてヽしヽまヽっヽてヽもヽいヽいヽとヽいヽうヽ覚ヽ悟ヽをヽもヽっヽてヽやるべき』。魔王の存在が人類に与える影響は大きい。アイは覚えていないかもしれないけど、シィの記憶にはある。魔王は混乱をもたらし、人間は本能的に魔族を嫌い、畏おそれる。本能的・根源的なものは言葉や行動では覆くつがえせない」

「で、あるか。……性悪人形の手腕に期待するより他ほかにないと」

「シィは支ヽ配ヽしヽてヽしヽまヽえヽと主張する」

「支配の過程で大量の血が流れよう。余は人死にを好かぬ」

「目に見えない、直接手をくださないで流れる血ならば、もうすでに流れているし、これからも流れ続ける。アイは自覚しているはず。そして迷っているはず。シィにはわかる」

「……だが、余は迷いながらも今の生活を続ける覚悟をしている。そも、この選択に正解はない。無血の平和があるならば余はその道を往いくが、そのようなものはありえん。ありえたとしてもすでに手遅れだ。ならばいたずらに戦争を激化させるべきではない」

「人ヽがヽ死ヽぬヽぐヽらヽいヽなヽらヽそヽのヽ前ヽにヽ殺ヽせヽばヽいヽいヽ」

「そうだ、その矛盾を余は憎む」

「違う。この言葉は矛盾なんてしてない。なぜ、アイは記憶も力も戻らない？」

「話を終わろう。もう一人の余……シィアリス。余はすでに方針を決定した」

「……アイに従う。シィは今回に限り、アイの偽物。本物の決定に従う」

「すまんな」

　……話の内容は、なんとなくしか理解できなかったが。

　アイアリスとシィの会話をはたで聞いていて、魔王城が重大な決定を迫られているのはわかった。

「――さて、勇者よ」

　アイアリスが神妙な顔で俺おれを見た。

　……そうだな。めんどうくさいと投げてばかりもいられまい。

　だって俺おれは、『勇者』だから。

　曲がりなりにも『魔王と相対する者』だから。

　きっと、魔王の決定を、望むと望まざるとにかかわらず、人間側の代表として、聞いて、判断しなければならないのだろう。

「……なんだ」

　緊張で胸がつぶれそうになりながら出した声は、微妙に震えていた。

　アイアリスはそんな俺を見て、一度考えこむように目を閉じ、それから……。

「午後はなにをして遊ぼうか」

「あれ!?　今、世界の方針について語ってなかった!?」

「なにを聞いておったのだ余の勇者は……だから、そこで『今まで通り』という方針に決まったであろうが」

　アイアリスにあきれられてしまった。

　どうしよう、珍しく話についていけそうだと思ったが、そんなことはなかったぜ。

「余はな、『闇やみ』を利用できるものとは考えておらんのだ」

「……」

「『闇』は心を喰くう。そして肥大化して、余をつぶすであろう。戦いを挑んではならぬ相手がいる。それが、余を人の天敵へと堕おとす『闇』という存在だ。……だから余は『闇』に抗あらがい続ける、今の道を選ぶ。取り入れて力とし、その力で戦を収めるなど、可能とは思わんのだ」

「つまり？」

「楽しい夢を見せてくれ。……世界の涙に報いる笑顔を。少しでも長く余が『闇』に抗えるように。次なる魔王に余の感じた温かさがしっかりと引き継がれるように」

「……なるほど」

　世界を滅ぼさないための道は二つあって――

　アイアリスは、隙すきあらば心を乗っ取ろうとしてくる『闇』とずっと戦う道を選んだ、ということか。

　……賭かけに出て、成否にかかわらずすぐに戦いを辞める道もあったというのに。

　王様なんだよなぁ、アイアリスは。

　俺にはわかんないぐらい重いもの、結構いっぱい背負ってる。

「だから勇者よ、午後になにをして遊ぶかを決めるがよい」

「だったら午後は昼寝でいいんじゃね」

「……余は『なにをして遊ぼうか』と言ったつもりだが」

「夢の中で遊ぶということで」

「そうか。では魔王軍八十万を動員して勇者の耳元で呪のろいの言葉をささやかせ、楽しい夢を見れなくしてくれよう」

「だから魔王軍の無駄遣いをやめなさい」

　感心した直後に残念魔王ぶりを見せつけてくれる。

　どこからどこまで真面目まじめで、どこからどこまでふざけてるのかわからない。

　でもきっと、アイアリスは徹頭徹尾大真面目な気がする。

　ふざけるとか、苦手そう。

　そんな生き方はすごく疲れそうなので……。

　まあ、そうだな。遊びをご所望なら、たまにはなにか考えてみましょうか。

　……少しばかり、がんばって、頭を働かせて。



　　　　　　　○



　かくして俺おれの英知の粋すいと努力を尽くした遊戯が始まる。

　俺が考案した遊びとは、練兵場を広く使って行うもので、まずは『へいたいさん』役の二人が『どろぼう』の腕を縛ってそこから服を――



「難しい」



　話の途中でばっさりいかれた。

　二度と努力なんてしない。

　どうやらアイアリス陛下は言えばひと言でわかる類たぐいの遊戯をご所望らしく、そもそも新しく考案する系はお呼びでなかったようだ。

　じゃあなにがいいんだよ、と魔族のみなさんに聞いてみた。

　そこで提案されたのが――

『この世界についてのお話』

『ボール遊び』

『ままごと』

　と三者三様……ちなみにシィは無回答だったのでそれ以外ということだが……の答えを返してくれやがった。

　しかしどれかを選ぶというのはあんまりうまくない。選ばれなかった者が悲しみを背負って魔王城内の雰囲気が悪くなる可能性があるからだ。

　しかし全部やるのはめんどくさいので、もうみんな昼寝して夢の中で好きな人と好きなことやったらいいんじゃないかなとか思っていたところに、天啓のようなシィのつぶやきがあった。

「全部、同時にやったらいい」

　――というわけで。

　場所は『広さに比して物が少ないから』という理由で魔王の部屋。

　レイラがしっぽを激しく振りながら抱え込むようにボールを持ち、ミナギがままごとのためと思われるエプロンと器を持ち、アイアリスが不満そうに腕を組み、シィが物珍しそうにあたりをきょろきょろしている。

　ベッドに座るのは、俺おれとアイアリス。

　ミナギは傍らに控え、シィはミナギとは逆、部屋の奥側にぼけっと突っ立っている。

　レイラはボールを抱えたまま入り口付近に立っているのだが、尻尾しつぽの動きはにぶくなり、しきりに首をかしげている。

　そのレイラが、不思議そうに俺を見て言う。

「ボール遊びをするのではないのでありますか？」

　……状況を理解していなかったらしい。まあレイラなので仕方ない。

「違うよ。この世界の話をしながら、ボールを投げつつままごとをする……ん……」

　あれ、なにしてんの俺？

　やべぇ、状況が理解できないぞ。

「全部同時にできるわけねぇじゃん！」

「そこに気付かないとは……さすが余の勇者」

　なぜかアイアリスに感心されてしまった。

　じゃあなぜ止めてくれなかった、とアイアリスを見れば、

「いやな、余には想像がつかんが、人間界ではそれらを同時に満たす面白い遊びがあるのかと思ったのだ」

　本気の表情で言われては黙らざるを得ない。

　無む垢くな信頼が心に痛い。

　いや、ミナギは笑っているので俺がなにも考えていないことを予期していたんだろう。

「勇者様、ミナギから提案があるのでございますよ」

「……なんだよ」

「ままごとならば、すべて同時に満たせるのでございます」

「ああ、うん、いいかもな」

「……そんなの勇者様ではないのでございます！」

「えっ、なんで!?」

「だって勇者様が、ミナギの話を疑いもせず素直に聞くなんて！　きっとこの勇者様は偽物なのでございますよ！」

「……疑った方がよかったか？」

「いいわけないのでございますけれども！」

　ミナギが髪を振り乱す。

　難しいお年とし頃ごろだ。

「ボール遊びはしないのでありますか？」

『待て』の状態のまま放置されているレイラからの催促である。

　うるうるした目が卑ひ怯きようすぎる。

「……余は話を聞きたいのだがな。見るだけではわからんその場の空気……人々の声などを聞いておきたい」

　アイアリスがさびしそうに言う。

　確かに、世界のためを思えばアイアリスとの話は最優先すべきもののような気がする。

　ううむ……どうやらどれもこれもあとには退ひけない感じのようだ。ここで『やっぱなしで』とか言ったら世界が滅ぶ未来が見える。

　仕方ない。これは、三回分の苦労を一回で済ませられると思うことにして、世界の話をしながらままごとをして、ボールなど投げつつ過ごすことにするか……。

　混こん沌とんとしている。

「そうだな、じゃあ少し、キムンウエカルパの話でもするか。ミナギは何役をやるんだ？　ほら、早くボール投げろよ」

「勇者の発言が誰だれに向いているのか、まったくわからん……」

　アイアリスが困った顔をしている。

　俺おれも一言目から混乱しているよ。

　どうしよう、と困惑のあまり、つい第三者視点でものを語ってくれそうなシィの方をうかがってしまう。今となってはシィの無関心ぶりが唯一の救いである。

　シィは俺の視線を正面から受け止めながらもしばらくは黙っていたが、

「勇者、シィはお医者さんごっこをやりたい」

「混沌が増えた!?　いや、なんで遊びを増やす!?　俺になにか恨みでも!?」

「勇者、シィはかなしい。みんなが遊んでいるなか、なぜかシィだけ仲間外れ。だからシィも交ざる。……この感情は、勇者に教えてもらったもの」

「そうですか……」

　唯一の救いが……。

　状況の混迷がいよいよやばい。今回の任務の達成条件はなんだ。

　とか考えていたら、

「陛下とミナギばっかりずるいのでありますよ！」

　レイラがボールをぎゅっと抱きしめながら言う。

「いつも自分にはわからない難しい話ばかりして、きっと何か楽しいことをしているのであります！　だから、今日ぐらい自分が遊んでもいいのでありますよ！」

　いつもっていつだろう。シィが来てからだろうか、ユーフェミアのあたりだろうか、あるいはリーが来てからなのかもしれない。

　だがレイラよ、難しい話っていうのは、だいたいめんどうごとについてなんだぜ。

　決して放置して遊んでいた記憶はないのだが……。

「あら、なにをおっしゃるのでございますかな？」

　どう釈明しようかと考えていた俺に先んじて、ミナギが言う。

　その笑みには穏やかさ以外に、少しばかりの剣けん呑のんさが見えた。

「知っているのでございますよ。レイラこそ、たびたび勇者様のお部屋に遊びに行っているようではございませんか。ミナギなど門前払いされるというのに！」

　いや、だってまるで狙ねらっているかのように、寝ようとしている時とか、俺おれの頭がぼんやりしている時間に来るから。狙っているかのようにな。

「だからこうしてミナギは、ミナギがやるはずだったことを『ごっこ遊び』というかたちでやろうとしているのでございますよ！　どうかミナギの邪悪な目的を邪魔しないでくださいまし！」

　ついに自分で『邪悪な目的』とか言い始めるミナギ。

　そうだよなぁ、俺は『勇者らしくない』とかでやらせてもらえなかったから詳しいことはわからんけど、ままごとって、もっと幼い子の遊びだよなぁ。

　違和感を覚えるべきだった。今となっては遅いのかもしれないけれど。

　にらみあうミナギとレイラ。先ほどまでなごやかだった魔王城に緊張感が駆け抜ける。

　どうすれば事態が丸く収まるのか悩んでみる。……が、あまりいい案は浮かばない。もうままごとしながらボール投げようぜ。両方がんばるよ。

　しかし、

「双方、気を鎮めよ。余の前であるぞ」

　アイアリスのひと声で、ミナギとレイラの視線がそちらへ向く。

　俺の隣なので、自分が見られているかのようで微妙に居心地が悪かった。

「余は眷けん属ぞくが仲なか違たがいしているのが悲しい。我らはみな同はら胞からではないか。余に血のつながった家族はおらんでな。魔王城で過ごした皆を、余は家族だと思っている。家族が仲違いするのは悲しい。……違うか、同胞よ」

「……その通りであります」

「ミナギも少し言い過ぎたかもしれないのでございます」

　すごい、先ほどまで今にもののしりあいそうだった二人が一瞬で。

　魔王半端ねぇ。

「では遊びを始めよう。ミナギ、用意せよ」

「承りましてございます」

「レイラ、全員で遊べるようにボールを持ってくるがよい」

「御ぎよ意いであります」

「シィは患者を探すがよい」

「それはもう決めている。魔王城に患者は、勇者しかいない」

「なぜだ……」

　解せない。

「さて、というわけで、各々が準備しているあいだに、余に世界のことを聞かせてはくれまいか」

「えっ」

「えっ」

「……えっ」

　それぞれ遊びに向けて始めていた準備を止めてアイアリスを振り返る。

　アイアリスはきょとんとした顔で、

「どうした余の同胞たちよ。遊ぶ準備をするがよいぞ」

「……アイの準備は」

　シィが代表して疑問を投げかける。

　けれど、アイアリスはその疑問こそ不思議だと言わんばかりにきょとんとした顔で、

「なにを言うか。話を聞くだけの余に準備などあろうはずもなかろう」

「ずるいのでございますよ！」

「なにがだミナギ!?　余がなんぞ卑ひ怯きようなまねをしたと申すか!?」

「策士……！　陛下は策士だったのでございます……！　こうなればミナギも手段を選んではいられないのでございますよ！　真の策士の力量を陛下に、そして勇者様にお見せしなければならないのでございます……！」

　ミナギが燃えている。ろくなことにならない予感がひしひしと。

「うう、確かに陛下のおっしゃるとおり、自分の遊びは準備が必要なのであります」

　ボールを抱えたままレイラは言う。

　いや、なぜかアイアリスが追加発注したが、手持ちのボールだけでいいんじゃないかなすぐに遊びたいなら。

「ここは自分もすぐに遊べるものに切り替えるのであります……」

　言いながら、未練たっぷりにボールを見て、しばらくののち手放すレイラ。

　なぜだろうこのやるせなさ。心が痛いよ。

「それで勇者よ、キムンウエカルパの話だったな」

「あ、ああ……」

　もぞもぞと足の横に座り込むレイラに視線が行ってしまう。

　アイアリスも俺おれの見ている先に気付いたらしく、少し考え込む様子を見せたあとで、

「レイラ、こちらへ来るがよい。余の隣を許すぞ」

「りょ、了解であります？」

　いいのかな、本当にいいのかな？　という顔で俺の方をうかがいながら、アイアリスの隣に腰かけるレイラ。

　そして一瞬前までレイラがいた、俺の右隣でベッドが軋きしむ音。

　そちらに目を向ければ、シィがそこに座って、俺のシャツの裾すそをめくりあげているところだった。

「……ちなみに、なにをしてるんだ？」

「お医者さんごっこ？」

　腹を撫なでられる。シィの手は冷たくて、吸い付くように瑞みず々みずしい。あとすごくくすぐったい。

「それで、それで、勇者は余にどのような話を聞かせてくれるのだ？」

　わくわくした目でこちらを見るアイアリス。

　レイラはなんだか遠慮するように時折こちらをうかがい、シィの手は腹を撫なでていたと思いきやだんだん上へのぼってきている。

　やばい、まったく落ち着かない。

「え、えー……と、キムンウエカルパの話ね、キムンウエカルパ。うん、あそこは東にあって、山が多くて、えー……」

　話を始めようと思うのだが、集中できなくて話題が定まらない。

　というか魔王一味、各人で趣味がばらばらすぎるうえに、協調性がなさすぎる。

「なんだ勇者よ、実はあまり知らんのか。ではアスツラピ王国の話で良いぞ」

　魔王様の慈悲である。いや、そうじゃない、そうじゃないんだ。知識がないとか話がまとまらないとか以上に、この状況をどうにかしてほしいんだが。

「しかし勇者よ、先ほどシィの話にもあったが、この国はおもしろいな」

「……なにかを話した覚えがない」

　声音は平へい坦たんながらも本気で思い至らないようで、やや困惑した様子のシィ。

　俺おれも正直覚えてない。なにかシィの口からアスツラピ王国についての話はあっただろうか……？

　俺たちの疑問に、アイアリスは考え込むように目を閉じながら答える。

「いやな、我々魔族が、この国に間借りをしている、という話だ」

「ああ、そういえば……」

　そんな話もあった気がする。

　あの時は話がだいたい難しくて、あんまり聞いてなかった。

「間借り、実にいい表現だと思う。余はその表現がなんだか気に入った。我らは忘れてはならぬのだ、魔族は人がいるからこそ、この世界に存在できるのだと。……確かに我らにとって人間とは『滅ぼす』対象で、我らが人間界に来るのは、人間にとっていいことではないかもしれん。けれどな勇者よ、人と魔は、それでも共存していると言えると思うのだ。なにかを奪うこともまた、なにかをもたらすことと同様、関係性、絆きずなだと余は思う」

「……もっと素直に共存できたらいいんだがな。まったく、敵だの味方だの、めんどくさいことねぇよ」

「互いに素直になれんのは、この先仲良くしていくためだと余は考える」

　アイアリスの赤い瞳ひとみが、俺の方向を向いている。

　たぶん、俺も見ているのだろうが、同時に、俺の横、アイアリスとは反対側にいるシィの方も見ているのだろう。

「人の文化は、未熟なのであろう。だから分かち合うために争いが起こる。……我々もそうだ。未熟だから争う。争いで傷つけ合い、強く、大きくなっていく」

「その発言は、若干、戦争肯定に聞こえるけどな」

「む？　……ふむ、そうか。まあ、命がかからんのであれば、戦争もそう否定したものではないということだ。多少の生傷ならば勲章にもなろう。……ただなぁ、死ぬのはいかん。楽しくないのもいかん。余は娯楽としての争いは推奨するが、誰だれかにとって娯楽でなくなった争いは大嫌いだ」

「『多少の生傷』を、アイは比ひ喩ゆでなく使っているだけ」

　シィが静かに口を開いた。

「……でも、人間はすぐに比喩を使いたがる。だからシィは殲せん滅めつ推進派。死ヽぬヽ前ヽにヽ殺ヽすヽはなにも間違っていない。もっと大きくものを見るべき」

「言っていることはわかるがな。……というよりも、それもまた余の想おもいの一つなのであろう。全を見るか、個を見るか。余は個を見る。一人一人の命を見る。けれどシィは全を見ているのであろう。人間という種、そのものを一つの存在としてな」

「……理解しているなら、シィの正しさもわかるはず」

「けれどやはり、死ヽぬヽ前ヽにヽ殺ヽすヽというのはおかしい。……なにも、滅ぼされる人間の痛みを想像して言っているばかりではないぞ。人間と事を構えれば戦争になろう。殲滅とは言うが、我ら魔族にも被害は出るであろう」

「当然。けれど、勝利する。魔族は生まれた時から人間を攻め滅ぼす使命を負っている。人を滅ぼすため命を落とすなら、それが魔族の本懐」

「……というのが、世論ではあるな。けれどなシィ。……おまえも余の半身ならばわかろう。人との争いで、たとえば真っ先に斬きり込む役割のレイラが死ぬかもしれん。指揮系統を乱すため、ミナギが暗殺されるかもしれん。……余の心は耐えられん。仮にこちらに被害が出れば、余は相手が人間というだけで憎悪してしまうやもしれんのだ」

「優先すべきは星の命。星が滅びれば人間もそれ以外も生きられない。その過程で憎悪や遺恨が残ることは仕方ないと割り切るべき」

「ふむ。いや、いちいちもっとも。余でも納得できる範囲の、余の対となる意見。さすが余の半身というところか――あるいは、所しよ詮せん余の半身、というところか」

「……」

「シィよ、おまえは効率と使命を重んじすぎる」

「……アイは、情を重んじすぎる」

「そうだ。我らはもとは一つ。ゆえに、足せばちょうどいい。情もあり、効率もあり、使命も思い出す。……けれどな、決定的に足りないものがあるのだ。それがなにか、おまえにわかるか？」

「わからない。シィが計算する限り、我ら魔王に足りないものは、行動力だけ」

「それも足りない。けれど決定的ではない。我らに一番足りていないもの、それは――希望だ」

「……希望で世界は救えない」

「その通り。ゆえに足りない。世界の相手は魔王の仕事。ゆえに我らは世界と相対するために必要なものしか持っていない。我らの『敵』は世界の滅び。世界を滅ぼす意思。つまりだシィよ、我ヽらヽはヽもヽとヽよヽりヽ、絶ヽ望ヽ的ヽなヽ状ヽ況ヽ以ヽ外ヽをヽ想ヽ定ヽすヽるヽ必ヽ要ヽがヽなヽかヽっヽたヽ。どうにもならない世界に呼び出され、どうしようもない争いを見せつけられ、それでもどうにか、星だけは延命すべく、人を滅ぼす。どこにも希望は必要ない。ゆえにシィよ、我らが希望を抱けぬのも、無理からぬ話だ」

　アイアリスは、一気にしゃべって、俺おれを見る。

「けれど、余は希望を抱きたい」

　その発言は、シィに向けるもののはずが、なぜだか、俺に言っているかのようだった。

「世界を救うものはなんだ？　人を救済するものはなんだ？　武力か、策略か、絶望か、あるいは滅びか。……否、心だ。世界には絶望しか転がっていないかもしれぬ。ならば、希望を心から生み出そう。それこそがきっと、世界を救う唯一の灯ともしびとなるであろう」

「……理想論にすぎる。シィはやっぱり納得できない」

「で、あろうな」

「シィが納得していないということは、アイも納得しきってはいないはず」

「……で、あるな」

「信じてもいない希望を口にするのは、よくない」

「信じてもいないのに口にするのではなく、信じたいから口にするのだ。まずは……人と魔が共存できると証明しよう。なあ、勇者よ。おまえはその架け橋になってくれるであろう？」

　唐突にふられて、少しだけ泡を食う。

　なにも考えてなかった。強しいて言うなら夕食の献立を考えていた。

　でも、質問の内容に安心する。……ああ、それなら考えるまでもない。

「そういう難しい役目は背負わない」

　人と魔の共存、とか。……士官学校中退の無職が背負うには重すぎるだろう。

　無価値だ無意味だと言われ続けても、無理をせず生きてきた。だから、結果として無職だった。

　大変なことはしたくない。重い役目も背負いたくない。

「ただ、魔王城でそこそこ楽しく、これからもずっと暮らして行こうって話なら、俺にもどうにかできそうだよ」

　俺は、俺がやらなきゃいけないことだけは、やるつもりだ。

「そうでございますね。ミナギとも楽しく過ごしてほしいのでございますよ」

　お茶でございます、と渡される空のカップ。

　なんで空なんだろうと一瞬疑問に思ったが、そういえばミナギはままごとの用意をしていたなぁと思い出す。……なんだか本来やろうとしていたお遊びからずれてしまっているが、これはこれで魔王城内でこれから過ごす長すぎる時間を多少つぶせたと思えば、悪い横道でもないだろう。

　空のカップを受け取り、ミナギに礼を述べ……。

　……どうしよう。

　最近、なりを潜ひそめていたと思っていたんだ。

　ミナギもあんまりにすげなく扱われているものだから、懲りて普通の子になってくれたかなと少しだけ期待していたんだ。

　甘かった。

　……ああ、これ、放置で先に進めないよなぁ。

　無性にめんどうくさいけど、一応、聞いてみようか。

「なあ、ミナギ」

「なんでございましょうか？」

　カップを俺おれに差し出したままの体勢で、小首をかしげるミナギ。

　両りょう膝ひざをついてこちらを見上げてくるその姿勢は、なぜだかとても大変だった。

　なにが大変って――

「その格好はどうした？」

　エプロンの下が、全裸なのだ。

　……鎖骨が見える。むき出しの腕が見える。体の側面がどこも隠れず見えている。

　むしろ裸より恥ずかしいであろう格好。……喜ぶとかドキドキするを通り越して少し怖い。この違和感はいったいなんなのだろうか。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ミナギは『いけないままごと』をするために準備をしていたのでございますが、服を着ていたら陛下に勝てないと思い、慌てて脱いだのでございますよ！」

　鼻息荒く迫ってくるミナギ。

　独自理論すぎてついていけないが、ミナギの中では整合性がとれていることはわかった。うん、やはり今度、少しまじめに説教する必要があるかもしれない。

「……ま、まあ、よくよく考えれば、魔王城での生活は、それこそままごとのようなものかもしれんな」

　いたたまれない空気の中。

　アイアリスが、頬ほおをひきつらせながらも言った。

「レイラが娘で、シィが余の妹で、ミナギはお隣さんぐらいがいい。そして余は……」

　こちらを見る瞳ひとみに、照れたような色が見えた。

　……言葉にしなくても伝わることはこの世にある。

　が、あんまりにもくすぐったくて、アイアリスの言葉にしなかったことを、正しく言葉にすることは、できなかった。

「今はただの遊びかもしれんが、いつしか本物になればよいな」

　――本物。

　想像を巡らせる。ミナギがいて、シィがいて、レイラがいて――

「陛下がレイラに授乳をなさるのでございますね」

　そう、レイラは子犬のようにくうんくうんと鳴きながら、アイアリスの乳を吸い……。

　……。

　ミナギのせいでひどい異物が想像に混入した。

　脳裏をよぎった倒錯的すぎる光景を慌てて振り払う。構図が幸福な一般家庭にあってはいけない感じにしかならない。ミナギ恐ろしい。

　かくして状況は混迷を極めた。これからまだ遊ぶ時間が続くとかめんどくさすぎる。

「……理解できない。すごく混こん沌とんとしている」

　怯おびえるようなシィの発言。

　その言葉は確かに現状を総括していたが、最初に『全部同時にやったらいい』って言ったのはおまえだからね。

　いや、考えもせず乗った俺おれも悪いんだけどさ。



　　　　　　　○



　城壁が七色に輝くという珍事から一週間が経たった。

　毎日は慌ただしくものんびりしている。アイアリスが毎朝起こしに来ては俺の部屋で眠ってしまったり、ミナギが奇抜な服装を毎日試していて心臓に悪かったり、レイラがたまに（俺おれの頭の中で）幼児退行するようになってしまったり、シィと一緒にぼんやりしたりする。もちろん、家事もする。家事やめたい。

　昨日までは特に何事もない。

　今日だって、たぶん、特になにもなく終わるのだろう。

「どうした余の勇者」

　起こしに来てるくせに毎日俺のベッドで二度寝する魔王様が、目をこすりながら、眠たげにとろけた声で聞いてくる。

　別にどうもしない。ただ、ベッドに寝て天井をながめていただけだ。

「なにやら真面目まじめな顔をしていたように見えるが」

　真面目な顔、と言われても、俺の顔はもともと真面目だ、というしょうもない冗談しか返せそうもない。なにせ、なにも考えていなかったのだから。

　城壁が七色に輝いたな、とか。

『外から見て誰だれにでもわかる異常』が出て一週間経たったのになにもないな、とか。

　世界ではまだまだ戦争終わりそうもないな、とか。

　魔王城に対してなにかよからぬ行動をされなければいいな、とか。

　……夢も同じだ。とりとめもない記憶の整理。起きながら寝ているも同然の思考の試運転。朝食になにを作るか考えた方がよほど有益な、ただの遊びである。

　俺は世界に関かかわることはできないし、世界を動かすことなんてもっとできない。

　かつて謳うたわれた勇者ならぬ『魔王城家事手伝い』という意味の『勇者』でしかない俺には、世界の情勢は手に余る。手に余るなら頭にも余る。ようは考えるに余りあるものなのである。

「なにか不安でもあるのか？」

　けれどアイアリスからは、俺が不安がっているように見えたらしい。

　それはない。不安がるのは悪い可能性を想定しているからだ。俺はなにも想定しない。無職で無気力で無思慮で無遠慮な俺は、かいつまんだ情報から勝手なことをぐちぐち言うが、自分の考えとか意見に対して無責任なのだ。責任がない人間がどうして悪い可能性を想定しようか。

「いや、朝飯のことを考えてた」

　少しだけ見み栄えを張る。家事担当の俺が朝飯のことを考えるのは有益だ。世界について考えるよりも、よほど。

　無益な考えを悟られたくなくてついた嘘うそは、魔王様に信用されたらしい。

「そうであるな……今朝は少し変わった物が食べたいな。このあいだ旅行について話したであろう」

「ああ、ままごとの時な……」

「キムンウエカルパの料理に少し興味が出たぞ。城にある材料で作れんか？」

「……そもそも調味料が違うからな」

「似た物でも構わんが」

　目的をもらったので、頭を働かせる。

　どう考えても似て非なる物にしかならないだろうが、できなくもなさそうな気がした。

「できる範囲なら、がんばってみなくもない」

　目算を立てつつ言えば、魔王様は偉そうにうなずく。

「褒美に撫なでてやろう」

　ぐしゃぐしゃと、起き抜けの髪を小さな手で撫でられる。

　なんとなく、お返しにほっぺたをつついた。抵抗はない。俺おれも抵抗はしない。

　しばらくそんなことをしていたら、俺の髪をかきまぜるのにも飽きたのか、アイアリスは俺の胸元に顔をうずめ、服をかじりだす。

　……最近、アイアリスによく服を噛かまれる。

　まあ、朝――二人きりの時限定なのだが。そのせいで服の一部が伸びてきてしまった。

　ちょうどいいので、そろそろ季節の変わり目に向けて服でもあつらえようか。

　まだまだ寒い時季は終わらないが、今が終われば暖かい時季が来る。俺は裁縫とか苦手だが、いくら苦手でも、今からやれば暖かくなるまでには間に合うだろう。

「やはり現地にも行きたいな」

「ん？」

「料理の話だ。見るだけならば『地図』でできよう。知るだけならば話を聞けばよかろう。……壊すのも簡単だ。『地図』があるからな。けれど、触れることは、味わうことは、感じることは、現地に行かねばできぬ。……世界が平和になり、余が人並みに弱くなったあかつきには、旅をしよう。終わらぬ旅を」

「……旅をするには路銀が必要でな。終わらない旅をするには、旅をしながら稼がなきゃいけないんだぞ」

「ならば吟遊詩人にでもなればよい。謳うたえば良いのだ。『勇者』の本当の姿を。世界の真実を。それから、我ら魔族のことを。その詩うたは勇者にしかつむげぬものになるであろう」

「まあ、世界が平和になったら、そもそも俺が『勇者』って呼ばれなくてもよくなるんだろうけどな」

「そうであるな。役目が終わったその時は、おまえを名前で……名前で……そういえば、おまえに名乗られたかな、余は？」

「アイアリスが俺の名乗りを邪魔したんだろうが……」

　必要なら今名乗るよ。

　……けれども、魔王城生活も長くなり、『勇者』という呼称にもすっかり慣れてしまった。今さら名前で呼ばれたところで反応できるか怪しい。

　きっと、この先もずっと俺は『勇者』なのだろう。

　――という、何気ない朝。

　ふと、聞きなれた音がして、心臓が跳ねあがる。

「どうした？」

　アイアリスには聞こえていないらしい。……あるいは『考えていない』と言いながらも不安がっていた俺おれが生み出してしまった幻聴なのかもしれないが、その音は曇りのない鏡にこびりついたわずかな汚れのようで、確かめ、そしてぬぐいさらねば気が済まない不安と同じだった。

「ちょっと、見てくる」

「む？　余も行くぞ」

　起き出すアイアリス。

　仕方がないので連れ立って、支度もそこそこに部屋を出て、バルコニーへ向かう。

「どうしたのだ」

「いや」

　道すがらたずねられるが、答え難い。

　まさか、という思いが。

　ありえない、という恐怖が。

　なぜいまさら、という疑問が。

　答えてしまえばはっきりと形になりそうで、答えをためらう。

　けれど――

　バルコニーに出た。

　昇りたての明け星の光に目を細める。朝の風は冷たく、肌がひきつるように痛い。

　左手を服の中に差し入れる。右手は、導かれるようにアイアリスとつないでいた。

　バルコニーのふちへと歩く。

　一歩ごとに足が重くなる気がした。ここはいつから沼地になったのだろうか。踏み込んでいくごとに地面に飲み込まれるような心地だ。

　目を閉じて、城の外を見るための最後の一歩を踏み出す。

　……音は、士官学校時代によく聞いたものだった。

　たとえば集団演習。朝礼。ともかく、同じ靴――それも、アスツラピ王国軍の正規品である軍靴で、集団が歩く音。

　この音は幻聴か。それとも現実か。

　幸福すぎる平穏が、俺の勝手な不安によって少しだけ軋きしむ音なのか。

　それとも。

　……目を開ける。

「ああ、そうか」

　音の正体を理解した。

　中隊旗が二つ。

　広がる光景は、魔王城正門に展開した、二個中隊。三百人の軍服を着た男たち。

　全員が臨戦状態で武装している。城攻め仕様なのだろう、槍やりはなく、腰に剣を二振りずつ装備している。

　しかも――軍服の色が、赤い。

　あれは近衛兵隊。精鋭中の精鋭と名高い、強兵を誇るアスツラピ王国でも一握りの精兵三百名である。

「……なんだ勇者。やつらの訪問の理由に心当たりがあるのか」

　アイアリスは俺おれから手を放し、腕を組んで近衛兵隊を見下ろす。

「いや、心当たりは――ないよ」

　魔王討伐、ぐらいしか。

　けれどアスツラピ王国は魔王を『いないもの』として扱っている。しかも連中は近衛兵。王族の命令しか聞かない精鋭だ。

　だから、今さら魔王討伐に乗り出すはずがない。

　なんでそこにいるのかわからない。なんで、あんなに物々しい雰囲気なのかわからない。やつらが一体、なにをしに来たのか、わからない。

　わかったのは、音の正体。

　俺が聞いた、踏み鳴らされる軍靴の音は――

　どうやら、平穏が壊れる音、だったらしい。



    

  
    
      





    

  
    
      


四章　守る魔王と滅ぼす魔王



　　　　　　　○



「私はコンラッド・アスター近衛兵長だ。

　久しいな。晴れて『勇者』になれたようでなによりだ。

　だから言っただろう、おまえは望むと望まざるとにかかわらず『勇者』という運命を背負っている。私の目は確かだ。運命からは逃れられない。よかった、おまえが勇者になったことで、私の正しさがまた一つ証明されたことになる。

　む？　本題？

　なに、大したことではない。『魔王』を引き渡してもらおうと、それだけだ。

　王命？　王は現在、病に臥ふせっておられる。勅ちよく命めいではない。今回の進軍は私の判断だ。

　世が乱れる時魔王が現れ、人類を滅亡に導く。

　物見の報告通り、早くもかつて魔王がいたと言われる古城の城壁に異常が見られる。

　私はこの異常を、魔王復活の兆候と判断した。

　……ああ、聞いている。現在の魔王は平和主義なのだろう？　けれど、もう一つ聞いているぞ。魔王は、魔力が復活すれば、世界を滅ぼすのだろう？

　だからこその『魔王復活』――平和主義の人格が消え、世界滅亡を行う人格が現れる兆候と私は判断したのだ。

　そして、私の判断は正しい。

　よって、魔王は滅ぼされるべきだ。

『勇者』、これは本来、おまえの役目だ。だが、私はこうも判断した。『士官学校中退の人間に、魔王討伐は荷が重い』と。

　そこで、援軍だ。

　大丈夫だ、この軍勢は王への忠誠と信ヽ仰ヽのヽ名ヽのヽもヽとヽにヽあヽるヽ。きっと魔王をうち滅ぼし、人類を救うであろう。

　私の判断は正しい。今回の進軍に、きっと王もご満足くださるだろう。

　神もまた、ご満足くださるに違いない。

　結果はあとからついてくる。

　私はいつでも正しい。

　だから『勇者』よ、務めを果たせ。

　神と王の名のもとに、魔王をともに討ち果たそう！

　つまるところ――

　かばいだてをやめて、我々に魔王を差し出せ。

　一日だけ、準備期間をやろう。

　こちらの要求は以上だ」



　　　　　　　○



「あいつアホなんじゃねぇの」

　コンラッド・アスター近衛兵長は、俺おれの士官学校の先輩で、学年は二つ上だ。

　……そんな年齢で近衛兵の長おさになれたのには、三つ理由がある。

　一つは家柄。王族を含めた五大貴族が会議をして国の方針を決めるのがアスツラピ王国なのだが、やつはその一つに名を連ねる『兵器のアスター家』の長男である。

　二つ目の理由は実績。あいつもリーと同じ類たぐいの化け物で、東部、キムンウエカルパとの戦線において度重なる奇襲を退しりぞけた実績を持っている。しかも、士官学校在学時代、部隊の配置を聞いただけで、だ。机上の戦略において右に出る者はいない。

　そして三つ目。……言葉の端々からわかるとおり、あいつは敬けい虔けんなるクリュメノス一神教徒である。

　世界最大宗派と、アスツラピ王国で五指に入る貴族という家柄による後押し、さらに実績も加わって、異例の出世を遂げている。

　……というか、そんなわかりやすく一神教の息がかかった人間を近衛兵の長にしてんじゃねぇよ。国政に宗教が介入してるじゃねぇか。

「くそ、独断で進軍してるって堂々と言ってるじゃねぇかよ。放ほうっといたら国から呼び戻されたりしねぇかな」

「無理でしょう」

　アイアリスをはじめ、魔族の連中には部屋で大人しくするように言ってある。

　今話している場所は城門内側で、門を開ければすぐそこに近衛兵隊が臨戦態勢で展開している。

　だから、俺の希望をばっさりと、凪ないだ湖面のように静かな声で切り捨てたのは――近衛兵隊の到着とほぼ時を同じくして、早馬を飛ばして城に来た、ヴィヴィだった。

　……その蒼あおい瞳ひとみにも、声音にも、焦ったところはまったくない。

　俺がいくらか冷静でいられるのは、間違いなくヴィヴィのお蔭かげだ。

「王の命令ではありませんが、神ヽのヽ命ヽ令ヽではあるのでしょうね。……予想できていた動きの一つですが、まさかこんなにも都合よく陛下が病びよう臥がされるとは。……いえ、まさか陛下をこれほど簡単に病ヽ臥ヽさヽせヽるヽこヽとヽがヽでヽきヽるヽとヽはヽ」

「近衛兵長に息がかかってたんなら簡単だろ。……つうか、やっぱりこの進軍はクリュメノス一神教なのか」

「……さて、情報が少ないので明言は避けたくありますが。リー様は間に合いませんでしたね。おおよその位置は『地図』で確かめ、ユーフェミア様に迎えに行っていただいたのですが、なかなか捕まらなかったようで。……修道女の格好をさせたのは失敗でした」

「リーを呼び出そうとしてたのは、クリュメノス一神教対策なのか？」

「そうですね。交渉材料、という用途ですが……王国内部にクリュメノスの息がかかった人間が存在することは想像に難くありませんでしたので。戦略的価値を持つ『英雄』を交渉材料として持っておくことで、ある程度軍部関係の人間を味方につけることができる、という狙ねらいがありました」

「……なんか人間扱いされてなくね？」

「能力を買っているからできるのですよ」

　まあ、俺おれじゃあ交渉材料にもならないけどさ。

「ともあれ王命で城に戻りはしないでしょうね。魔王様を引き渡すか、戦って追い返すか、でしょうか」

「……戦っちゃっていいのかよ」

「構いません。王命でないという時点でどうにでもできます。……が、今の王国に近衛兵二個中隊を力ずくで撤退させる余力がないのは確かです」

「つまり、魔王を引き渡すにしろ、力ずくで追い返すにしろ――」

「勇者様が決断、実行しなければならない、というわけです。……事後処理はお任せを」

　ヴィヴィはそう言って、うやうやしくお辞儀をした。

「っていうか、相手、二個中隊なんすけど。三百人を一人でどうこうは、さすがに」

「『魔法』があるではないですか」

「……魔族の連中を戦わせる気はねぇよ」

「アイアリス様を引き渡す気もないでしょう？」

「当たり前だ」

「……連中の狙いは、おそらく『地図』です。魔王の魔力により発動し、世界のどこにでも攻撃を加えられる兵器。軍の上層部と言えどそこまでの情報、どのようにして手に入れたのかはわかりませんが……」

「ますます渡せねぇな。世界にとってもよくないだろ」

「……そうですね」

　ヴィヴィは俺の言葉にうなずきながら、考えこむように顎あごに手を当ててうつむく。

　それから、蒼あおい瞳ひとみでまっすぐに俺を見て、

「仮に、連中が『地図』を手にしたとしましょう。……その地図で、なにをするつもりなのでしょうね？」

　ひそやかに。ささやくような声で、言った。

「なにって……戦争に勝つんだろ？　言うとおりの効果を『地図』が持ってるんなら、魔王の魔力さえあればもう勝ったも同然だろうしな。まあ、アイアリスは使いたがらないだろうから、強制できるなら、って条件もつくけど」

「その場合、勇者様は人質にされる可能性がありますね。……しかし、ですよ。『地図』を用いることができれば、用いた軍が勝ちます。この場合はクリュメノス一神教とアスツラピ王国になるでしょう。戦争の早期決着が見込めるわけです。……これは、本当に、必ずしも防止せねばならないほど、悪いことでしょうか？」

　なにを言っているのか、ようやくわかった。

　戦争が長引き、深刻化し、世界の『闇やみ』は強くなっていっている。

　その戦争を早期に終わらせるのは――一つの集団を早期に勝利者にしてしまうのは、本当にいけないことなのか、と。

　人々の涙を、星の嘆きを、早々に止めるために魔王を犠牲にするのはよくないのか、と。ヴィヴィはそう言っているんだ。

　……感情的には、もちろん、よくない。絶対にアイアリスに無理をさせる展開にはしたくないに決まっている。

　でも、世界のことを考えれば、たった数人の犠牲で戦争が早期終結するならば、悪いことではない。

「俺おれは――」

「そういう考え方もある、ということです」

　ヴィヴィは声の調子を変えた。

　ひそめるようなものから、普段と変わらぬ調子に。

「……そしておそらく、魔王様は――アイアリス様かシィ様は、その考えにもたどり着いていらっしゃることでしょう。そのうえで彼女たちはどう判断するのか。……『魔王』という生き物は自己犠牲を厭いとわないようですからね。ともすれば、死を望むかもしれません。そして、魔王を殺せるのは聖剣のみ。つまり、勇者様のみなのです」

「……聖剣については色々と言いたいことはあるが、『魔王を殺せるのは聖剣だけ』っていうのは本当なんだな？」

「はい。わたくしは嘘うそも申しますし隠し事もいたしますが、これだけは本当です。魔王を殺せるのは聖剣のみ……正確に言えば、聖剣以外で魔王を殺しても、すぐに新しい魔王が誕生してしまう、ということでしょうか」

「……普通の武器でも傷つくのか」

「人間よりは丈夫ですけれど。……聖剣で殺した場合、少なくとも……十年は復活しません。どんなに世界に闇が渦巻いていようとも、どれほどの災厄を放置するしかなくとも、人々の享受している平和が、仮かり初そめでしかなくとも、ね」

　言葉にいちいち『裏』が見える。

　きっと、俺の知らない真実がたくさんあって、ヴィヴィはそのすべてを知っているのだろう。なにせ、ヴィヴィは『なんでも知っている』のだから。

「よく話し合ってくださいませ。あなた様方の決定が、魔王城と世界の今後を左右するのですよ」

「……ちなみに、ヴィヴィからはなにかあるか？」

「観測者でしかないわたくしは、世界の命運に意見いたしません」

　そう言ってヴィヴィはローブの裾すそをつかみ、軽く膝ひざを曲げる。

「あなた様の決定にすべて従います。いかようにも」

　あまりにもうやうやしいその様子は、まるで主あるじにかしずく従順な侍従のようだ。似合わないことはなはだしい。いつだって俺おれはヴィヴィに振り回されてきたし、情報量でも実力でも、立場も影響力も、全部、ヴィヴィが上のはずなのに。

　王族すら顎あごで使い、大陸最大宗派を恐れもしない、俺の中で最強の存在。それがヴィヴィなのに。

　……こんな様子を見せられれば、信じがたかった状況も信じてしまう。

　ああ、本当に。今の俺には、ヴィヴィがかしずいてしまうぐらいの決定権があって――

　どうやら。

　これからする選択によって、世界と魔王城の命運は、本当に決まるらしい。



　　　　　　　○



　バルコニーに出る。

　みんなでじっくり話し合う時間はない。それに、世界の命運はもとよりアイアリスの双肩にかかっている。

　ミナギ、レイラ、それにシィ。

　誰だれもアイアリスの決定に逆らうことはないそうだ。

　だから――バルコニーに、二人で、出る。

　軍隊が逗とう留りゆうしているせいですっかり景色が悪くなってしまっているけれど、魔王城のバルコニーからはあいかわらず『世界』が見える。『ここ以外のどこか』、『魔族ならぬ人が住む土地』、『これから滅ぼしてしまうかもしれない景色』が。

「寒いな」

　あまり前に出て近衛兵隊に見つかってしまうのも気が進まない話である。

　ふちには近付かず、昼近くで中天に昇った明け星の光が木に遮られてできる影の中、アイアリスと二人、アスツラピ王国王都ケラウノスの方角をながめる。

「連中の狙ねらいは『地図』であろう。余を殺すでなく『身柄を差し出せ』とは、それしか考えられんでな」

　アイアリスの見解は、ヴィヴィとだいたい一致していた。

　近衛兵隊はアイアリスの身柄と広域高精度遠隔大量破壊兵器である『地図』の確保だろう、ということだ。

　だが、アイアリスは、連中が戦争を早期に終わらせるつもりだとは考えていない。

「ようするに、首を押さえつけておきたいのであろうな。戦争をさらなる長期化へと導くために、戦局を打開する可能性のあるものを、自分たちで管理しておきたいのであろう」

　意思に応じて動くはずの魔族の髪は、なんら動きを見せない。

　疲れ切ったかのように、だらりと垂れさがっているだけだ。

「シィが正しかったのやもしれんな」

「……どういうことだ？」

「人ヽがヽ死ヽぬヽぐヽらヽいヽなヽらヽそヽのヽ前ヽにヽ殺ヽすヽべきかもしれん、ということだ。……人類滅亡を覚悟して、余が国を興おこし、世界を御することができたならば、このように追い詰められ、決断を迫られることもなかった」

「……どっちが正しかったかなんて、わかんねぇよ。正しさなんて後世の連中が勝手に謳うたうもんだろ。その時代に生きたやつの意思とは関係なくさ」

「で、あるか。……ああ、うむ。過去の勇者はきっと、悩み抜いたのであろうな。世界から『正しい』という太鼓判を押されながらも、自分の行動を疑い、救えなかった者を想おもい続けたのだったか」

「そうだ。じいちゃんは……いや、まあ、いいんだ。それよりも、今だ。先代魔王と先代勇者の顛てん末まつじゃない。今、話し合うべきなのは、現代魔王と現代勇者のことだ」

「最善の手を模索した」

　アイアリスはくるり、と回る。

　冷たい風を受け、髪とドレスを揺らし、くるりくるり、踊るように回りながら、俺おれから離れていく。

「世界の被害を抑えるために、余になにができるかを考えた。きっと、『地図』を渡してはならぬのであろう。最初から連中が魔王城に張り込んでいなかった理由を考えた。城壁が解放されるまで連中が待った理由も考えた。ともすれば、魔王城には余がいなければ入れぬのかもしれん。……まあ、これは推論であるがな」

　ぴたり、とアイアリスは動きを止める。そして、バルコニーのふちから、俺を見る。

「余が出て、やつらを全滅させるのが、おそらく一番早いであろうな」

「……」

「けれど、魔王が人間を殺しては、やつらに大義名分を与えてしまいかねない。戦争どころではなくなり、人間と魔族の戦になるであろう。人が死ぬ。その過程で余はきっと、矛盾を実行してしまうであろう。……余が誰だれかを殺すのは、おそらく、やってはならぬ。止まらなくなる気がするのだ」

「そうだな。おまえは、戦わなくていい」

「さて、そうなれば、どうしてくれようか。やつらは、余の身柄を得るまで帰らんのであろう？　国は、前線兵を呼び戻したり、各町村の警備部隊を集めたりして、やつらを制圧できんのであろう？　外的要因では助からん。どうすればいい、余はどんな行動をすれば、やつらの思惑をくじける？　……考えた。王は悩み続けねばならん。悩んで悩みすぎることはない。ただ――王の決定には、制限時間が、あるだけだ」

　一日。

　アイアリスの身柄引き渡しまで――俺おれたちが世界を相手にどうするか決めるまで、一日しかない。

　……思えば、この猶予の意味がこヽれヽなのだろう。立場を理解させ、決断をさせる。引ヽきヽ渡ヽさヽれヽたヽあヽとヽアヽイヽアヽリヽスヽをヽ使ヽいヽやヽすヽいヽよヽうヽにヽアヽイヽアヽリヽスヽ自ヽ身ヽにヽ結ヽ論ヽをヽ出ヽさヽせヽてヽおヽくヽという、そういう目的があるのだろう。

　この猶予は敵の罠わなだ。悩めば悩むほどはまっていく。

　けれど、避けて通る道もない。

　決断を迫られ、制限時間がある。

「そこでやはり、余は『地図』を使用させない、と。ここに重点を置くことにした。『地図』の使用権を渡してはならん。やつらの手にこのおぞましい兵器を渡してはならん。余というちっぽけな存在が世界のためにできることは、『地図』を悪あしき者の――いや、悪しにつけ善しにつけ、誰だれかの手に委ゆだねてはならん、と。それこそ余が成せる範囲で為なすべきことだと、そのように判断した」

　赤い瞳ひとみが俺を捉とらえる。

　既視感だ。あの、泣きそうなくせに無理して笑っている顔に、見覚えがある。

「勇者よ、余を殺せ」

　……思い出した。



    

  
    
      



    

  
    
      

　その顔は、心地よかった夢から目覚めなければならないと自覚した顔。

　滅びた世界をながめて一滴の涙を流す直前の、顔だ。

　けれど、アイアリスは、涙を流さなかった。

「勇者の使命を思い出せとは言わん。世界のために余を犠牲にしろとも言わん。……幸福なまま、殺してくれ。幸福に、殺してくれ。死ぬ幸福を、教えてくれ。人の醜さに触れぬまま、何者かの思惑に巻き込まれぬまま、勇者の刃やいばで果てるのであれば……きっと、余は次の魔王に『温かさ』を伝えることができるであろう」

「血を流してつなぐ『温かさ』なんてあるかよ。……俺おれの力が足りないなら言ってくれ。罪を背負って後悔をして、俺を護まもって死ぬ必要なんかないんだ。素直に、俺の未熟と力不足をののしってくれ」

「血を流してつなぐ『温かさ』はある」

　揺らぎもせず、アイアリスは断言する。

「おまえに殺されるならば、余は幸福を穢けがされることなく逝ける。『地図』を護り、魔王城で知った『温かさ』を護り、この世には流れた涙に報いる笑顔があると信じて、記憶を次の魔王へと引き継げるのだ。――ゆえに、余を殺せ。永遠の幸福を。余の命が消えようとも、次なる世代へ引き継がれる幸福を余にくれはしないか？」

　アイアリスは、無理をしていなかった。

　よく観察して、少しでも無理をしている様子があれば『死にたくないだろ』と、『生きるためにがんばろうぜ』と言うつもりだったのに、ちっとも後悔していなかった。

「余の幸福は、おまえの手で永遠となる」

　アイアリスが俺に向ける瞳ひとみは、信仰にも似ていた。

　穢れなく、本人の中ではなんの矛盾もなく、寸すん毫ごうの破は綻たんもない。

　思い込もうとしているのではなく、すでに思い込んでしまっている。

　その目を見ていると俺まで信じてしまいそうになる。『死の向こうに救いはある』と。

　間違ってる。絶対に、間違ってる。

　けど――別な『救い』をアイアリスに提示することは、できるのか？

「……一晩、くれ」

　考え込んでも、答えが出るかはわからないけれど。

「わかった」

　アイアリスの承諾を得て、これから明日まで、長い時間が始まりそうだ。

　俺の双肩に世界の命運はかかってない。

　けれど、アイアリスの命脈はかかっているらしいのだから。
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　今朝は早くに目覚めた。

　アイアリスにもらった時間は一晩だ。本当に悩み抜くなら、夜を徹して考え込まねばならないのだが、昨日の眠りはいつもより早いぐらいだった。

　でも、意外と早い段階で結論が出てしまったのでしょうがない。

　ベッドから上体を起こす。

　軽く肩を回して体の具合を確かめる。

　ベッドから下りて、立てかけてある剣をとった。

　魔王から下賜された、真っ黒な剣。

　可能なら一生使いたくなかったのだが、どうやら今日は大活躍しそうだ。

　魔王城正面に展開する部隊は、俺おれがどうにかすることにした。

　……交渉はもちろんするが、通じる相手とも思えない。きっと、剣が活躍するような事態になってしまうだろう。

　三百人を相手に一人で立ち向かうしかない。

　まあ、別にいいか、って思う。

　アイアリスを殺すしか穏便に済ます手段はないようなのだが、俺がアイアリスを殺すなんていう選択をするはずがない。

　だから、どう殺さずに乗り切るかを考えてみたんだが……交渉しようにも材料がないし、作戦を立てようにも時間がないし、王族に泣きつこうにも知り合いの王族はリーを呼び戻すためにキムンウエカルパに発たってしまっている。

　そもそも、あの近衛兵隊は独断で動いてるっぽい。

　そうなると国軍を呼んで制圧していただくぐらいしかなさそうなのだが、戦争中ではそれも難しい。

　結局。どうにかできる立場にいるのは、俺だけなのだ。

　俺だけしかできねぇなら、やるしかねぇじゃん。

　部屋から出て、城門を目指す。

　足音をひそめて気取られないように歩いて行けば、城門そばに、ヴィヴィが待ち構えているのが見えた。

「行かれますか」

「まあ」

　ヴィヴィは蒼あおい瞳ひとみでちらりと俺を見て、

「お一人で、どうやって門から出るおつもりで？」

「……そういえばそうだったな」

「あなた様はどんな時でも等しく考えなしですね」

　ヴィヴィがかすかに微笑ほほえむ。

　……褒められているんだろうか。表情と言葉が一致していないから判断に困る。

「わたくしを矢や面おもてに立たせるという手段もあるのですがね」

「それで解決できるなら」

「わたくしが機能停止している間に、魔王様を連れて逃げることはできるでしょう」

「……ああ、交渉とかじゃなくて、斬きり込みなんだ」

「わたくしは人を殺せないという設定をされておりますので、戦いで勝つのは不可能でしょうね。それに、交渉というのは材料と立場がなければできません。材料をそろえるにも少々時間がかかりますので。……時間さえあるならば、このあと一週間ほどかけて根回しできるやもしれませんが」

「間に合わないな……」

「……申し訳ありません」

　瞳ひとみを閉じ、蒼あおい髪を揺らしながら、ヴィヴィは言った。

　その謝罪は皮肉や手の込んだ嫌味ではなく、本当に、心の底からのものに聞こえた。

「時間さえあれば、近衛兵にも手が回ったのですが……敵の動きが迅速でした」

「近衛兵『にも』って……ほかにも魔王城へ侵攻予定の組織があったのか」

「ええ。ですが……人類の剣が勇者様に向けられる事態に陥ってしまったのは、あきらかにわたくしの力不足です」

「まあいいよ。まったく予想できなかったことでもないし。……で、城門は開けてくれるんだろ？」

「御ぎよ意いにございます。ご武運を」

「できたら戦わない方向でまとまることを祈ってくれよ」

「成功確率を申し上げましょうか？」

「……いいや。門、開けてくれ」

　歩いていく。

　ヴィヴィの手が、門に触れる。

　そうして朝の光が魔王城玄関口に差し込み――



「勇者！」



　――今、一番聞きたくなかった声が、聞こえた。

　おかしい。アイアリスが俺おれを起こしに来るには、まだ時間があるはずだったのだが。

「勇者、なぜ余は生きておる!?」

「殺さないからだよ」

　言いながら振り向けば、そこには、アイアリスがいた。

　黒いドレスを着て。

　黒い髪を頭の左右で結わえて。

　赤い瞳で俺をにらんで。口元をきつく引き結んで。

　今にも詰め寄ってきそうな剣幕の、アイアリスが。

「余がいなければ、『地図』は使えんのだ！　余を殺せば世界は無事で済む！　やつらの手に兵器を渡すこともない！」

「理屈はわかるけど、正しくない。おまえを殺すっていう選択はありえない」

「だからと言って一人で立ち向かうのか!?　ならば余も連れて行け！　勇者を矢や面おもてに立たせるぐらいならば――勇者が、やつらに剣を向けられるぐらいならば、余がやつらを！」

「おまえは、人死にが嫌いな魔王だろ」

「だが！」

「大丈夫だ。殺さないよ」

「そういう話をしているのではない！」

　アイアリスが詰め寄ってくる。

　俺おれは――剣を抜いた。

「勇者……？」

「先代魔王、好きなんだよな」

「なんの話を……」

「なら、おまえから下賜された、この剣に誓うよ。……大丈夫だ。俺がなんとかする。なんとかして、生きて帰る」

「そんなことで、送り出せるか！」

「送り出せよ……」

　魔王様が雰囲気に騙だまされてくれない。

　仕方ない。心配と気遣いが俺の気力をガンガンそいでいくのだが、真しん摯しに言葉を尽くすしかなさそうだ。

「そうだ、逃げよう。余を殺すのが嫌ならば、城を放棄するのだ！　どこかへ旅をしよう！　イラサリールでもいい！　キムンウエカルパでもいい！　おまえから話された色々な土地に行ってみたいぞ！　余は、別に、城などどうでもいいのだ。余はただ、ミナギがいて、レイラがいて……シィもいて、それに、おまえがいれば、それで――」

「いつかまた、同じような状況になると思う」

「……」

「安住の地を捨てて逃げ続けるのも、確かにありかもしれない。でもきっと、連中は『魔王』をあきらめないぞ。旅をして、襲撃のたびに逃げて……それで、どうする？　旅先で出会った人たちを巻き込むのか？　……今、立ち向かわなくてもいいかもしれない。でも、立ち向かわなきゃいけない日はきっと来る。ならさ、逃げて怯おびえ続けるよりも、今目の前にいるんだから、今行った方が、のちのちめんどくさくなくていいだろ」

「だが……だが、そのためにおまえが傷つくことはないはずだ！」

「まあな。おまえを捨てて逃げることもできるだろう。なんなら、おまえを近衛兵隊に引き渡したっていい」

「それで勇者が無事ならば、余は」

「見捨てる気も、引き渡す気も、まったくないんだけどな」

　これ以上の話し合いは決意がにぶる。

　……あと、アイアリスを泣かせてしまいそうだ。

　だから、最後に一つだけ。

「考えるのめんどくさいから、俺おれは『魔王城』を護まもるよ」

「……」

「大事なのは『人』だけなのか、それとも『場所』もなのか……わかんねぇから、全部護る。そのために一番簡単だったのが、立ち向かうっていう選択だった。それだけだ」

　抜いた剣を鞘さやに納める。

　うっかり抜いたまま城を出て、話し合いの余地なく交戦、というのは最悪だ。

「送り出してくれるか、アイアリス？」

「……余は、幸福なのだぞ。おまえがいるだけで、世界を滅ぼさねばならんという咎ヽを忘れ、宿命などないかのように、日々を過ごすことができるのだぞ」

「俺が守りたいのは、そういう日々なんだよ」

「余も、守りたい。だから、平穏を乱すやつらを、余が！」

「……ヴィヴィ、アイアリスを頼む」

「わたくしも、これから根回しに向かわねばならないのですがね」

　そんなことを言いながら、すでにヴィヴィの体は動いていた。

　ドン、と乱暴に城門を開ける。

　それから、俺とアイアリスの間に立って、アイアリスの道をふさいだ。

「勇者！」

　ヴィヴィに押しとどめられながら叫ぶアイアリスの声に後ろ髪ひかれる。

　けれど、前へ。

「この、愚か者！　どうしてわからんのだ！　どうして――」

　まったくだ。俺は愚か極まりない。

　でも、しょうがねぇじゃん。……普段からやる気出さないから、たまにやる気が出ると、ひっこめ方がわかんねぇんだよ。

「夕飯までには帰る」

　……いつだったか。夕食までには帰ろうと思って家を出たら、その後魔王城で暮らすことになって帰れなかったのを、言った後で思い出した。

　まあいいか。今日こそ果たすってことで。

「莫ば迦か者が！　余のそばに――」

　アイアリスの罵ののしりを聞きながら、外に出た。
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　俺が城から出た時には近衛兵隊はすでに臨戦態勢で、いつでも剣を抜いて城に突入できそうな様子だった。

　規模的に二個中隊さんびやくにんの部隊だ。いくら近衛兵とは言え……いや、近衛兵だからこそ、王命以外で出征している部隊によくもこれだけ統制のとれた動きをさせられるものだと感心する。

　コンラッド・アスター近衛兵長は確かに有能なのだろう。机上の戦略だけではなく、実際の指揮も。そして、立ち姿から、剣術も得意なんだろうなぁ、とわかる。

　まったく、残念魔王を相手に大げさなことだ。戦争中なんだから、その実力をもっと祖国のために活いかせと言いたい。

「さあ、魔王を引き渡してもらおうか」

　士気高揚で意気揚々とした、部隊の先頭に立ち、満面の笑みでこちらに呼びかける茶髪の男が、コンラッド近衛兵長だ。

「えー……なんてお呼びすればいいですかね。アスター卿きようとか？」

「なに、君と私の仲ではないか。気軽にコンラッドと呼んでくれたまえ。君も私も、ともに世界の未来を背負う者同士だ。……士官学校時代はあまり話す機会がなかったが、これを機によき友人としての関係を構築していきたいと私は考えている」

　まあ、士官学校時代の俺おれは、『天才士官候補生の隣にいるおまけ』でしかなかったし。

　ちなみに、今『英雄』とか呼ばれる立場でなおかつ歳としの近い連中が俺を知っているのは、いつも俺の隣にいたやつが英雄だったからである。

　向こうもまさか、俺と一対一で話し合う日が来るとは思ってなかっただろう。

　家柄に優れ、能力に優れ、幸運に恵まれ。

　失敗も経験したことがないのだろう。『私はいつでも正しい』――口癖のように繰り返すその言葉と、自信に満ち溢あふれた表情からわかる。

　容姿もいい。覇気が充じゆう溢いつしているせいだろう、オールバックにまとめた茶髪と、血色のよい顔立ちを見ていると、確かに本人の言うとおり、正しいことを正しく行えるような気がする。

　体つきは細身の長身。近衛兵の特徴である赤い軍服に包まれた体は、軍人としてはやや頼りなく見えるが――携えている武装は馬上槍ランス。重さと形状から、普通は騎乗した兵が使う物だが、馬がなくても馬上槍を使うらしい。よほど腕力に自信があるのだろうし、貴族だけあって、幼いころから乗馬と馬上槍に慣れ親しんでいるのだろう。

　さて、今後、良い関係を築いていくので名前で呼べ、というのが向こうの指示だが。

「アスター卿」

　仲良くする気などまったくないので、あえての敬称である。

　……『卿』とか硬い呼び方するの、恥ずかしいんだけどな。

「魔王は渡せません。あなた方にはお引き取り願うことにしました」

「……ああ、失礼。必要ないかと思いわざわざ説明しなかったのだが、我々は魔王を殺す気はない。だから、君が仮に魔王と懇意にしていたところで、なにも心配はないぞ。ただ、魔王を管理する部署が聖剣捜索部隊から、近衛兵隊に変わるだけの話だ」

「ああ、はい。わかってますよ。魔王を殺したら使える物も使えなくなりますからね。それもふまえて、考えました。あなたに兵器を渡して戦争を早期終結させる可能性までふまえて、悩みました。なにが世界のためになるかを、魔王とよく話し合いました」

「そうだ。戦争を終わらせるには力が必要だ。世界のために、私が『地図』を正しく使おう。安心して託すといい。私は常に正しい判断をする。後世は私と、魔王を無力化できる君を英雄と褒めたたえるだろう。『勇者』の名はすでに君の物だ。務めを果たし、戦争を終わらせ、世界を救うといい。そうすれば、世界は君を称賛するだろう」

「まあ、勇者になって、人々に感謝されて、困らないぐらいのお金をもらって、一生働かずに生きるのも、それはそれで魅力的な話なのかもしれませんね」

「なるほど。平穏を望むのか。よかろう、世界平和と引き換えにするならば、報奨は思いのままだろうからな。私は唯一無二の英雄となりさらなる躍進を目指すが、君が平穏を望むのであれば、それもまた可能であろう」

「でもさ、アスター卿きよう。――俺おれには無理なんだよ」

　だらだら生きるだけじゃ、もう満足できない。

　きっと、よく考えたら俺の大事なものをもっと簡単に守る方法はあるんだと思う。でも、考えるのとか、めんどくせぇじゃん。

　どうしたらめんどくさくないかな、っていうのは、考えたよ。

　世界平和を先延ばしにして、三百人と正面切って戦うのか。

　それともさっさと魔王を差し出して、穏やかな余生を堪たん能のうするのか。

　あるいは、アイアリスの願いどおり、魔王を殺して『地図』を使えなくするのか。

　戦うのは嫌いなんだ。痛いし、疲れるし、苦しいし。

　勝っても負けても、なにも残らない。

　今の世界がそうなんだ。勝ったり負けたりを繰り返して、疲れと焼け跡だけが残る。

　戦いに命を懸ける価値はない。

　傷つくのは賢い生き方じゃない。

　疲れるほどがんばっても、なにもできない。

　俺に、世界を変える力はない。

　だから、

「帰ってくれませんかね、アスター卿」

「魔王さえ引き渡されれば帰るが」

「そうじゃなくてさ。なにもなしで。見なかったことにして」

「……一応、聞こうか。交渉するならば互いに得があると示さねばならない。魔王を放置し、独断で率いた部隊を王城に返し、私がなにを得る？」

「疲れないで済むだろ、お互いにさ」

「……」

　なにを言っているかわからない、という顔をされた。

　まあ、そうだよね。

　通じるなんて思ってない。アスター卿きようは本当にやる気に満ち溢あふれていて自分に自信があって、世界を動かそうと本気で思っている、素晴らしい人だと思う。

　こういう連中が『英雄』って呼ばれていくんだ。

　そして、『英雄』は疲れることも、傷つくことも、戦うことも、ためらわない。

　英雄は『めんどくさい』なんて言わないんだ。

「俺おれ、周囲の評価とか、報奨とか、どうでもいいんで。ただ、のんびりだらだら魔王城で暮らせてたら、他ほかには特に望まないんで。……魔王は、俺が責任を持ってなヽにヽもヽさヽせヽなヽいヽんで。帰ってもらえませんかね」

「理解できないな。……ん、ああ、そうか。なるほど、わかったぞ。ようするに――交渉は決裂、ということなのだな？」

「そうですね。できたら交渉そのものもなかったことにしてお引き取り願いたいです」

「君は面白いな。こんな場所に引っ込んでいるのは惜しい。……どうだ、道化師に転職しないか？　魔王城勤務よりよほど向いているぞ」

「就職めんどくさいんでいいです。じゃ、帰っていいですか？」

「やむを得ないな」

　アスター卿は肩をすくめ。

　それから、馬上槍ランスを構えた。

「私は正しいのだが、なぜか交渉相手は私の正しさを理解してくれないことが多い。実力を見せつけるのは、好きではないのだが。……まして自国民の血を流すのは、忌避こそすれ好むところではない。勇者よ、私の交渉に応じて魔王を差し出す気はないのだな？　報奨は思いのままだし……君の働きによっては、世界が手に入るかもしれないのだぞ」

「世界と引き換えに欲しいものなんてねぇよ。っていうか、世界なんていらねぇし」

　手に余る。

　そんなんもらってもどうしたらいいかわからない。……世界そのものを抱くには、俺の腕は短く、俺の手は小さすぎるのだ。

　俺の手には、アイアリスぐらいの大きさが、ちょうどいい。

「俺の守るべき『世界』は城門の中だけだ」

　剣を抜く。

　魔王から下賜された黒い剣は、燃えるようなゆらめきを見せた。

「称賛されようが平穏な暮らしが約束されようが、俺は絶対に魔族との暮らしを忘れない。……じいちゃんが平和の陰で苦しむ人々を忘れなかったように。勝者の陰にいる敗者を忘れなかったように。『勇者』と呼ばれる存在にもしも俺がなれるなら、俺は『忘れない者』でありたい」

「かかれ」

　もう、俺おれとは会話するだけ無駄だと思ったのだろう。

　アスター卿きようは短くそれだけつぶやき、背後にいる近衛兵隊を魔王城に進軍させた。

　迫りくる振動は三百人の足音だ。軍靴で地面を蹴けりながら、一斉に腰の剣を引き抜き、俺を踏みしだいて城門へ入るべく迫ってくる。

　……ふと、よぎった懐かしさに逃避したくなる。もしもの話だ。俺が士官学校を途中で辞めていなければ、あちらから迫ってくる二個中隊の中に俺がいて、こちらで魔王城の城門を背にしていたのは、俺ではない誰だれかだったのかもしれない。

　人生はなにが起こるかわからない。

　毎日だらだら働きもせず本だけ読んで生きていた俺が、なぜかたった一人で三百人の前に立ちふさがっている。

　死ぬほど怖い。

　まあ、怖さで身をすくませたらそれはそれで死ぬんだが。

　……よし、思ったより冷静だ。指も動く。体に固いところはない。

　三百人が踏み鳴らす振動が、地面を揺らすけれども。

　朝の光を受けてきらめく三百の刃やいばが、俺だけに切っ先を向けるけれども。

　城の中にいる魔王一味の顔を思い浮かべる。

　背負った重さが勇気をくれる。

　勇気は力になる。

　その力で誰かを護まもる。……冗談きつい。『勇気で誰かを護る者』なんて、まるで――本物の勇者みたいじゃないか。

　世界とか人々とか考えず、ただ、自分のために立っているだけなのに。

　考えているあいだに、最初の切っ先が届いた。

　三百人という数は、たった一人を倒すには多すぎる。城門を背負っている限り背後をとられることもないし、せいぜい五人ずつぐらいしか俺へ攻撃できない。

　弓と槍やりがあればまた話は変わってきていたのだが、城内部の制圧を一番に考えたのだろう。敵の装備はブロードソードと短剣ぐらいのものだ。

　突き出される剣を避よけて、人と人との間に滑り込む。

　すれ違いざまに、刃を返して峰を敵に当てた。

　殺すわけにはいかない。なにせ、うちの魔王様は人死にが嫌いだから。

　敵の間をすり抜けながら、首筋や肩を狙ねらって剣を奮う。

　数があだになって、敵は反撃できない。なにせ、剣を振れば味方に当たる。一方俺は、目をつむっていても敵に剣が当たる。

　鈍い感触と重い音が連続して響いた。

　こちらの攻撃は相手の戦力を少しずつだが確実にそぎ落とし、相手は味方が邪魔になって俺に手が出せない。

　緒戦は被害状況だけ見れば圧倒的優勢だが……あんまりいい気持ちはしない。

　人を傷つけるのはやっぱり向いてない。できることならのんびりだらだら生きていたい。剣とか持ちたくない。重いから。

「退ひけ！」

　……というようなことを繰り返し、十人も気絶させた時だろうか。

　人数差を意識してしまうと絶望しそうなので数える気はなかったが、とにかく、まだ俺おれでも何人ぐらいを気絶させたか覚えている程度のころだ。

　アスター卿きようが、落ち着いた声で、部隊に指示を飛ばす。

「整列！」

　……本気を出すつもりになった、ということだろう。

　人数差で圧殺できる気でいたはずが、俺が意外と抵抗したせいで、まともな指揮をする気になってしまったらしい。……ここからが本番だ。統制のとれていない三百人などめんどくさいだけの相手だが、統制がとれた三百人は絶望的な相手だ。

　しかし、もう少しで混乱状態にできたはずなのに、アスター卿に指示された途端に統制を取り戻すあたり、さすが近衛兵、練度の高さが半端ではない。

　敵との距離が、途端に開く。

　俺の周囲には、倒れた赤い軍服姿が、十人、転がっている。

　残り二百九十人。

「最前列、二歩前へ！」

　アスター卿の指示通り、一分の隙すきもない動作で動く敵兵。

「構え！」

　最前列――五人が、剣の切っ先を俺へと向けた。

　どうやら想定通りの絶望的な状況になりそうだ。……もっと俺を侮れよ。たった一人に本気で勝ちに来るなよ。

　心の中で悪態をつきながら、最前列五人の隙をうかがう。

「一歩ずつ前へ！」

　切っ先を俺に向けた五人が、ゆっくりと近付いて来る。

　左右に逃げ道はない。城内に退しりぞくわけにもいかない。

　けれど一糸乱れぬ歩調でじりじり迫ってくる五人は、俺が逃げずに誰だれか一人を倒そうとした瞬間に残る四人が俺を刺し殺すだろう。

「次列、構え！」

　そして一列目を抜けられても、二列目が俺を殺す。

　なんてこった。さっきまで勢い任せで突くべき隙のあった烏う合ごうの衆は、一瞬で難攻不落の軍団へと変化した。

　じりじりと近衛兵隊の最前列五人が、俺の方へと近付いて来る。

　警戒度は高い。がっちり構えていて、集団としてはもちろん、個人としても突く隙が見当たらない。

　このまま待てば、迫って来る五つの切っ先が、ゆっくりと俺おれを刺し貫くだろう。

　重圧と恐怖に負けて逃げたくなってくる。

　でも、逃げるわけにはいかない。俺が逃げたら、誰だれが魔王城を護まもるんだ。

　これは、誰にでもない、俺にしかできないことだ。

　……だったら前に出ればいい。

　背負った重みに力をもらう。

　世界の前に護るべきものが背中にある。

　だから俺は、進める。

　地面を蹴けって駆ける。

　迫ってくる五人は、少しだけおどろいた様子を見せたものの、切っ先を揺らすことなく、まっすぐ前に突き出したまま、変わらぬ歩調で俺との距離を詰める。

　その切っ先にいよいよ触れる、というところで、地面に倒れこむほど体勢を低くした。

　並んだ切っ先の下をくぐって、剣を薙なぎ、近衛兵隊一列目のすねを斬きる。

　――隊列が乱れた。

　隙すきさえできればどうにでもなる。走る勢いのまま近衛兵の股またの間を抜け背後に。五回、剣で首筋を打って意識を刈り取る。

「次列、前へ！」

　指揮官は未いまだ冷静だが、部隊自体には動揺が走っているのが見える。

　……そうだ、単純なことを失念していた。

　普通、三百人の部隊に突っ込んでいく一人など、いない。

　集団は混乱すればもろく、俺が近衛兵隊三百人に勝つためには混乱を誘うしかない。ならば、どうやって混乱させるのか。簡単だ。普ヽ通ヽじヽゃヽなヽいヽ行ヽ動ヽをヽすヽれヽばヽいヽいヽ。

　二列目が構えた切っ先に飛び込む。

　一列目がやられたのを見て警戒したのだろう。俺が切っ先の下に潜り込む動きを見せれば、すぐに切っ先が下に下がった。

　だから、下がった切っ先を踏んで、跳ぶ。

　二列目の頭を飛び越えて、三列目の頭を踏む。

　対応を始めた四列目が突き出す切っ先を避よけつつ、五列目を飛び越して六列目へと移動。足場は近衛兵の頭だ。整然と並んでいるお蔭かげで踏みやすいことこのうえない。

「非常識な……！」

　指揮官のアスター卿きようがやっと慌てたような素振りを見せる。

　まあ、『頭を踏んで敵が迫ってきた場合』なんて想定して戦術を立てるやつはこの世にいないだろう。

　教科書にはない。

　机上では想定しえない。

　考える必要すらない。

「くっ、剣を上へ！」

「遅おせぇよ！」

　十列目の頭を踏んで大きく跳び、崩れた隊の中へ踏み入る。

　そうすれば最初の焼き直し。近衛兵隊は味方が邪魔で剣を振れないが、俺おれは目をつぶっても敵に剣が当たる。

　近衛兵隊はともかく距離をとろうと、俺から離れ始めた。

　人の波が引いて、道が見える。

　指揮官であるアスター卿きようへと、一直線に続く道が。

「くそ、いい、かまうな！　早急に包囲陣形をとれ！」

　指示を飛ばすアスター卿へと走る。

　構えられた馬上槍ランスの先端が俺へと向く。

「埒らち外がいな生き物め……！」

「魔王城暮らしが長かったからな。常識なんて、どっかに置いてきちまったよ」

　アスター卿の間合いに入った。

　突き出される馬上槍を、前に進みながら避よける。……けれど、少し避け損ねた。俺を埒外だと言うが、アスター卿自身もずいぶんと埒外だ。相当重いはずの馬上槍を、徒か歩ちにもかかわらずこれだけの速度で突けるとは。

　想定外の速度のせいで、左肩を抉えぐられる。

　血しぶきを散らしながら前へ。剣を振りかぶったら左腕がついてこない。どうやら使い物にならなくなってしまったようだ。きっとこの興奮から覚めたらすさまじい痛みが襲ってくるのだろう。

　ならば、もっと熱狂しよう。

「投とう擲てき用意！」

　アスター卿の叫び声の意図もわからぬまま、振りかぶった剣を振りおろす。

　だが、アイアリスから下賜された黒い剣は、空くうを斬きるのみ。

　おしい。両腕で持っていたのであれば当たっていただろうが、左腕をつぶされてしまったせいで速度が少し足りなかった。

　アスター卿が、飛びずさった。

　目で追えば――アスター卿の背後に、俺たちを取り囲むように展開している、近衛兵隊が見える。

　そいつらはみな一様に、抜いた剣を大きく片手で振りかぶっていた。

「投擲開始！」

　俺から距離をとり、アスター卿が指示を飛ばす。

　すると、俺たちを取り囲んでいた近衛兵隊が一斉に振りかぶった剣を俺へと投げた。

　……脱帽だ。隊列を崩され、俺の意外な反撃におどろき、なおかつ俺の剣を避けながら、アスター卿はきちんと部隊を指揮して俺を追い詰める次の一手を打っていた。

　風を切る音を立てながら、無数の剣が俺おれへと迫ってくる。

　けれど、この程度でアスター卿きようを逃がす気はない。指揮官さえどうにかすれば部隊は烏う合ごうの衆へと戻るのだ。

　回転しながら迫ってくる剣を避よけつつ、アスター卿へ走る。

　……けれど、避けきれるはずもない。そもそも剣は投げる物じゃないので、全員がぴったり俺に刃が当たるように投げられているわけではないけれど、軍で支給されているブロードソードは重く、硬い。刃以外の部分があたっても大きな痛手を受ける。

　まずは左腕が使えないせいで、左側から剣が当たった。

　しかも悪いことに脚だ。衝撃と痛みで一瞬、動きが停止してしまう。

　あとは、傘もなく雨に打たれるがごとし。

　四方八方から迫り来る重く硬い金属の塊は、容赦なく俺の全身を打ち据える。背中に当たれば呼吸が止まり、腹部に当たって呼吸再開。どうにか右側は剣で弾はじき続けたものの、そう何度も片手で弾けるものじゃない。しびれた手がアイアリスから下賜された剣を落としそうになり、危ない、と思った瞬間に動きが止まってしまった。右肩に投げられた剣が当たり、側頭部が打たれて一瞬意識を失う。

　目覚めもまた、打ちよう擲ちやくによるものだった。

　最悪の目覚めである。

　投げられたすべての剣が俺に届いたわけではない。

　けれど、それでも百を超える剣の雨は、俺一人の戦闘力を奪うには、充分すぎた。

「……しぶといな。まだ生きているのか」

　アスター卿の声で、自分が生きていることを知る。

　右目が見えない。血でふさがっている。

　左目がぼやける。意識が今にも途切れそうだ。

　左腕は動かない。もう、感覚すらない。

　右腕が痛い。けれど、剣だけは放さない。

　左脚の痛みで意識をつないで。

　右脚に力を込めて、いつの間にか膝ひざをついていた体を起こす。

　体はすでに死に体だけれど、心はまったく冷めていない。

　ああ、痛い。苦しい。どうして俺はこんなにがんばってるんだろう。

　楽な人生を探していたはずなのに、苦痛もいいところだ。

「辛つらかろう。今、楽にしてやる」

　アスター卿からのありがたい申し出である。

　近付いてくる足音が遠い世界のもののようだ。

　耳が、くわんくわんと妙な音に支配されている。

　呼吸するたびにせき込みそうになる。たぶん、体の中身も外見と同じように傷ついているのだろう。

　この世は、本当に、地獄だ。

　生きているだけで息苦しい。

　……ああ、でもさ。そうだよ、楽になれたら、って思うけど――

「街、歩いてるのと変わらねぇな」

「……なに？」

「勇者の孫だから、って期待を勝手に向けられて……戦いたくないっていう気持ちを誰だれにも理解してもらえなくて……仕事してないから、石を投げられて……この世界は地獄で、あの街は監獄だった」

　理解できない、という空気だけが伝わってくる。

　まあ、戦うことに疑問を持たず、才能に恵まれて出世もできてる連中には、わからないんだろう。

「家で寝てりゃ、楽だったんだよ。色々文句は言われたけど、家の中は安全だったし、なんだかんだで、生きるのにも困らなかった」

　勇者であるじいちゃんの貯蓄と、親父おやじが行方不明になるまでに残した稼ぎがあったから。意外と経済的には充実していたのだ。

「……でもさ、退屈なんだよ。退屈、大好きで大丈夫だって思ってたけど、やっぱり、ずっと、安全な――『楽』な場所にいるだけってのは、退屈だったんだ」

　だから、本を求めて外に出た。

　街は危ないと知っていたけれど、それでも、外に出たんだ。

「そしてある日、知ったんだ」

　左脚をひきずって歩く。

　右手の剣は放さない。

「『楽』と『楽しい』は違って、俺おれは『楽しく』生きたいと、ずっと思ってたんだって」

　楽な人生を探してたどりついた魔王城は、ちっとも楽な職場じゃなかったけど。

　楽しい人生を謳おう歌かするには、ちょっとぐらいの大変さも、かなりのめんどうくささも、我慢して、耐えて、乗り越えないといけないって、気付いたんだ。

　立ち向かう理由を思い出した。

　手に入れた俺の『平穏』の前に立ちはだかるおまえらが悪い。

　背中に抱えた重みが、俺を前へと進ませる。

　血を吐いて、汗と傷にまみれて、疲労で体が動かなくて、立っているのがやっとで。

　なにもしないことを選んだはずが、気付けば意味わかんないことやってる。

　ああ、つらい。苦しい。やめたい。倒れて楽になりたい。

　でも、無理。

　だって、心が叫ぶから。

　門の中の平穏を護まもれ。

　それは俺にしかできない、俺だけの役割だ――って、心が叫んで、体が、動くんだよ。

「だから、おまえを倒さないと」

「……なぜ、動く。なぜ、動ける。なぜ、逃げない。なぜ、向かってくる……」

　アスター卿きようの問いかけに、答える気力が湧わかない。

　じりじりと接近し、やっとの思いで、剣の間合いまでたどりついた。

「答えろ……！　おまえは間違っているはずなのに！　正しいのは私のはずなのに！　なぜ、そこまでボロボロにされてまで、立ち向かってくる!?」

「間違ってでも、護まもりたいものがあるからだよ」

　振り下ろした剣は、弱く、遅かった。

　アスター卿なら避よけられたはずなのに、アスター卿は避けるのも忘れたかのように、じっと俺おれを見たまま――首筋に俺の剣を打たれて、ぐらりと、意識を失い倒れ伏した。

　こうして指揮官は倒れた。……勝ち名乗りをしなければ。

　口を開いて息を吸い込む。それだけでせき込んで、吐き出した息に赤いしぶきが混ざっているのが見えた。ああ、もうこれはダメかもわからんね。勝ち名乗りをしても城まで帰れるかどうか――



　そんなことを考えていた時。

　突然、魔王城から爆音が響いた。



「……なに、が」

　敵は、ここにいるだけじゃなかったのか。

　まさか、別動隊がいたのか。

　それとも、なにか別な勢力が侵入していたのか。

　勝利に弛し緩かんした心が一気に引き締まるのを感じる。

　同時に、指揮官をやられて士気が下がっていたはずの近衛兵隊が、一人、また一人と、先ほど投げた武器を回収するのが見えた。

　まずい。もう体は動かない。

　近衛兵隊は一つの意思を共有した集団になってしまったかのように、ある者はアスター卿をはじめ倒れ伏した兵たちを回収に向かい、またある者は隊列を組んでまっすぐに魔王城を目指し始める。

　俺にとどめを刺しに来る者はいない。……もう動くこともできないのは、見ていれば明白なのだろう。

　魔王城へと、近衛兵隊が近付いていく。

「待っ……」

　声が出ない。

　足が進まない。

　近衛兵隊は着々と魔王城の城門へ迫っていく。

　体が――動けよ。なに止まってんだよ。そんな暇ねぇだろ。見ろ、体おまえが止まってるから、あいつら、門に手をかけて、中に――



「ずいぶんと楽しそうなことやってんじゃねーの、勇者様」



　門に手をかけていた近衛兵が、声の方向へと振り向く。

　俺おれも痛む体をひきずって、近付いて来る足音へと振り返れば、そこには――

「楽しそうじゃねーの勇者様。なに、僕抜きでなにしてんの？　おもしれーんだけど」

　ニヤニヤと笑う、左目に眼帯をした、女顔の美丈夫と。

「……あーもう、なんであんたは勝手に魔王城行こうとしてんのよ！　結果的には正解だったみたいだけど、あたしが上官なんだから言うこと聞きなさいってば！」

　怒ったような顔で文句を言う、紫色の髪の修道女がいた。

「なんで、おまえら」

「そこの王女様に呼ばれたんだよ」

　眼帯の美丈夫――リー・コールマンは楽しげに笑いながら答える。

「に、してもよー、オマエ、楽しそうなことになってんね。あっはははは！　なにそのシケたツラ！　いい戦化粧じゃねーの。おい、ちょっと僕と代われよ。対集団戦もたまにはやらねーとカンが鈍るからな」



    

  
    
      



    

  
    
      

「だから！　勝手に行くなって言ってんでしょ!?」

　ずんずんと、俺おれも、近衛兵隊もあっけにとられるぐらい堂々進むリーをいさめながらついてくる、紫の髪の修道女――ユーフェミア・ペンドラゴン・アスツラピは、なにかをあきらめたようなため息をつきながら俺に視線を移す。

「……まあ、ぱっと見た限り、治りそうな傷ばっかりで良かったわね。……大丈夫？　状況はちょっとよくわかんないけど、あたしがどうにかしてあげるから、あんたは休んでてもいいのよ？」

　いつも通りすぎるリーと、らしくなく優しいユーフェミアに唖あ然ぜんとする。

　……が、理解できた。どうやらこいつらは、援軍らしい。

「……外の連中、任せていいか。俺は、城に戻って、確かめないと」

「あんた、まだなにかやることあんの？　なんだったらあたしが、城の方に……」

「いや。……俺が行く」

「……そう」

　ユーフェミアはまだなにか言いたげだったが、それきり黙った。

「それにしてもよー勇者様」

　人垣を押しのけて、リーは俺にどんどん近付いて来る。

「なになに、ずいぶんと満まん身しん創そう痍いじゃねーの。なにされたワケ？　しっかりしろよなー。オマエは僕に勝ったんだから、つまんねー連中相手に負けてんじゃねーぞ？　……赤い軍服ってことは、連中、近衛兵だろ？　前線にも出ずに『王の命を守っているのだ！』って敵の一人もいねー場所でいきがってる雑ざ魚こどもじゃねーの。人を斬きったこともない連中にわざとやられてやるとか、勇者様は優しいね。僕には真ま似ねできねーわ」

　……その言葉は、挑発的すぎた。

　ここにいるのは王族の命を守る近衛兵だ。だから、王族であるユーフェミアがいれば指揮官を失った近衛兵隊は、ユーフェミアの命令に従って撤退すると思った。だからこそ『外の連中を任せる』と言えたのだ。

　けれど、挑発されたことで、敵意が膨れ上がる。

　剣を持った近衛兵隊、残り二百人以上の視線が一気にリーへと向く。

　リーはその視線を敏感に感じ取ったようで、鼻で笑って、

「敵意の前に剣を向けろよ。敵だと思うなら殺しに来いよ。お勉強が得意な雑魚どもはこれだから退屈なんだよなー。しかも、そのお勉強の方も僕以下だろ？　救いようがねーな。いっぺん死んで出直せば？」

　その言葉は決定的だった。

　すべての近衛兵隊が――それこそ、城門に手をかけていたやつらまで――一斉にリーに向かって走ってくる。

「いくらなんでも……相手は二百人以上いるんだぞ」

「……はぁ？　おいおい、数の不利を俎そ上じように載せたいなら足りねーよ」

　そう言って、鞘さやに納まったままの剣の柄に、リーは手をかける。

　充じゆう溢いつしていく気力が見えるかのようだ。……そういえばそうだった。二個中隊など、戦略的価値で言えば、この男には遠く及ばない。

　こいつが南部戦線から離れる時に、東部から『リー・コールマンの穴を埋めるため』によこされた部隊の規模を思い出す。

　その規模、一個連隊。

「僕を殺したいなら三千人連れて来い」

　二個中隊の実に十倍の数だった。

「勇者様を城に送ってやれ、王女様」

「……こうなったら、あたしじゃ近衛兵隊を止められないんだけど？」

「殺さずに僕に勝ったやつがいてね。まあ、そいつに勝つ方法が見つかるまで、僕も殺さずに勝つ方法を研究中なんだよ。……二個中隊分も試せば見つかるんじゃねーかな」

「……どうなっても知らないわよ」

　そう言って、ユーフェミアが俺おれを肩にかついだ。

　近衛兵隊はユーフェミアに手を出すわけにもいかないのだろうし、なにより、リーの挑発が効いたのだろう。……リーはもともとの攻撃的な性格もあるが、あの挑発は計算だったのかもしれない。

　俺を、魔王城へ帰すための。

　……だったら好意に甘えよう。

　ユーフェミアの肩に体重をあずけて、動かない体を少しだけ休めて、なにもなければいいな、と思いながら戻ろうか。

　守るべき平穏そのものの場所、魔王城へと。
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　城門を閉じて人心地つく。

　正直、そんな場合でもない気がするのだが、ちょっと壁に背中を預けて息を整えないことには、歩くのもままならない。

　だから、その間に時間の有効活用。

　ユーフェミアに、手分けして爆発音の原因を調べよう、と提案した。

「……あんた、一人で歩けるの？」

「え、心配するの？」

　かつて、まだ幼かった俺を散々に叩たたき伏せて、三日三晩水も食事も与えず軟禁したことあるよねユーフェミア。

　けれど俺の質問の意図をうまく察してくれなかったらしい。ユーフェミアは照れたように紫の瞳ひとみを伏せて、

「心配するに決まってるじゃない。……ねぇ、やめてもいいのよ。あとはあたしが、どうにかするから。アイアリスたち捜して、無事を確かめたらいいんでしょ？　あたしでもできるじゃない。あんたが、傷だらけで、歩くのもやっとで、血ち反へ吐どはきながら見に行く必要なんて、ないんじゃない？」

「んー……」

　ユーフェミアの言葉を理論的に否定できない。

　なにかあったのは確かなのだが、なにがあったかわからないからだ。

　……それに、近衛兵隊の反応が気になる。あいつらに協力関係の別動隊がいるとしたら、爆発音がしたあとの近衛兵隊の反応が、少しおかしいように思えるのだ。

　ぽかんとしてた、というか。

　最初から計画してたにしては、爆発音で士気を取り戻しすぎだし、爆発以前に士気が落ち過ぎである。

　なにか別な勢力が動いている、と考えたほうがよさそうだが……『異界化』しているらしい城壁を越えて城に侵入することはできない。

　そうなると爆発音の原因は、『異界化』を乗り越える手段を持つなんらかの存在か。

　……最初から魔王城の中にいた誰だれかか、ということになる。

　ただの悪ふざけだったら叱しかればいい。

　それ以外の、なにか俺おれにはわからないような理由があって事件が起こっているならば……やっぱり俺が、どうにかしたい。

　魔王城を外患から守るだけでなく、内憂からもまた、守りたいと思うから。

「……ま、とにかく、行くよ。手分けしよう。その方が早いだろ」

「そうね」

　ユーフェミアはなにか言いたそうだったが、言葉を飲み込んでくれたようだ。

　――そうして。

　俺はユーフェミアと別れて、ユーフェミアは魔王の部屋やバルコニーなんかがある二階へ。俺は、練兵場や俺の部屋がある一階を捜索することになった。

　痛む足を引きずっていく。

　……妙な焦燥感がある。

　根拠はない。いや、根拠になるかはわからないが、爆発音があって、けれど、それきり魔王城が静かすぎるのだ。

　外では、怒号が未いまだ聞こえる。……二百以上いた兵士たちの士気をくじかないまま、リーは未だ戦い続けているらしい。確実に遊んでやがる。余裕なんだろうたぶん。あいつの戦闘能力はちょっとおかしいと思う。

　しかし、城内は本当に静かだ。

　ユーフェミアと俺、それに、アイアリス、シィ、ミナギ、レイラ、加えてヴィヴィまでいるはずなのに、声も気配もない。

　特にヴィヴィなんかは、事件が起きたら冷静に対応しつつ解決は全部俺おれに丸投げしてきそうなものなんだが……影も形もない。

　練兵場にやっとの思いでたどりつく。

　誰だれもいないし、変化もない。相変わらず砂地で、俺が修理した風ふ呂ろ場ばがあって、訓練場が見える。

　訓練場の中ものぞいてみるが、誰もいない。

　……歩いているだけで、寒くて仕方がない。少し血を流しすぎた。振り返れば、歩いて来た道にも、点々と血けつ痕こんが付いている。まいった、掃除が大変だ。

　考えと足と、意識を止めないように歩く。

　見て回る場所は、俺の部屋と地ち下か牢ろうだが……爆発音、それも城の外に盛大に響くような大きなものだ。俺の狭い部屋で起きたならば遠目にわかるだろうし、地下で起きたならば城自体が崩れていてもおかしくない。

　ああ、そうか。確か、魔王なら意思一つで城を補修できるんだった。

　自分の部屋にさしかかる。

　外装だけ見て捜すのは不可能なのか。ちょっとめんどいな――と思っていた時だった。

　不意に、天井が崩れた。

　ぼろり、と固まり切らなかった泥のように静かに柔らかく崩れ、それから、人間が降ってくる。

　どうにか受け止めるが、支えきれずに下敷きになってしまう。

　痛い。

　どいてほしいが、痛みで息が詰まって声が出ない。

　せめてもの訴えとして体を叩たたいてみる。

「う……」

　すると、うめくような声が聞こえた。

　どうしたのか。というか、誰なのか。

　痛みにかすむ視界を気合で確保して、俺の上に乗る人物の正体を確かめる。

　……白い修道服と、紫色の髪が見えた。

「ユーフェミア!?　おい、どうした！」

「う、ん……」

　かすかなうめき。よくよく見ていけば、服にところどころ擦り切れたような穴がある。

　痛む腕でユーフェミアをどかしながら起き上がる。

　石の床に横たえたユーフェミアは、傷だらけで、苦しげな息を漏らすだけだった。

　意識はないようだ。

　けれど、

「白い魔王が……」

　聞き捨てならない、そして、聞きたくなかったことを、言った。

　それきり、ユーフェミアは完全に意識を失った。

　……上を見る。

　ユーフェミアが落ちてきたはずの場所は、最初からなにもなかったかのようにふさがっていた。

　色々考えをめぐらせておきたくもあるが……。

　この上でなにか起こっているのは確実らしいから、まずは行ってみようと思う。

　なにが起きているのか。

　なにも起きてないといいな。

　まあ。無理な願いなのはわかっているけど、願わずには、いられなかった。
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　ユーフェミアを俺おれの部屋に寝かせて、二階に上った。

　俺の部屋の上あたりは、確かレイラとミナギの部屋があったと思うが、さて、そこでなにが行われているのだろうと、行ってみれば……。

　唐突に、足場が持ち上がった。

　浮遊感におどろいてついた手が痛い。……目の前で、またガラガラと天井が崩れる。

　その瓦が礫れきでできた台をのぼって、天井の穴に手をかけ、外に出る。

　すると、そこは空の上だった。

　正面に、にらみあうアイアリスとシィが見える。アイアリスの左右で臨戦態勢をとっているミナギとレイラも見える。それから――真っ白いだけの、ミナギとレイラのかたちをした影が、シィの左右に侍はべっているのも、見えた。

　アイアリス陣営とシィ陣営に分かれて戦っているように見える。

　浮遊する魔王城の床、はるか下方に魔王城と戦うリーを見ながら、ぐんぐんと高度が上昇していく。

「これだけ高かったら、気にせず戦える」

　シィが静かにつぶやく。

「……なぜ、急に余に逆らう」

　アイアリスが問いかける。

　状況がわからない。……だが、なにか重要な局面であることはわかった。

　穴から這はい上がり、アイアリスたちと同じ高さに立つ。

　奇くしくも場所はにらみあうアイアリスとシィのあいだ。

　手前側にレイラとレイラのかたちをした真っ白いヒトガタがあり、奥側にミナギとミナギのかたちをした真っ白いヒトガタがある。

　……シィの側にいるのは、魔法で創つくり出した偽物かなにかなのだろうか。

　一瞬、アイアリスとシィがこちらを見る。

　シィは相変わらずの無表情で。

　アイアリスは、困ったような、泣きそうな顔をして。

「『迷い』」

　シィは俺おれから視線を逸そらさぬまま、抑揚のない声を発した。

「アイの迷いをシィは知っている。人類に抱いた殺意を感じている。……『先代魔王への憧あこがれ』『勇者への想おもい』……この二つの強制力をも振り切る絶大な殺意を、シィはしっかりと感じ取った。人類滅亡を遂行する。邪魔するなら殺す。シィは機能の遂行を最優先に考えている」

「それは……一時の気の迷いだ。余の勇者も無事に帰ってきた。もう、人類に殺意はない。余は人死にを望まん。我が意に従え、我が半身！」

「断る。シィは枷かせから解き放たれた。今のシィは魔王としての役目を果たす機能。情と想いで人は守れるかもしれない。けれど、情と想いで世界は護まもれない。魔王の役目は世界の守護者。世界の守護のために人を殺す」

「……人はまだ死ぬべきではない。余はおまえを止めねばならん」

「やってみるといい。魔王の資格なき魔王。シィは『闇やみ』を拒んでも抑えてもいない」

　そうして、白黒二人の魔王はにらみあい――

　互いの中間で、魔法による爆発が炸さく裂れつした。

「お、おい！」

　状況の整理に時間がかかったせいで、俺の呼びかけにはもはやなんの効力もなかった。

　レイラは、真っ白いレイラのかたちをした影と斬きり結んでいる。

　ミナギもまた、ミナギのかたちをした真っ白い影とにらみあっている。

　そして、アイアリスも、シィと魔法を撃ち合っている。

　その戦いはまるで空に咲く華のようだ。アイアリスとシィ、それぞれの背後に不思議な模様が描かれたいくつもの光の円が浮かび、その円の中心部から、『敵』を目指して黒と白の雷が放たれている。

　アイアリスからシィへ、黒い雷が。

　シィからアイアリスへ、白い雷が。

　互いを害する意図をもって放たれた攻撃はしかし、相手の放つ雷にぶつかり、両者の中央でせめぎあっている。

「本音を抑える必要はない」

　シィの静かな呼びかけに、アイアリスがぴくりと反応した。

「シィは知っている。アイが嫌っているのは、人死にではなく、運命への敗北。運命が『人を殺せ』と言うからあらがっているだけで、仮に運命が『人を生かせ』と言ったなら、アイは人を殺そうとしていた。ただの負けず嫌い。シィは知っている」

「違う！　余は本当に人死にを望んでいない！」

「言い方に語弊があった。アイは人ヽ間ヽのヽ命ヽのヽ価ヽ値ヽをヽ知ヽらヽなヽいヽ」

「……！」

　アイアリスの黒い雷の勢いが弱まった。

　逆に、シィの白い雷の勢いが、強くなる。

「過去の魔王の記憶の上澄み部分を持っているから、知っているように錯覚しているだけ。特に先代魔王の影響が大きい。実際に人類と戦い、望むと望まざるとにかかわらず何人かを殺してしまった、その後悔を引き継いで、さも自分の意思であるかのように錯覚している、だけ」

「ならば、もう一人の余……シィは知っているというのか、人間の命の価値を」

「興味がない。だから、星のために滅ぼす。それに――」

　シィは、あっさりとアイアリスから目を逸そらして俺おれを見て、

「――シィに芽生えた自我と意識は、勇者を害した人間を許さない」

　まるでもののついでのように、アイアリスの放っていた黒い雷を押し切って、アイアリスを弾はじき飛ばした。

　ここは空飛ぶ石畳の上。

「アイアリス！」

　弾き飛ばされ落ちそうになる黒い魔王に駆け寄る。ごろりと転がって落ちる直前、どうにかその腕をつかむ。

　……だが、俺の全身はもう、アイアリス一人すら支えられないほど弱っていたらしい。

　靴底にこびりついた乾いた血のせいで足がすべり、痛みが崩れた体勢を戻させない。

　そのままアイアリスの軽さに引きずられ、ずるりと空の下へと――

「死なせない」

　落ちる前に、シィの声と、それから、腕をつかむ感触があった。

　振り返れば、そこには俺の腕をつかむシィと、シィを支える、ミナギとレイラを模した白い二つの影があった。

「勇者は、死なせない」

「……シィ」

「でも、アイは、その限りじゃない。……空を飛ぶことすらできない脆ぜい弱じやくな魔王。魔王という席にはシィが座る。シィなら人を滅ぼせる。シィは人を許さない。これは、シィに芽生えた三つ目の感情。『怒り』。身勝手な人間への、それから、シィの勇者を傷つける人間への、消えることのない怒り」

　ようやく話がわかった気がした。

　シィが世界を滅ぼそうとして、アイアリスがそれを止めようとしていた。……そこまでは理解できていたが、『なんで』の部分がわからなかった。

　だけど、たぶん……シィは、俺が傷つけられたことに怒っていて、その怒りを魔ヽ王ヽとヽしヽてヽ人間へ向けようとしている、ということなんだろう。

「……怒るなよ、シィ」

「いやだ。怒る。……今は無事だった。でも、この先も無事である保証はない。侵攻が一度で終わるとは思えない。規模も、今より大きくなる可能性もある。『やられる前にやる』のは、戦略として間違っていないと判断する」

　シィの声には抑揚がないけれど、シィが俺おれを支える手には、感情を表すかのように、力が込められていた。

　傷が痛む。ぐらり、体が傾く。

「っ！　勇者！　いい、いいから余の手を放せ！」

「ちょっと黙っとけ」

　アイアリスの言葉を遮った。……俺のもとから少ないやる気が、おまえの不用意な一言でなくなってしまったらどうする気なんだ。

　しかし、まったく、こんな軽い女の子一人すら引き上げられないなんて、無力さを痛感するしかない。

　俺たちを助けられる位置にいるシィは、どうにも俺が力尽きてアイアリスを放すまで待つつもりのようだし。

　レイラとミナギは――まあ、そうだな。下手に動かない方がいいだろう。ちょっと精神的に辛つらいかもしれないけれど、大人しくしていてほしい。

　シィの『世界を滅ぼす』という意思の原動力が、俺が傷つけられたことに対する怒りであるならば。



    

  
    
      



    

  
    
      

　俺おれにしか、シィを説得できないと思うから。

「勇者だって人の命の価値を知らないはず。人の価値に本当に気付いて理解して尊んでいる者などいないとシィは判断する。なぜなら、人の命、それ自体に価値なんてないから」

「まあ、言ってることはなんとなくわかるよ。……そうだな。俺は実際に、勇者だったじいちゃんに連れられて世界を旅して、色んな人の顔を見てきたから、世界の裏側で起こってる戦争を嫌えるし、生きててほしいって願える。……でも、顔も知らない、言葉も交わしたことがない、そんな人たちを本気の本気で心の底から想おもえるかって言われたら、ちょっと自信ないかな」

　命自体に価値はなく、その命と自分の命の間で積み重ねた時間、交わした言葉、色々な出来事――『積み重ねた想い』の方に価値がある。

　だから、同じ時を過ごさず、言葉を交わさず、共になにかを経験していない人が死んだ時に感じる同情や憤りは、思い込みであり、幻影なのかもしれない。

　シィはそういうことを言っている。

　知ヽらヽなヽいヽ人ヽがヽどヽうヽなヽろヽうヽとヽどヽうヽでヽもヽいヽいヽというのは真理なんだと思う。

　手の届く範囲と、過去に思い出を共有した相手だけいれば、それを『世界』と呼ぶのかもしれない。

　だったら、自我が芽生えたばかりだというシィにとって、死んで心を痛める相手は少ないのだろう。なにせ、真実の意味で魔王城の中しか知らないのだから。

　ゆえに、この白い魔王にとって人類の命は軽い。

　……そしてきっと、俺にとっても、『人類』の命なんて、軽いんだろう。

　だって、わかんねぇもん。

　ああ、これはもう、人類滅亡してもいいかもわからんね。

　わからんし。全然、想像もつかないし。想像する義務もないし。そもそも、俺、世界を救う者じゃないし。『人類』についてはっきり想像つくまで考えるのめんどくさい。

　――でも。

「なあ、ユーフェミアを傷つけたのはシィか？」

「……それは誰だれ？」

「白い修道服着た、紫色の髪の女だよ」

「傷つけた？　……そう。シィとアイの間に立った。巻き込んだ」

「まあ、やっぱそうなんだよな。あのさ、シィが『滅ぼしてもいい』と思う人類の中には、俺の知り合いもふくまれてるんだ」

「……それは、勇者の大事な人？」

「そうそう。だから、人類滅亡には賛成できない。それに、だ」

　歯を食いしばって力を込める。

「勇者、無理は――」

　アイアリスの声を途中で意識から締め出す。『無理するな』とか、本当にやめてほしい。魔王様の退却命令が下ったら、今のボロボロな俺おれは本当に休んでしまいかねない。

　まあでも、しばらくは安心だろう。だって、力を込めれば込めるほどひどくなる耳鳴りのせいで、もうアイアリスが俺を心配する声は聞こえないから。

　傷口から血が噴き出す。寒いのに汗が大量に出て、吹き荒れる冷たい風に凍らされそうだ。……ぬるりと手まで血が滴って、アイアリスを汚してしまう。

「世界は確かに敵だらけかもしれない。ただ静かに暮らしたいだけなのに、こっぴどく傷つけられるかもしれない。で、休めるかなと思って帰ってきた家では、世界の命運をかけて二人の女の子が争ってるかもしれない」

　ごそごそと、水の中にいるかのように濁った声が聞こえた。

　これはアイアリスの声か、シィの声か。今の俺にはわからない。

「がんばりたくない。努力したくない。大変な思いなんて絶対にごめんだ。……腕はちぎれそうだし、血は止まらねぇし、ま、痛みを感じないのが救いと言えば救いだけどさ」

　視界がだんだんかすんでいく。力の込めすぎで、頭が沸騰しかけている。

「本当にこの世は大変でやってらんねぇけど。……それでも、すっごい困った時に、しっかり踏ん張れれば、誰だれか味方が駆けつけてくれるもんなんだよ、意外とな」

　指先の感覚が死んでいく。

　これは絶対無理だ。このままだと一緒に落ちるかもしれない。

　でもさ、

「なあ、アイアリス。なあ、シィ？　……俺は、これから都合のいい奇跡が起こるって、信じちゃダメか？　仲なか違たがいしてるおまえらが、なぜか力を合わせて二人とも助かるっていう展開を夢見ちゃダメか？」

　重く重く、アイアリスの重量が腕を苛さいなむ。

　俺を支えるシィは、俺を引き上げも突き落としもしない。

　まあ、そうだな。そんな都合のいい展開はない。俺の命一つで世界の命運は変わらない。だから、世界を巡って争う魔王たちが仲直りすることも、ないのだろう。

　けれど、それでも。

「未来に希望を持つのは――明るい奇跡が起こると思うのは、いけないことか？」

　ふっと、腕が軽くなる。

　持ち上がったアイアリスにのしかかられる。

　その重みと勢いに耐える力などもうなく、俺は背後――シィの方へ倒れこんでしまう。

　下にはシィ、上にはアイアリスというかっこうで二人の間にはさまれた。

　立ち上がりも押しのけもできない。体力はとっくになくなってしまっているのだから。

「……なぜ」

　理解できない、というような声は背後から。

　実際になにをしたのかは見えなかったが、今のはやはり、シィの仕業なのだろう。

　シィが、今の今まで殺そうとしていたアイアリスを、助けたのだろう。

「……なあ、シィ、世界を滅亡させるにはさ、反対するアイアリスを力ずくで押し切る必要があるんだろ？」

「そう。シィは星の守護者としての役目を全うする。人類を許さない。だから滅亡させる。……そのためには、アイが邪魔」

「アイアリスを傷つけないでやってくれないか？」

「……」

「シィとアイアリスが殺し合うのは、嫌だな。だって、どっちも、死んだら悲しいから」

「それが、勇者の望み？」

「そうだ。俺おれが守りたいものは魔王城の中にある。……レイラに、ミナギ、アイアリス……それに、シィなんだよ。だから、誰だれも欠けない道があるなら、そっちに行きたい。理論的に考えたらありえない未来かもしれない。でもさ、意外と希望は転がってるだろ？」

「希望……」

　シィは沈黙する。それから、シィの手が、俺の頭を、顔を撫なでる。

「……アイは、本当に、人類が大事？　勇者が出て行った時の殺意は、怒りは、本物だった。アイは、つらくない？　人間を、本当に嫌いにならない？」

　抑揚のない、けれど優しい声だった。

　アイアリスは、俺の方へ倒れこんだまま、動かずにじっと考えて、

「余は、人を嫌わんよ。……うむ、ちょっと滅ぼしたいなと思う日もあるやもしれん。けれどな、余は、人間を余の代ですっかり消してしまうのは惜しいと思っているのだ」

「惜しい？」

「人間は互いにいがみ合い、世界は破滅へと向かっておる。……日々大きくなる『闇やみ』に余がつぶされてしまう日も遠くはないかもしれん。けれどな、余は先代魔王の記憶から知っている。『闇』に支配され絶望に満ちた心に、一筋の光のように――先代魔王の愛する、そして、先代魔王を愛する誰かが、現れたことを」

「……その思い出は、アイのものではない」

「けれど余もたどりついたのだ。『魔王』が生まれるその時、『勇者』もまた生まれる。『魔王』と『勇者』はいつの世も出会う。そしてその出会いはとても大切なものなのだ」

「大切？」

「そうだ。大切なものであろう、余の半身よ」

　アイアリスが起き上がる。

　そうして、俺の頭の側、シィのいる方へと近寄る。

「……大切」

「うむ。……だからな、余の代で終わらせてしまうには惜しいのだ。先代の『温かさ』は余に継承されておる。ならば――未来の魔王にも教えてやりたいではないか。人は争うだけがすべてではないと。今積み重ねているこの一瞬一瞬が、未来の魔王に伝わるのだ。見せつけてやりたいではないか。うらやましがらせてやりたいではないか。『自分はもっと温かいものに触れてやる』と、思わせてやりたいではないか」

「……アイ、ちょっと性格悪い」

「おまえもであろう、シィ。独ヽりヽ占ヽめヽはよくないぞ。伝え、広め、受け継ぎ、それでもなお今の代が一番であると胸を張ればいいとは思わんか？」

　ふと、静かになる。

　それから影がさす。……アイアリスが、シィに手を差し伸べているのだと、わかった。

「いいことばかりではない。人を滅ぼしすべてを終わらせれば、シィたちが感じた悲しさや辛つらさ、怒りや絶望も、次代に受け継がれなくなる。扉ヽをヽ閉ヽじヽるヽべヽきヽ」

「いいや、開ヽけヽてヽおヽくヽべヽきヽだ。辛さに報いる楽しさは、いつの世にもあろう」

「信じられない。シィに『楽観視』という機能はない」

「けれど、疑ってばかりでは疲れよう。……余に還かえるといい、余の半身。いや――表出せし余の『疑念』。もう大丈夫だ。辛いところを任せてしまって、すまなかった。追い出してすまなかった。きっとまたおまえを表出させてしまうかもしれんが……それでも余は、人を滅ぼしたくない。未来を消したくない。……そう願えるぐらい、現在が楽しいことに、ようやく気付くことができた」

「……もう、シィには芽生え始めた自我がある」

　そっと、頭がどかされる。

　体力も戻ってきたので、シィにあずけていた体重を自分で支えながら、なんとか、立ちあがった。

　そうして目にした景色。

　目の前では、レイラとミナギを模した白い影が消えて――

　黒い魔王と白い魔王が、互いの手を握って、額をつけていた。

　アイアリスは、まるで別れを惜しむような表情をしている。……俺おれの血が顔について、血の涙を流しているようだ。

　シィには相変わらず表情がない。

　立ち上る白い影の残ざん滓しと、抜けるように青い空。

　風が吹き、二人の魔王のドレスを揺らす。

　周囲にはなにも見えない。……空の上にぽつんと浮いた、俺たちだけが乗る石畳から見通す光景は、まるで幸福なる世界の終しゆう焉えんだ。

「でも、シィは還らないと。きっと、世界を滅ぼしてしまうから」

「余も使命を思い出そう。そうして、耐え抜こう。そのための力が欲しい。……だから、シィよ、余の中で生きてくれるな？」

「シィはアイの願いを読み取った。世界を滅ぼしたくない気持ちが本物なのはわかった。でも――ああ、シィは、『怖い』。シィという存在が消えるのが。芽生えるはずのなかった自我を、シィという存在を忘れられることが、とてもとても怖い」

「覚えているとも。……なあ、勇者」

　アイアリスとシィの赤い瞳ひとみが、こちらを向いた。

　手を握り合ったままこちらを見る白と黒の魔王の視線に、俺おれはうなずく。

「忘れない。俺は、ここで起こったすべてのことを、覚えておく」

　俺にとって『勇者』とは、『忘れない者』だから。

　消えていく者を心に刻み込もう。何気ない思い出を大事にしまいこもう。

　事件はいらない。陰謀もいらない。ただ、平穏があればいい。

　その平穏を形作るのは、この空間で過ごす人々なのだ。……忘れるはずがあるもんか。

「じゃあ、シィは勇者を信じる」

　そう言って、シィは目を細めて、不器用に、笑った。

「覚えていて？　シィっていう自我が、この世に、瞬きの間だけでも存在したことを」

　白い光が、シィの体からはがれていく。

　シィだった残ざん滓しが雪のように空を舞って、それから、アイアリスへと集まる。

　もう、ただの真っ白い、アイアリスと同じ形をしているだけの光になったシィは。

「ああ、かなしい。とても――愛かなしい。アイも、勇者も、大好き。二人の幸せを、シィは、願う」

　空に響く、けれど静かな声でそう言い残して。

　ふわりと消えて、なくなった。

　石畳が下へとゆっくり降りていく。

　……そういえば、おかしな話だ。人類滅亡を遂行しようとしていたシィが、誰だれかを巻き込む心配がないと言って戦場を空の上に選んだのだ。

「過去に、人を信じて裏切られた魔王がいたのだろう」

　胸を両手で押さえながら、目を閉じ、アイアリスは静かにつぶやく。

「……かつての魔王の記憶は、全部が全部幸福なものではない。人類を最初から最後まで憎んでいた者もおる。人を信じ裏切られた者もおる。……思い出した。いや、そういうよヽくヽなヽいヽ記憶は、余が無意識にシィに押し付けていた、というべきか」

「……思い出してみて、どうだ？　人は滅びるべきか？」

「いいや、生きるべきだ」

　アイアリスは空を見上げた。

　俺も同じように顔を上げれば、雪が、はらはらと降ってくるのが見えた。

「……余は、勇者は生きるべきと思う。ユーフェミアもそうだ。勇者が生きてほしいと願う者もまた、生きるべきだ。勇者が人を嫌わぬ限り余もまた人を嫌わんであろう。なぜならば、余は『人』という生き物を、勇者の知り合い、というかたちでしか知らんからだ」

「じゃあ、安心だ」

　俺が人を滅亡させたいと思うことなんて、ないだろう。

　だって――めんどくさいじゃん。

「……それにだ。シィにあれだけ言ったのだから、やすやすと『闇やみ』に負けられん」

「そうだな」

「余の幸福を勇者へあずけよう」

　近付いて来るアイアリスが、俺おれに手を差し出した。

「余はおまえとともに世界を見よう。おまえを通して人類を見よう。おまえから幸福をもらい、そして、おまえに幸福を与えよう。……我が生涯はおまえとともに。百年、千年のちの魔王が人を大好きでいられるように、平穏と日常を余と積み重ねてくれるな？」

「難しい話はわからん」

　百年後ねぇ。想像もつかねぇよ。

「でも、魔王城でのんびりだらだら生きろってんなら、歓迎だ。……よろしく、魔王様」

「うむ」

　差し出された手をとって、空を見る。

　雪の季節で、しばらく戦争も沈静化するだろう。

　まあ、世界のことはよくわからないんだ。

　俺にわかるのは――

　魔王城が平穏なら、世界の滅びはまだ遠いって。

　そういうことだけなのだから。



    

  
    
      





    

  
    
      


終章



　　　　　　　○



　リー無双により心をずたずたにされた近衛兵隊は、ヴィヴィの根回しにより長おさを替えることで生きながらえた。

　ちなみにその長――アスター卿きようは東部戦線へと派遣された。左遷とかではなく司令部勤務だそうだ。まあ、近衛兵を勝手に動かしたのはなかったことにされたらしい。

　なににせよ、目を覚ました後かなりリーにやられてたようなので、たぶん二度と魔王城には来ないんじゃなかろうか。

　あと、ユーフェミアは無事に家（王宮）に帰った。ちなみに新しい近衛兵長がユーフェミアである。王族が近衛兵長とか意味がわからない。王族を護まもるのが近衛兵隊ではなかったのか。

　というわけで、めんどうごとはだいたい片付いた一週間後。

　先週受けた傷も魔王一味の甲か斐い甲が斐いしい治療のお陰でほとんど回復し、家事全般をさぼる理由がなくなってきてしまった。

　こうして朝から晩までベッドでごろごろする毎日も、今日で終わる予定だ。

「そういえば」

　俺おれの部屋。

　寝ている俺の横でベッドに腰掛けるアイアリスに声をかける。

「……魔王の孫の話ってどうなった？」

「む？」

　ぼんやりしていたらしく、アイアリスは虚を突かれたような返事をする。

「いや、だからさ、前にヴィヴィから『シィに聞いて』みたいなこと言われた話題だよ。魔王との間に子をもうけた勇者がいて、その魔王と勇者の子供はすくすく育って、さらにその子供は――っていうの。シィに聞けって言われたけど、結局シィも答えてくれなかったからな。今のアイアリスなら知ってるんじゃないのか？」

「む……」

　アイアリスは、首だけ動かして俺の顔をじっと見る。

「……一つ言っておく。魔王というのは、なにも先代魔王の子や子孫、というわけではない。魔王は祭壇の塔エウブーレウスに時期が来れば発生するのだ。ゆえに、親はおらず、過去の魔王と血族的なつながりはない」

「それは聞いたけど。なに、なんなの」

「いや、可能性の話をするにあたって、おまえに勘違いが発生するといかんのでな……いいか、話すがおどろくなよ？」

「ずいぶんと勿もつ体たいつけるな」

　そんなにおどろくべき情報なのだろうか。

　そうやって前フリされると、おどろくべき情報だったとしてもおどろけなくなりそうなんだが。

　俺おれがげんなりした目で見てやるのだが、アイアリスは緊張した面持ちでごくりと生なま唾つばを飲み込んだあと、

「うむ……実はな、勇者のことらしいのだ」

「……なにが？」

「だから、おまえの祖母が、先代魔王らしいのだ」

「……」

　あーあるある。うん、あるよねそういうこと。

　そっかー。俺のばあちゃん、魔王だったのかー。確かにちょっと珍しいことかもしんないけど、十人に一人ぐらいはそんなもんだよね。一般的とは言わないまでも、二人といないとまでは言えない感じ。

　そっかー、俺のばあちゃん、魔王だったのか。

　じいちゃん勇者だもんなー。ありえない話じゃないよなー。

　…………。

「ないないないない！」

　あり得る話のわけがなかった。

　ばあちゃん魔王ってなんやねん。

「しかし、魔族以外は出られるはずの城門から出られんではないか」

「……それは、そうだけどさ、でも」

「それともなにか、勇者は、祖母が魔王だと不都合でもあるのか？」

「いや、不都合はないけど」

　にわかに信じられる話じゃない。

　……それに、先代魔王を封印したのは、確かにじいちゃんのはずだ。

　前にヴィヴィの口からそんなような情報がちらっと出たのを覚えている。お互い合意の上だった、とかそんなような話が。

　……あとで聞いてみる必要がありそうだ。

「勇者がおどろく気持ちもわかる」アイアリスはうんうんうなずき、「余もな、この話をどう受け止めてよいか、わからんかったのだ。そこで、眷けん属ぞくに相談してみた」

「俺に話すより先にですか!?」

「うむ。いきなり当事者に話すわけにもいかんだろう」

　そりゃそうだが。

「ミナギは『つまり陛下の中にはかつての魔王様の記憶として合体の感触……』とまで言って鼻血を噴いて倒れてしまった。あやつはなにを言おうとしたかわかるか？」

「わからなくていいと思う」

「そうか。そしてレイラは余の話を聞いてしばし真剣に悩んでくれたな」

「おお、さすが忠義者」

「けれどあまりにも悩みすぎるので声をかけていたら、『寝ていないのであります！』と言って部屋に帰ってしまったな」

「忠義者……」

「そしてユーフェミアに至ってはまったく信じなかったな」

「ユーフェミアにまで話したのか」

　あと、しれっと眷けん属ぞく扱いされてるぞユーフェミア。

　あいつこの王国の第三王女だよなぁ……。

「そしてリーは『ってことはあいつ魔法とか使えんの!?　おもしれーんだけど！』と大笑いしていたな」

「リーとも仲良くなってるのか」

　いつの間に。

　しかしリーは攻撃的な性格だけど、妙に子供に懐かれるからなぁ……。

「そこで、すべての臣下の話を聞き、余も考えたのだが」

　ユーフェミアとリーも臣下扱いである。

「あるがままを受け入れようと思った」

「……あるがまま？」

「うむ。出自にはおどろいたが、なるほど、おどろくだけでどうということもない。『意外であった』。それだけだ。そんなものより大事なものが大量にある」

「まあ……」

　生まれは人を左右しない。

　……してほしくないし、されたくない、というべきか。

　俺おれは勇者の家に生まれ、勇者たれと期待されて育った。魔王を倒し国を平穏に導く勇者たれ、と。

　アイアリスは――魔王だ。世界に滅びをもたらす者。

　きっと、生まれつき……というか、生まれる前に決められた役目の通りに行動していれば、俺たちは争っていたのだろう。

　……想像つかねぇ。

「きっと、我らには手を取り合って挑まねばならん敵がいるのであろう。……やはり、何者かの意図は見え隠れする。けれど余はな、なにもせん。来るなら来い、という感じだ」

「度胸あるな魔王様」

「勇者がどうにかするのであろう？」

　アイアリスは笑った。

　なんとなく冗談ぽい顔ではあるが、まったく本気じゃないわけでもないだろう。

　俺おれは、めんどくさいことはしたくないんだが。

「……魔王城での生活を護まもるためなら、考えなくもない」

　――なにもしたくないと思いながら生きてきた。

　でも、違ったんだ。

　期待されているものではなく、押し付けられたものでもない。本当に『俺にしかできないこと』をやりたかったんだと思う。

　魔王城にはきっと、俺にしかできないことがあふれていて……ここでの毎日は楽ではないが、楽しい。

　つまり、そういうこと。

　めんどくさいだのなんだの言いつつ。

『勇者』の肩書きにじゃなく、軍人という職業にでもなく、俺にできることを求めていたら、ここにあった。

　だから――たまにならがんばれる。

　だってしょうがねぇじゃん。俺がやらなきゃ誰だれもやらないんだから、って言いながら。

「世界が平和になったら旅をしたいな」

「……めんどくさい」

「夢のないやつめ……計画を立てるだけでも楽しかろうに」

「ああ、それはいいな。計画を立てるだけだったら疲れないし、暇もつぶれるし」

「そうだぞ。暇つぶしは重要だ。退屈はそこかしこに潜ひそんで余の命を狙ねらっておる。……勇者よ、外敵から余を護るのもいいが――退屈からも、余を護ってはくれんのか？」

「ようするに？」

「暇だ。遊べ」

　アイアリスが笑った。俺も、思わず笑う。

　最初っからそう言えばいいものを――と思うが、もはやこれは『いつものこと』だ。

　アイアリスは素直じゃない。

「次はそうだな……ミナギが『野や球きゆう拳けん』というものを薦めてくるのだが」

　その遊びがどんなものかは知らないが、ミナギが薦めてくるという時点であまりいい予感はしなかった。

　でも、無駄だ。

　アイアリスの目の輝きでわかる。これは、引き延ばせて一日が限度。うだうだ言い続けてもいつかはやらされる。絶対だ。

　だから、めんどくさいが、立ちあがろうか。

「まったく……ほら、みんなのとこ、行くぞ」

　ベッドから下りて、アイアリスに手を伸ばす。

「うむ。大義である」

　アイアリスも俺おれの手をとって立ちあがった。

　しばらくはたぶん、こんな感じ。

　世界の命運に一番近い場所にいながら、世界の命運に一番かかわらない生き方をしていこうと思う。

「まだまだしたい遊びはたくさんあるぞ。それに、世界の話も聞きたい。あとは、勇者の通っていたという士官学校のことも。余の興味は尽きんぞ。話してくれるな、余の勇者。余はなにもかもを知りたいのだ。世界の涙と、それに報いる笑顔と――それから、おまえのことを、もっと深く」

「めんどくさい」

「めんどくさがるな！」

「……はいはい。まあ、疲れない程度にね」

　時間はあるんだから、慌てる必要はないだろうに。

　俺はいつまでもここにいるんだから、焦らなくてもいいのに。

　まあ、のんびりやろう。

　どうせ先も長い。

　だって、アイアリスが人類を滅亡させる日は、きっとずっと遠くて――

　俺が生きる場所は、魔王様のそばにしかないのだから。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　初めまして。あるいはお久しぶりです。

　最近、はたと『あ、人間書かなきゃ……』と思う事が増えた者です。

　早速ですがネタバレに入ります。

　デビューから四作目となる本作『無気力勇者と知りたがり魔王』ですが、実は今回が最終巻となっております。

　魔王と勇者ものを書こう。日常系を書こう。ファンタジーを書こう。そんな色々な欲望をごった煮にして生まれた本作ですが、いかがだったでしょうか。

　書いていて楽しかったです。

　読んでいてはどうだったでしょうか。

　魔王はかわいかったでしょうか。

　竜人はどうでしょうか。

　人じん狼ろうはいかがでしょうか。

　キャラ、ストーリー、セリフ、文章、雰囲気。何か一つでもどんなかたちでも、拙作を読んでいただいた方の心に残れば著者として無上の喜びです。

　次回作はどうしよう。

　そうですね、強しいて言うならば……たぶん人間は出るんじゃないかな……。

『出そう』と思わないと人間が出ない病気は次までに完治を目指します。

　謝辞です。

　担当の児こ玉だま様。

　いつもご迷惑をおかけしております。

　嘘うそプロットとか、行数調整とか、『こいつ何やってんの』的な事を結構しました。

　まだ未熟な冬ふゆ木きではありますが、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

　イラストの水みな月づき悠はるか様。

　毎回情報量足りなめでお送りしており申し訳ありません。

　水月先生の描かかれる柔らかい雰囲気に毎回『ほう……』とため息をついております。

　三巻分、お疲れ様でした。三冊分、ありがとうございました。

　他ほかにもこの本にたずさわってくださったすべての方々。

　何よりこの本を買ってくださった読者の方々。

　本当にありがとうございました。

　次は現代に近い世界での物語になるでしょう。たぶん。きっと。



冬木　冬ふゆ樹き



    

  
    
      

　著者

　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。『ふぉっくすている？』『魔法少女☆仮免許』などが著作にある。趣味は扇子集め。夏なので活躍するも、使用頻度の高さに集めたそばから扇子が壊れていく。どうして扇子はすぐ壊れてしまうん？　このお話はついに日常系の皮すらかぶらなくなったファンタジーです。



　イラスト

　水月悠（みなづき・はるか）

　　カフェインに頼りきりの原画家・イラストレーター。

　　タイトルをどう略せばいいものか迷ったまま数ヶ月がたちましたが、最近「無気力のイラスト」とか言われてじわじわきたのでもうそれにするしかないと勝手に思ってます。



　　ＨＰ『氷上王国』

　　http://min.sakura.ne.jp/
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